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郷土の植物 （299）

第107回
阿孫  久見

セリバオウレン（キンポウゲ科）
後世に伝える「久住山」の魅力

↑白壁康画伯

久住山雪景（白壁康・作）

作品を鑑賞する久住→
中学校の生徒

１月20日から26日の７日間、高原の画家・白壁康画伯の絵画展が久住公民館で盛大に開催されま
した。人間味あふれる優しい画風は観る者を魅了します。一堂に集められた貴重な作品の鑑賞を
通じて、久住に生きた先人の足跡を偲ぶことができました。（14頁に関連記事）

「ふるさとの画家・白壁康と久住山」絵画展、盛会のうちに幕

　九州アルプス商工会青年部・直入支部のみなさんが
「あいさつ＋笑顔」運動、【こんにちは♡プロジェクト】
を展開中です。

　こんにちは！この前、地元でよく知るお姉さまに
「こんにちは」と声をかけたら「あら、本当にやって
るのねっ」と。やってますよー。単純に気持ちが良く
て。うちのメンバーでうっかり忘れてる奴がいたら指
摘してやってください。先日、市報を見て自分も挨拶
運動をしたいって人がすでに２人も。ありがとう。ぜ
ひご一緒に。　　　　　　　　　　　　　  （高木　宏）

　
山
地
の
暗
い
湿
っ
た
林
内
に

生
育
す
る
高
さ
25
㌢
ほ
ど
の
小

さ
な
常
緑
の
雌
雄
異
株
の
多
年

草
で
す
。

　
葉
は
根
生
で
光
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。
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竹田市成人式

人口のうごき

も　く　じ

　　　　　　　　　 （前月比）
人　口　24,239　人（－26 人）
男　性　11,279　人（－  7 人）
女　性　12,960　人（－19 人）
世帯数　10,604世帯（－13世帯）
住民基本台帳登録人数

（平成25年12月31日現在）

別冊　たけたん情報①
2月のこよみ・ＴＣＴ特番情報・食育レシピ

別冊　たけたん情報②
「４月１日から消費税の引き上げに伴い、
公共料金が改定されます」

○竹田市成人式 ２
○「畜産」の振興に追い風 4
○祖母山系「イワメ」を守る 6
○「太陽光発電事業」今春開始へ 7
○「竹田市まちづくり基本計画」、「竹田地
　区都市再生整備計画」説明会を開催 8
○申告は正しく、準備をお早めに！ 9
○保健だより・健康一直線 10
○すこたび情報 11
○市長コラム「有由有縁」54 12
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史
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。
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さ
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は
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の
能
力
。
一
度
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か
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ば
、
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し
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し
か
歩

め
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気
あ
る
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を
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と
メ
ッ
セ
ー
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を
贈
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ま
し
た
。

　
会
場
で
は
艶
や
か
な
振
袖
や
真
新
し

い
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ツ
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を
包
ん
だ
新
成
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た
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が
、
大
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に
な
っ
た
喜
び
と
懐
か
し
い
友
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た
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と
の
再
会
に
笑
顔
の
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を
咲
か
せ

て
い
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し
た
。
こ
の
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と
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う
。
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担
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と
ご
活
躍
を
期
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し
て
い

ま
す
。
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続
け
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展
さ
せ
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い
く
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も
私
た
ち
の

使
命
だ
と
思
い
ま
す
。
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迎
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育
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と
、

温
か
く
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守
り
、
ご
指

【竹田校区】
赤峰　優花　　飯野　亮太　　麻野沙矢佳　　池内　快充　　足立　雅子　　今本　尚志　　安東　奏平
衞藤愛佳莉　　板倉　海斗　　太田　遥華　　稲垣　晴香　　大塚　翔月　　衞藤なつ美　　川口　美里
大津　由実　　菅　　　優　　甲斐　康平　　工藤　愛香　　柿　　孝平　　工藤　英司　　川久保茂樹
工藤　純心　　工藤　里美　　上村このみ　　工藤　美海　　倉橋　貴志　　工藤　優多　　小池　礼華
熊谷　海斗　　小池真利奈　　兒玉　浩平　　小島　隼人　　児玉　祐樹　　後藤　健太　　後藤　紗季
佐藤　茉夏　　後藤まりあ　　下鶴　　大　　相良　優成　　瀬井あすか　　貞永　　瞳　　副田　　亮
佐藤　志鳳　　高原　孝志　　塩﨑　崇嗣　　田部　真菜　　志賀　俊介　　秦　　周平　　白川　雅貴
飯田　瑞樹　　杉原　篤基　　藤原　麻衣　　友永　創介　　松井眞沙人　　藤本　真子　　森　　雅郷
嶺田　瑛里　　山口　浩誠　　山口　　舞　　山下　貴寛　　山口　将也　　竜田こまち　　米田　和弘
渡辺　里帆　　安部　武文　　中村悠璃捺
【竹田南部校区】
阿南　　陽　　安達　勝則　　阿南　希恵　　阿南　賢希　　猪野真奈美　　池永啓士朗　　井上　寛之
伊藤　由貴　　今井　小夢　　今村　善仁　　今澤　佑紀　　岩田　湧作　　後藤　彰汰　　後藤　純平
梅村のぞみ　　大塚　隆成　　衞藤　友希　　河野　隆星　　大窪翔太郎　　後藤　華蓮　　大塚　竜司
後藤　祐樹　　緒方　優弥　　佐田　賢也　　甲斐　貴大　　佐藤　悠香　　甲斐　悠平　　佐藤　博哉
河野　淳平　　佐藤　　凛　　河野　瑞姫　　佐藤　　怜　　工藤　雄貴　　眞田　　智　　熊野　美鈴
森崎みさき　　後藤　健太　　副田　恵里　　後藤　　駿　　髙野　航輔　　後藤　悠希　　髙橋　邦斗
阿南しずか　　夏目　　俊　　佐藤　　萌　　二宮　昂也　　清水　康喜　　平塚沙也加　　髙橋優太朗
堀　　友哉　　髙橋　里菜　　堀　　初音　　永井　大樹　　本郷　　侃　　波多野和樹　　本田美彩都
廣瀬　健太　　前田　竜也　　松田　隆志　　山口　　蓮　　吉田　晟治　　鷲司　崇亮　　渡邉　竜哉
渡邊　杏子　　渡邊　友晟　　足立　和司
【緑ケ丘校区】
安藤昂志朗　　後藤　友香　　一宮　大介　　後藤　優樹　　伊東慎之助　　佐田　愛花　　猪野　雅文
佐藤　真吾　　甲斐　悠貴　　佐藤奈津美　　加藤　誠也　　清水　京介　　菅　　玄徳　　首藤　祐也
菅　翔一郎　　髙橋　綾乃　　菅　真輝人　　徳永　望希　　菅　未沙希　　中島　史織　　菊池彩香理
西村優里佳　　倉野友里花　　橋元　杏奈　　後藤　有沙　　橋本　　翼　　後藤　早貴　　堀　まこと
後藤　大希　　本田　竜清　　後藤　太地　　森　　英智
【久住校区】
江藤　翠月　　佐藤　明子　　加藤　真希　　佐藤　弘樹　　河越　継斗　　志賀　成美　　菅　美都樹
志賀　正章　　工藤　風音　　志賀　優美　　工藤　聖樹　　髙城　大樹　　工藤　幹也　　如法寺拓憲
後藤　利基　　森　　翔平　　後藤　舞子　　山田はづき　　佐々木大介　　髙木　朝陽
【都野校区】
板井　俊樹　　倉橋　隼輝　　衛藤　麻矢　　秦　　一敏　　大窪　智之　　高司　悠佑　　大久保美奈恵
田邉　　央　　小澤　彩華　　田邊　卓也　　甲斐　大地　　成安　宏行　　甲斐　莉奈　　野上　花絵
茅野　　唯　　松尾　健太　　河野　陽介　　吉竹　裕也　　川原　　綾
【直入校区】
秋吉　智美　　秦　圭一郎　　安東　優里　　田嶋　隼人　　押川　茉央　　田上　昂平　　甲斐　佑人
角田　亜夢　　川嶋　建吾　　橋本　悠輝　　工藤　美紗　　馬場　瑞穂　　工藤　　亮　　姫野　孝彰
工藤　玲奈　　藤下　　祏　　佐々木雅治　　山田　龍聖　　佐藤　真慧　　山田　翔太　　佐藤　　萌
山田　雄貴　　首藤　佳次　　吉野　貴博　　首藤　幹陽　　吉野　祐美
【校区外】
LI YUNFENG　　 松永　悠矢　　小田嶋　遊　　平野　浩大　　福田　拳也　　渡辺　夕貴　　山下　大樹
中村　　優　　阿南　美純　　本郷　智大　　髙山　峻平　　髙山　正徳　　久保田泰千郎　　吉田　康平
LI LULU　　　 森村　寅高　　LIU JIQIN　　  川崎　智弥　　森見　麻衣　　佐谷野宏亮　　加藤　祐美
伊東　和也　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
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決
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。

　
　
新
成
人
代
表

松
田
　
隆
志

竹田市の成人者の人数（学校区別）
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女
66
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計（人）男学校区
竹田中
南部中
緑ケ丘中
久住中
都野中
直入中
校区外
合　計

新成人の誓い「竹田の発展に貢献したい」

平成25年度竹田市の新成人のみなさん

故郷への「感謝」と
「誇り」を胸に

↑観客席で「お祝いの言葉」に耳を傾ける新成人のみなさん

↑代表して成人証書が授与される加藤誠也さんと
衞藤愛佳莉さん

　１月12日、「平成25年度竹田市成人式」が久住公民館くじゅうサンホール
で行われ、本市では251人（男性152人 女性99人）の新成人を祝いました。

平成25年度竹田市成人式

会場の新成人を代表して「誓い
のことば」述べる松田隆志さん

↑新成人を祝う首藤市長↑同級生と久しぶりの再会に会話も弾む
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ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
た
ち

が
、
大
人
に
な
っ
た
喜
び
と
懐
か
し
い
友

人
た
ち
と
の
再
会
に
笑
顔
の
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
日
が
人
生
の
節
目
と

な
る
大
切
な
日
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。

　
次
世
代
を
担
う
新
成
人
の
皆
さ
ん
の

大
い
な
る
飛
躍
と
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
高
齢
化
率
が
約
４
割

と
い
う
竹
田
市
が
こ
れ

か
ら
も
っ
と
良
い
ま
ち

に
な
る
に
は
、
若
者
が

戻
っ
て
こ
ら
れ
る
ま
ち

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
私
た
ち
が
生
ま

れ
育
ち
、
学
び
、
遊
ん

だ
故
郷
竹
田
を
愛
し
、

守
り
続
け
、
発
展
さ
せ

て
い
く
の
も
私
た
ち
の

使
命
だ
と
思
い
ま
す
。

　
本
日
こ
う
し
て
成
人

式
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
も
、
私
た
ち
を

こ
れ
ま
で
慈
し
み
、
育

て
て
く
れ
た
家
族
と
、

温
か
く
見
守
り
、
ご
指

【竹田校区】
赤峰　優花　　飯野　亮太　　麻野沙矢佳　　池内　快充　　足立　雅子　　今本　尚志　　安東　奏平
衞藤愛佳莉　　板倉　海斗　　太田　遥華　　稲垣　晴香　　大塚　翔月　　衞藤なつ美　　川口　美里
大津　由実　　菅　　　優　　甲斐　康平　　工藤　愛香　　柿　　孝平　　工藤　英司　　川久保茂樹
工藤　純心　　工藤　里美　　上村このみ　　工藤　美海　　倉橋　貴志　　工藤　優多　　小池　礼華
熊谷　海斗　　小池真利奈　　兒玉　浩平　　小島　隼人　　児玉　祐樹　　後藤　健太　　後藤　紗季
佐藤　茉夏　　後藤まりあ　　下鶴　　大　　相良　優成　　瀬井あすか　　貞永　　瞳　　副田　　亮
佐藤　志鳳　　高原　孝志　　塩﨑　崇嗣　　田部　真菜　　志賀　俊介　　秦　　周平　　白川　雅貴
飯田　瑞樹　　杉原　篤基　　藤原　麻衣　　友永　創介　　松井眞沙人　　藤本　真子　　森　　雅郷
嶺田　瑛里　　山口　浩誠　　山口　　舞　　山下　貴寛　　山口　将也　　竜田こまち　　米田　和弘
渡辺　里帆　　安部　武文　　中村悠璃捺
【竹田南部校区】
阿南　　陽　　安達　勝則　　阿南　希恵　　阿南　賢希　　猪野真奈美　　池永啓士朗　　井上　寛之
伊藤　由貴　　今井　小夢　　今村　善仁　　今澤　佑紀　　岩田　湧作　　後藤　彰汰　　後藤　純平
梅村のぞみ　　大塚　隆成　　衞藤　友希　　河野　隆星　　大窪翔太郎　　後藤　華蓮　　大塚　竜司
後藤　祐樹　　緒方　優弥　　佐田　賢也　　甲斐　貴大　　佐藤　悠香　　甲斐　悠平　　佐藤　博哉
河野　淳平　　佐藤　　凛　　河野　瑞姫　　佐藤　　怜　　工藤　雄貴　　眞田　　智　　熊野　美鈴
森崎みさき　　後藤　健太　　副田　恵里　　後藤　　駿　　髙野　航輔　　後藤　悠希　　髙橋　邦斗
阿南しずか　　夏目　　俊　　佐藤　　萌　　二宮　昂也　　清水　康喜　　平塚沙也加　　髙橋優太朗
堀　　友哉　　髙橋　里菜　　堀　　初音　　永井　大樹　　本郷　　侃　　波多野和樹　　本田美彩都
廣瀬　健太　　前田　竜也　　松田　隆志　　山口　　蓮　　吉田　晟治　　鷲司　崇亮　　渡邉　竜哉
渡邊　杏子　　渡邊　友晟　　足立　和司
【緑ケ丘校区】
安藤昂志朗　　後藤　友香　　一宮　大介　　後藤　優樹　　伊東慎之助　　佐田　愛花　　猪野　雅文
佐藤　真吾　　甲斐　悠貴　　佐藤奈津美　　加藤　誠也　　清水　京介　　菅　　玄徳　　首藤　祐也
菅　翔一郎　　髙橋　綾乃　　菅　真輝人　　徳永　望希　　菅　未沙希　　中島　史織　　菊池彩香理
西村優里佳　　倉野友里花　　橋元　杏奈　　後藤　有沙　　橋本　　翼　　後藤　早貴　　堀　まこと
後藤　大希　　本田　竜清　　後藤　太地　　森　　英智
【久住校区】
江藤　翠月　　佐藤　明子　　加藤　真希　　佐藤　弘樹　　河越　継斗　　志賀　成美　　菅　美都樹
志賀　正章　　工藤　風音　　志賀　優美　　工藤　聖樹　　髙城　大樹　　工藤　幹也　　如法寺拓憲
後藤　利基　　森　　翔平　　後藤　舞子　　山田はづき　　佐々木大介　　髙木　朝陽
【都野校区】
板井　俊樹　　倉橋　隼輝　　衛藤　麻矢　　秦　　一敏　　大窪　智之　　高司　悠佑　　大久保美奈恵
田邉　　央　　小澤　彩華　　田邊　卓也　　甲斐　大地　　成安　宏行　　甲斐　莉奈　　野上　花絵
茅野　　唯　　松尾　健太　　河野　陽介　　吉竹　裕也　　川原　　綾
【直入校区】
秋吉　智美　　秦　圭一郎　　安東　優里　　田嶋　隼人　　押川　茉央　　田上　昂平　　甲斐　佑人
角田　亜夢　　川嶋　建吾　　橋本　悠輝　　工藤　美紗　　馬場　瑞穂　　工藤　　亮　　姫野　孝彰
工藤　玲奈　　藤下　　祏　　佐々木雅治　　山田　龍聖　　佐藤　真慧　　山田　翔太　　佐藤　　萌
山田　雄貴　　首藤　佳次　　吉野　貴博　　首藤　幹陽　　吉野　祐美
【校区外】
LI YUNFENG　　 松永　悠矢　　小田嶋　遊　　平野　浩大　　福田　拳也　　渡辺　夕貴　　山下　大樹
中村　　優　　阿南　美純　　本郷　智大　　髙山　峻平　　髙山　正徳　　久保田泰千郎　　吉田　康平
LI LULU　　　 森村　寅高　　LIU JIQIN　　  川崎　智弥　　森見　麻衣　　佐谷野宏亮　　加藤　祐美
伊東　和也　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先

生
方
や
地
域
の
方
々
、

共
に
歩
ん
で
き
た
友
人

た
ち
の
お
陰
で
す
。
こ

の
感
謝
の
気
持
ち
と
、

竹
田
と
い
う
素
晴
ら
し

い
地
で
育
っ
た
と
い
う

誇
り
を
忘
れ
ず
、
そ
れ

ぞ
れ
の
夢
に
向
か
っ
て

歩
ん
で
い
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
い
つ
の
日

か
、
こ
の
か
け
が
え
の

な
い
故
郷
竹
田
の
発
展

に
貢
献
で
き
る
大
人
に

な
る
こ
と
を
こ
こ
に
決

意
し
ま
す
。

　
　
新
成
人
代
表

松
田
　
隆
志

竹田市の成人者の人数（学校区別）

37
44
18
11
12
17
13
152

29
22
14
9
7
9
9
99

女
66
66
32
20
19
26
22
251

計（人）男学校区
竹田中
南部中
緑ケ丘中
久住中
都野中
直入中
校区外
合　計

新成人の誓い「竹田の発展に貢献したい」

平成25年度竹田市の新成人のみなさん

故郷への「感謝」と
「誇り」を胸に

↑観客席で「お祝いの言葉」に耳を傾ける新成人のみなさん

↑代表して成人証書が授与される加藤誠也さんと
衞藤愛佳莉さん

　１月12日、「平成25年度竹田市成人式」が久住公民館くじゅうサンホール
で行われ、本市では251人（男性152人 女性99人）の新成人を祝いました。

平成25年度竹田市成人式

会場の新成人を代表して「誓い
のことば」述べる松田隆志さん

↑新成人を祝う首藤市長↑同級生と久しぶりの再会に会話も弾む

○今月のひと TAKETAN FACE
　（竹田町商店街振興組合） 13
○竹田かわら版 ＴＯＷＮ TOPICS 14
○岡城遺産㉘ 「小河一敏」 16
○たけたんアンテナ　生き活き興起／
　バート・クロツィンゲンコーナー／
　竹田雑感 18
○ミステリアス！竹田キリシタン⑲
　〔鎌倉編・前篇〕 20
○今月のイントロダクション　ぼくたち・
　私たちの学び舎（南部幼稚園）／まる
　ごと博物館100／図書館のおしらせ／
　誕生おめでとう／プクサン 22
○郷土の植物／すくすく１歳／アッパレ！
　100歳 24
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畜　産

全
国
的
に
和
牛
子
牛
価
格
は
高
値
基

調
で
推
移
、
そ
の
要
因
は…

⁉

（
１
）
口
蹄
疫
発
生
に
伴
う
淘
汰
の
影
響
に

よ
り
、
子
牛
生
産
頭
数
の
減
少

（
２
）
全
国
規
模
で
展
開
し
て
い
た
大
手
肉

用
牛
飼
育
会
社
の
倒
産
に
よ
る
母
牛

の
減
少

（
３
）
東
日
本
大
震
災
、
原
発
に
起
因
す
る

肉
用
牛
飼
育
頭
数
の
減
少

（
４
）
全
国
的
に
肉
用
牛
農
家
の
老
齢
化
に

よ
る
飼
育
中
止
に
よ
る
肉
用
牛
飼
育

頭
数
の
減
少

　
以
上
の
よ
う
な
要
因
に
よ
り
、
全
国
的
に

肥
育
素
牛
（
肉
牛
）
の
供
給
不
足
が
和
牛
子

牛
市
場
価
格
を
押
し
上
げ
、
高
値
基
調
で
推

移
し
て
い
ま
す
。

　
飼
育
農
家
は
、
こ
の
価
格
の
状
況
を
認
識

し
た
上
で
自
分
の
経
営
を
再
確
認
し
、
足
腰

の
強
い
肉
用
牛
経
営
の
構
築
を
図
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
、
先
行
き
不
透
明
な
経
済
状
況
で
あ

る
が
故
に
こ
の
様
な
時
期
で
あ
る
こ
と
を
熟

知
し
た
上
で
経
営
の
見
直
し
と
し
っ
か
り
と

し
た
基
盤
の
確
立
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

但
馬
系
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
持
つ
母
牛
か
ら
生

産
の
子
牛
が
市
場
で
高
値
取
引

　
竹
田
市
が
平
成
24
年
度
に
事
業
創
設
し

た
、
但
馬
種
雄
牛
利
用
促
進
保
留
購
入
事
業

が
功
を
奏
し
た
か
た
ち
で
、
よ
り
一
層
の
子

牛
市
場
価
格
の
高
値
を
導
き
出
し
て
い
ま

す
。

　
肉
質
（
特
に
脂
肪
交
雑
：
サ
シ
）
と
早
期

早
熟
性
に
富
ん
だ
発
育
良
好
な
牛
の
生
産
を

重
視
し
て
、
兼
備
し
た
肉
用
子
牛
の
生
産
に

昭
和
の
時
代
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。（
特
に
近
年
は
、
島
根
県
の
糸

桜
系
統
と
鳥
取
県
を
原
産
と
す
る
鹿
児
島
県

の
気
高
系
統
）

　
し
か
し
、
こ
の
系
統
の
血
液
が
濃
く
な

り
、
骨
太
い
も
の
や
骨
格
の
粗
悪
の
も
の
、

肉
質
等
級
が
劣
る
も
の
が
出
て
き
た
こ
と
な

ど
、
購
買
者
か
ら
但
馬
系
統
（
兵
庫
県
）
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
が
入
っ
た
素
牛
を
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
既
に
一
部
の
農
家
で
は
、
そ
の
取
り
組
み

が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
市
全
体
の
肉
用

牛
農
家
の
取
り
組
み
が
で
き
な
い
こ
と
を
見

越
し
て
、
肉
用
牛
経
営
の
安
定
と
生
産
地
の

維
持
拡
大
を
目
的
に
平
成
24
年
度
に
「
竹
田

市
但
馬
種
雄
牛
利
用
促
進
保
留
購
入
事
業
」

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
活
用
に
よ
り
但
馬
系
統
の
Ｄ
Ｎ

Ａ
が
入
っ
た
基
礎
雌
牛
の
自
家
保
留
や
導
入

を
促
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
取
り
組
み

を
さ
れ
た
農
家
は
予
想
以
上
の
高
価
格
で
取

り
引
き
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
来
年
度
も
こ
の
取
り
組
み
を
継

続
す
る
計
画
で
す
。

　
し
か
し
、
肉
用
牛
の
飼
養
農
家
は
、
畜
舎

に
係
留
す
る
母
牛
の
う
ち
但
馬
系
統
、
気
高

系
統
、
糸
桜
系
統
、
そ
の
他
の
系
統
を
含
め

て
各
３
割
程
度
づ
つ
で
係
留
を
し
、
一
系
統

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
濃
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
計

画
交
配
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
指
導
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

　
平
成
26
年
１
月
に
開
か
れ
た
豊
肥
家
畜
市

場
に
お
い
て
、
子
牛
全
体
の
平
均
価
格
の
状

況
は
、
１
頭
当
た
り
雌
牛
48
万
７
千
円
、
去

勢
牛
55
万
５
千
円
で
あ
り
、
但
馬
系
統
の

入
っ
た
母
牛
か
ら
生
ま
れ
た
子
牛
は
、
雌
牛

49
万
６
千
円
、
去
勢
牛
60
万
５
千
円
で
雌･

去
勢
牛
と
も
に
高
値
で
取
り
引
き
し
て
い
ま

す
。肥

育
拠
点
施
設
の
稼
動
が
「
竹
田
産

子
牛
価
格
」
の
高
値
の
誘
導
に
！

　
先
月
号
の
市
報
に
も
掲
載
し
ま
し
た
が
、

久
住
に
肥
育
拠
点
施
設
の
一
部
が
完
成
し
、

既
に
肉
牛
の
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
随
時
、
竹
田
産
の
子
牛
（
肉
牛
素
牛
）
の

導
入
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
確
実
に
竹
田

産
の
子
牛
を
買
う
購
買
者
が
増
え
ま
し
た
。

た
だ
し
、
あ
ま
り
に
も
市
場
子
牛
が
高
値
の

た
め
に
導
入
が
思
い
ど
お
り
に
進
ま
な
い
こ

と
も
あ
り
、
牛
舎
が
満
杯
の
状
況
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。
数
十
頭
は
必
ず
競
り
ボ
タ
ン

を
押
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
価

格
上
昇
の
一
助
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
久
住
の
地
に
あ
る
全
国
農
業
協
同

組
合
（
全
農
）
が
飼
育
中
止
し
た
、
３
０
０

頭
規
模
の
空
き
肥
育
牛
舎
。
そ
の
後
継
人
が

ほ
ぼ
決
定
し
継
続
し
て
肥
育
事
業
を
再
開
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
で
も
、
平
成
26
年
度
よ
り
肉
牛

飼
養
を
開
始
す
る
こ
と
か
ら
、
竹
田
産
子
牛

に
対
す
る
競
り
頭
数
が
増
え
他
市
に
比
べ
高

位
価
格
の
維
持
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。「

お
お
い
た
豊
後
牛
」
久
住
高
原
牛

ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
取
り
組
み
維
新

　
肉
牛
出
荷
に
伴
い
、
い
よ
い
よ
竹
田
産
の

和
牛
肉
と
し
て
「
お
お
い
た
豊
後
牛
」
久
住

高
原
牛
の
銘
柄
で
動
き
が
始
ま
り
ま
す
。

　「
お
お
い
た
豊
後
牛
」
久
住
高
原
牛
の
定

義
は
、
竹
田
市
内
で
生
産
さ
れ
た
和
牛
で
竹

田
市
内
で
肥
育
（
肉
牛
）
に
仕
上
げ
さ
れ
た

雌
牛
で
、
肉
質
等
級
３
等
級
以
上
の
肉
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、「
久
住
高
原
牛
肉
祭
り
」
や

「
直
入
ふ
る
さ
と
振
興
祭
」
等
で
竹
田
産
豊

後
牛
肉
の
消
費･

宣
伝
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
県
内
、
県
外
の
来
場
者
か
ら
「
ど
こ
で

買
え
る
の
」「
ど
こ
で
食
べ
ら
れ
る
の
」
等

の
質
問
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
答
え
る
こ
と
が

で
き
ず
に
今
日
ま
で
引
き
伸
ば
さ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
よ
う
や
く
今
年
に
入
り

そ
の
難
題
が
克
服
で
き
る
状
況
に
な
り
ま
し

た
。

　
当
面
、
市
内
の
肉
の
供
給
素
で
あ
る
精
肉

店
を
は
じ
め
、
料
理
提
供
す
る
ホ
テ
ル
、
飲

食
店
、
旅
館
等
に
活
用
と
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向

け
て
の
趣
旨
を
説
明
し
な
が
ら
、
竹
田
産
の

和
牛
肉
の
統
一
し
た
特
産
料
理
や
そ
の
店
の

ア
レ
ン
ジ
料
理
の
開
発
を
促
し
、「
県
内
外

の
集
客
の
一
助
と
し
て
展
開
す
る
動
き
」
を

考
え
て
ま
す
。

チ
ャ
ン
ス
到
来
！
「
お
お
い
た
豊
後

牛
」
久
住
高
原
牛
を
全
国
発
信
へ

　
平
成
27
年
７
月
〜
９
月
に
か
け
て
、「
お

ん
せ
ん
県
お
お
い
た
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
：（
Ｄ
Ｃ
）」（※

Ｄ
Ｃ
と
は
、

観
光
関
係
者
や
市
町
村
と
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
等

が
協
力
し
旅
行
会
社
等
の
協
力
を
得
な
が
ら

３
か
月
間
集
中
的
に
全
国
か
ら
開
催
地
「
大

分
県
」
へ
送
客
を
図
る
国
内
最
大
規
模
の
観

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
前
段
階
の
取
り
組
み
と
し
て
平
成
26

年
９
月
３
日
か
ら
５
日
に
か
け
、
別
府
ビ
ー

コ
ン
プ
ラ
ザ
や
各
地
域
に
お
い
て
Ｊ
Ｒ
各

社
・
旅
行
会
社
・
マ
ス
コ
ミ
等
約
５
０
０
名

を
全
国
か
ら
招
き
、
大
分
県
内（
各
市
町
村
）

の
観
光
素
材
の
紹
介
、
地
域
Ｐ
Ｒ・
観
光
物

産
Ｐ
Ｒ・
個
別
観
光
素
材
の
売
り
込
み
・
受

け
入
れ
態
勢
の
視
察
、
体
験
等
が
行
わ
れ
る

計
画
で
す
。

　
こ
の
Ｄ
Ｃ
も
踏
ま
え
て
、
竹
田
産
和
牛
肉

の
供
給
を
始
め
る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
こ
の
機
会
は
、「
お
お
い
た
豊
後
牛
」

久
住
高
原
牛
の
売
り
込
み
と
ブ
ラ
ン
ド
化
の

最
大
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
大
き
く
活
用
し
、
こ
れ

か
ら
「
お
お
い
た
豊
後
牛
」
久
住
高
原
牛
の

売
り
込
み
と
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
て
確
立
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
畜
産
振
興
室
　
☎

７
６-

０
０
２
１

「
畜
産
」の
振
興
に
追
い
風

「
お
お
い
た
豊
後
牛
」
久
住
高
原
牛
を
竹
田
市
ブ
ラ
ン
ド
銘
柄
の
一
品
目
に
！

↑「おおいた豊後牛」久住高原牛の初出荷式（昨年12月９日） ←「おおいた豊後牛」久住高原牛
　のポスターが完成

↑市場初せりの様子（平成26年１月12日）
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畜　産

全
国
的
に
和
牛
子
牛
価
格
は
高
値
基

調
で
推
移
、
そ
の
要
因
は…

⁉

（
１
）
口
蹄
疫
発
生
に
伴
う
淘
汰
の
影
響
に

よ
り
、
子
牛
生
産
頭
数
の
減
少

（
２
）
全
国
規
模
で
展
開
し
て
い
た
大
手
肉

用
牛
飼
育
会
社
の
倒
産
に
よ
る
母
牛

の
減
少

（
３
）
東
日
本
大
震
災
、
原
発
に
起
因
す
る

肉
用
牛
飼
育
頭
数
の
減
少

（
４
）
全
国
的
に
肉
用
牛
農
家
の
老
齢
化
に

よ
る
飼
育
中
止
に
よ
る
肉
用
牛
飼
育

頭
数
の
減
少

　
以
上
の
よ
う
な
要
因
に
よ
り
、
全
国
的
に

肥
育
素
牛
（
肉
牛
）
の
供
給
不
足
が
和
牛
子

牛
市
場
価
格
を
押
し
上
げ
、
高
値
基
調
で
推

移
し
て
い
ま
す
。

　
飼
育
農
家
は
、
こ
の
価
格
の
状
況
を
認
識

し
た
上
で
自
分
の
経
営
を
再
確
認
し
、
足
腰

の
強
い
肉
用
牛
経
営
の
構
築
を
図
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
、
先
行
き
不
透
明
な
経
済
状
況
で
あ

る
が
故
に
こ
の
様
な
時
期
で
あ
る
こ
と
を
熟

知
し
た
上
で
経
営
の
見
直
し
と
し
っ
か
り
と

し
た
基
盤
の
確
立
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

但
馬
系
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
持
つ
母
牛
か
ら
生

産
の
子
牛
が
市
場
で
高
値
取
引

　
竹
田
市
が
平
成
24
年
度
に
事
業
創
設
し

た
、
但
馬
種
雄
牛
利
用
促
進
保
留
購
入
事
業

が
功
を
奏
し
た
か
た
ち
で
、
よ
り
一
層
の
子

牛
市
場
価
格
の
高
値
を
導
き
出
し
て
い
ま

す
。

　
肉
質
（
特
に
脂
肪
交
雑
：
サ
シ
）
と
早
期

早
熟
性
に
富
ん
だ
発
育
良
好
な
牛
の
生
産
を

重
視
し
て
、
兼
備
し
た
肉
用
子
牛
の
生
産
に

昭
和
の
時
代
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。（
特
に
近
年
は
、
島
根
県
の
糸

桜
系
統
と
鳥
取
県
を
原
産
と
す
る
鹿
児
島
県

の
気
高
系
統
）

　
し
か
し
、
こ
の
系
統
の
血
液
が
濃
く
な

り
、
骨
太
い
も
の
や
骨
格
の
粗
悪
の
も
の
、

肉
質
等
級
が
劣
る
も
の
が
出
て
き
た
こ
と
な

ど
、
購
買
者
か
ら
但
馬
系
統
（
兵
庫
県
）
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
が
入
っ
た
素
牛
を
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
既
に
一
部
の
農
家
で
は
、
そ
の
取
り
組
み

が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
市
全
体
の
肉
用

牛
農
家
の
取
り
組
み
が
で
き
な
い
こ
と
を
見

越
し
て
、
肉
用
牛
経
営
の
安
定
と
生
産
地
の

維
持
拡
大
を
目
的
に
平
成
24
年
度
に
「
竹
田

市
但
馬
種
雄
牛
利
用
促
進
保
留
購
入
事
業
」

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
活
用
に
よ
り
但
馬
系
統
の
Ｄ
Ｎ

Ａ
が
入
っ
た
基
礎
雌
牛
の
自
家
保
留
や
導
入

を
促
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
取
り
組
み

を
さ
れ
た
農
家
は
予
想
以
上
の
高
価
格
で
取

り
引
き
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
来
年
度
も
こ
の
取
り
組
み
を
継

続
す
る
計
画
で
す
。

　
し
か
し
、
肉
用
牛
の
飼
養
農
家
は
、
畜
舎

に
係
留
す
る
母
牛
の
う
ち
但
馬
系
統
、
気
高

系
統
、
糸
桜
系
統
、
そ
の
他
の
系
統
を
含
め

て
各
３
割
程
度
づ
つ
で
係
留
を
し
、
一
系
統

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
濃
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
計

画
交
配
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
指
導
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

　
平
成
26
年
１
月
に
開
か
れ
た
豊
肥
家
畜
市

場
に
お
い
て
、
子
牛
全
体
の
平
均
価
格
の
状

況
は
、
１
頭
当
た
り
雌
牛
48
万
７
千
円
、
去

勢
牛
55
万
５
千
円
で
あ
り
、
但
馬
系
統
の

入
っ
た
母
牛
か
ら
生
ま
れ
た
子
牛
は
、
雌
牛

49
万
６
千
円
、
去
勢
牛
60
万
５
千
円
で
雌･

去
勢
牛
と
も
に
高
値
で
取
り
引
き
し
て
い
ま

す
。肥

育
拠
点
施
設
の
稼
動
が
「
竹
田
産

子
牛
価
格
」
の
高
値
の
誘
導
に
！

　
先
月
号
の
市
報
に
も
掲
載
し
ま
し
た
が
、

久
住
に
肥
育
拠
点
施
設
の
一
部
が
完
成
し
、

既
に
肉
牛
の
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
随
時
、
竹
田
産
の
子
牛
（
肉
牛
素
牛
）
の

導
入
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
確
実
に
竹
田

産
の
子
牛
を
買
う
購
買
者
が
増
え
ま
し
た
。

た
だ
し
、
あ
ま
り
に
も
市
場
子
牛
が
高
値
の

た
め
に
導
入
が
思
い
ど
お
り
に
進
ま
な
い
こ

と
も
あ
り
、
牛
舎
が
満
杯
の
状
況
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。
数
十
頭
は
必
ず
競
り
ボ
タ
ン

を
押
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
価

格
上
昇
の
一
助
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
久
住
の
地
に
あ
る
全
国
農
業
協
同

組
合
（
全
農
）
が
飼
育
中
止
し
た
、
３
０
０

頭
規
模
の
空
き
肥
育
牛
舎
。
そ
の
後
継
人
が

ほ
ぼ
決
定
し
継
続
し
て
肥
育
事
業
を
再
開
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
で
も
、
平
成
26
年
度
よ
り
肉
牛

飼
養
を
開
始
す
る
こ
と
か
ら
、
竹
田
産
子
牛

に
対
す
る
競
り
頭
数
が
増
え
他
市
に
比
べ
高

位
価
格
の
維
持
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。「

お
お
い
た
豊
後
牛
」
久
住
高
原
牛

ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
取
り
組
み
維
新

　
肉
牛
出
荷
に
伴
い
、
い
よ
い
よ
竹
田
産
の

和
牛
肉
と
し
て
「
お
お
い
た
豊
後
牛
」
久
住

高
原
牛
の
銘
柄
で
動
き
が
始
ま
り
ま
す
。

　「
お
お
い
た
豊
後
牛
」
久
住
高
原
牛
の
定

義
は
、
竹
田
市
内
で
生
産
さ
れ
た
和
牛
で
竹

田
市
内
で
肥
育
（
肉
牛
）
に
仕
上
げ
さ
れ
た

雌
牛
で
、
肉
質
等
級
３
等
級
以
上
の
肉
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、「
久
住
高
原
牛
肉
祭
り
」
や

「
直
入
ふ
る
さ
と
振
興
祭
」
等
で
竹
田
産
豊

後
牛
肉
の
消
費･

宣
伝
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
県
内
、
県
外
の
来
場
者
か
ら
「
ど
こ
で

買
え
る
の
」「
ど
こ
で
食
べ
ら
れ
る
の
」
等

の
質
問
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
答
え
る
こ
と
が

で
き
ず
に
今
日
ま
で
引
き
伸
ば
さ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
よ
う
や
く
今
年
に
入
り

そ
の
難
題
が
克
服
で
き
る
状
況
に
な
り
ま
し

た
。

　
当
面
、
市
内
の
肉
の
供
給
素
で
あ
る
精
肉

店
を
は
じ
め
、
料
理
提
供
す
る
ホ
テ
ル
、
飲

食
店
、
旅
館
等
に
活
用
と
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向

け
て
の
趣
旨
を
説
明
し
な
が
ら
、
竹
田
産
の

和
牛
肉
の
統
一
し
た
特
産
料
理
や
そ
の
店
の

ア
レ
ン
ジ
料
理
の
開
発
を
促
し
、「
県
内
外

の
集
客
の
一
助
と
し
て
展
開
す
る
動
き
」
を

考
え
て
ま
す
。

チ
ャ
ン
ス
到
来
！
「
お
お
い
た
豊
後

牛
」
久
住
高
原
牛
を
全
国
発
信
へ

　
平
成
27
年
７
月
〜
９
月
に
か
け
て
、「
お

ん
せ
ん
県
お
お
い
た
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
：（
Ｄ
Ｃ
）」（※

Ｄ
Ｃ
と
は
、

観
光
関
係
者
や
市
町
村
と
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
等

が
協
力
し
旅
行
会
社
等
の
協
力
を
得
な
が
ら

３
か
月
間
集
中
的
に
全
国
か
ら
開
催
地
「
大

分
県
」
へ
送
客
を
図
る
国
内
最
大
規
模
の
観

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
前
段
階
の
取
り
組
み
と
し
て
平
成
26

年
９
月
３
日
か
ら
５
日
に
か
け
、
別
府
ビ
ー

コ
ン
プ
ラ
ザ
や
各
地
域
に
お
い
て
Ｊ
Ｒ
各

社
・
旅
行
会
社
・
マ
ス
コ
ミ
等
約
５
０
０
名

を
全
国
か
ら
招
き
、
大
分
県
内（
各
市
町
村
）

の
観
光
素
材
の
紹
介
、
地
域
Ｐ
Ｒ・
観
光
物

産
Ｐ
Ｒ・
個
別
観
光
素
材
の
売
り
込
み
・
受

け
入
れ
態
勢
の
視
察
、
体
験
等
が
行
わ
れ
る

計
画
で
す
。

　
こ
の
Ｄ
Ｃ
も
踏
ま
え
て
、
竹
田
産
和
牛
肉

の
供
給
を
始
め
る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
こ
の
機
会
は
、「
お
お
い
た
豊
後
牛
」

久
住
高
原
牛
の
売
り
込
み
と
ブ
ラ
ン
ド
化
の

最
大
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
大
き
く
活
用
し
、
こ
れ

か
ら
「
お
お
い
た
豊
後
牛
」
久
住
高
原
牛
の

売
り
込
み
と
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
て
確
立
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
畜
産
振
興
室
　
☎

７
６-

０
０
２
１

「
畜
産
」の
振
興
に
追
い
風

「
お
お
い
た
豊
後
牛
」
久
住
高
原
牛
を
竹
田
市
ブ
ラ
ン
ド
銘
柄
の
一
品
目
に
！

↑「おおいた豊後牛」久住高原牛の初出荷式（昨年12月９日） ←「おおいた豊後牛」久住高原牛
　のポスターが完成

↑市場初せりの様子（平成26年１月12日）
　

2014年2月発行5



文化財企画情報

資料室 芸術作品展示（彫塑等）
9.8㎡ 多目的ラウンジ（フローリング）

260.7㎡ 11.0㎡ 18.0㎡

技術室 準備室 準備室 ホール 事務室
9.8ｍ 158.4㎡ 44㎡ 41.25㎡ 告知端末

玄　関 アートレジデンス活用予定
インキュベーション入室 両サイド棚

階段 階段 休憩室
22㎡

音楽室 準備室 家庭科
準備室 スタジオ

140.8㎡ 39㎡ 37.4㎡ 161.7㎡ 39㎡

芸術作品企画展示等 床張り
インキュベーション入室 インキュベーション入室 インキュベーション入室両サイド

棚

吹き抜け

職員室

１階

テラス 資料室 相談室

調理教室 被服教室 多目的室（カーペット）
82.5㎡

芸術作品展示
第２理科室 保健室

67.1㎡

多目的室
82.5㎡

82.5㎡
作業場予定（調整中）

更衣室

印刷室

校長室
(カーペット)

屋
外
通
路

作業場予定（調整中）

調理用机配置

理科実験用机配置

2階

屋
外
通
路

第１理科室
107.8㎡

107.8㎡ 107.8㎡

竹田総合学院（インキュベーション型工房）概略図

祖
母
山
系「
イ
ワ
メ
」を
守
る

国
指
定
天
然
記
念
物
指
定
を
目
指
し
て
、
生
態
調
査
開
始

　「
渓
流
の
女
王
」と
呼
ば
れ
る「
ア

マ
ゴ
」「
ヤ
マ
メ
」
は
、
サ
ケ
目
、

サ
ケ
科
に
属
し
て
い
ま
す
。
サ
ケ
科

魚
類
に
は
、
サ
ケ
属
、
イ
ワ
ナ
属
、

イ
ト
ウ
属
等
が
あ
り
、「
ア
マ
ゴ
」

は
サ
ツ
キ
マ
ス
、「
ヤ
マ
メ
」
は
サ

ク
ラ
マ
ス
の
河
川
残
留
型（
陸
封
型
）

の
サ
ケ
属
に
分
類
さ
れ
る
個
体
で

す
。
河
川
残
留
型
と
は
、
通
常
、
産

卵
期
に
海
か
ら
川
に
遡
上
す
る
降

海
型
の
魚
で
す
が
、
地
形
的
に
海
か

ら
切
り
離
さ
れ
た
川
・
湖
・
沼
な
ど

に
封
じ
こ
め
ら
れ
、 

そ
こ
で
一
生
を

過
ご
す
淡
水
動
物
で
す
。
ア
マ
ゴ

は
、
静
岡
県
以
南
の
本
州
の
太
平

洋
・
瀬
戸
内
海
側
、
四
国
、
大
分

県
、
宮
崎
県
河
川
に
す
み
、
体
側
に

パ
ー
ル
マ
ー
ク
と
呼
ば
れ
る
斑
紋
が

並
び
、
小
さ
な
朱
点
が
あ
る
清
楚
な

魚
で
す
。
ヤ
マ
メ
は
、
関
東
以
北
の

太
平
洋
岸
と
日
本
海
側
全
域
、
九

州
の
一
部
に
す
み
、
体
側
に
パ
ー
ル

マ
ー
ク
と
呼
ば
れ
る
斑
紋
が
あ
り

ま
す
が
、
朱
点
が
な
い
こ
と
が
ア
マ

ゴ
と
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　
祖
母
山
系
に
生
息
し
て
い
る
イ

ワ
メ
は
、
体
型
は
ア
マ
ゴ
と
同
じ
で

す
が
ア
マ
ゴ
に
見
ら
れ
る
パ
ー
ル

マ
ー
ク
や
朱
点
が
ま
っ
た
く
な
い
淡

水
魚
で
、
ア
マ
ゴ
の
突
然
変
異
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
数
多
い
ア
マ
ゴ
の
生
息

地
の
中
で
な
ぜ
イ
ワ
メ
の
生
息
地
が

数
か
所
に
限
定
さ
れ
て
い
た
の
か
、

養
殖
ア
マ
ゴ
の
中
か
ら
な
ぜ
イ
ワ
メ

が
生
ま
れ
な
い
の
か
な
ど
、
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
多
い
魚
で
す
。
か
つ
て

は
、
本
市
、
愛
媛
県
の
面
河
渓
、
四

国
吉
野
川
、
滋
賀
県
の
神
谷
川
及
び

三
重
県
員
弁
川
の
一
部
な
ど
で
確
認

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
愛
媛
県
で
は

10
年
前
に
確
認
さ
れ
た
の
が
最
後
、

他
の
地
域
で
も
発
見
例
が
な
く
、
現

在
で
は
本
市
と
三
重
県
だ
け
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
平
成
25
年
度
か
ら
　
①

「
生
息
調
査―

生
息
範
囲
、
生
息
テ

リ
ト
リ
ー
調
査
」、②「
生
態
調
査―

行
動
生
態
、
個
体
群
変
動
、
群
集
構

造
、
環
境
と
生
物
の
相
互
作
用
」、③

「
遺
伝
子
解
析
（
Ｄ
Ｎ
Ａ
）―

種
の

判
別
」
な
ど
を
平
成
26
年
度
ま
で

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
２
年
間
の
調
査
成
果
を
も
と
に

国
指
定
天
然
記
念
物
へ
向
け
て
具

申
を
行
い
、
保
存
管
理
計
画
の
策
定

な
ど
を
行
い
、
個
体
保
護
が
永
続
的

に
行
え
る
よ
う
に
し
て
行
く
予
定
で

す
。

　
ま
た
、
本
年
新
聞
紙
上
で
大
分

県
よ
り
発
表
さ
れ
た
祖
母
・
傾
山
系

に
お
い
て
エ
コ
パ
ー
ク
の
認
定
を
目

指
す
こ
と
が
報
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、

イ
ワ
メ
や
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
は
、
地

域
を
代
表
す
る
生
態
系
の
重
要
な

構
成
要
素
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め

に
も
、
人
為
的
な
捕
獲
や
放
流
な
ど

が
な
い
よ
う
し
て
、
世
界
的
に
も
希

少
な
イ
ワ
メ
が
、
今
後
も
神
原
川
で

生
息
し
て
い
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
文
化
財

課
　
☎
６
３-

４
８
１
８

※

エ
コ
パ
ー
ク…

…

ユ
ネ
ス
コ
が
認
定
す
る
「
生

物
圏
保
存
地
域
」
で
、
地
域
の
自
然
と
文
化
を

守
り
な
が
ら
地
域
社
会
の
発
展
を
め
ざ
す
。
自

然
環
境
の
保
護
を
主
と
す
る
「
核
心
地
域
」、
大

規
模
開
発
は
規
制
さ
れ
る
も
の
の
教
育
や
観
光

な
ど
に
活
用
で
き
る
「
緩
衝
地
域
」、
人
々
が
社

会
活
動
を
営
む
「
移
行
地
域
」
の
三
つ
に
分
か

れ
る
。
日
本
国
内
で
は
「
志
賀
高
原
」（
群
馬
、

長
野
）、「
白
山
」（
石
川
、
岐
阜
、
富
山
、
福

井
）、「
大
台
ケ
原
・
大
峰
山
」（
奈
良
、
三
重
）、

「
屋
久
島
」（
鹿
児
島
）「
綾
」（
宮
崎
）
が
認
定

さ
れ
て
い
る
。

↑世界の限られた地域にしか生息していない、貴重な渓流魚「イワメ」

←祖母山麓にある大野
川上流域で捕獲した
イワメを調査中

岡
城
跡
特
別
公
開

　
岡
城
跡
特
別
公
開
の
お
知
ら
せ
で

す
。
岡
城
跡
の
民
部
屋
敷
跡
石
垣
復

元
現
場
を
は
じ
め
、
整
備
が
進
み
様

変
わ
り
し
て
い
る
岡
城
跡
を
解
説
を

行
い
な
が
ら
公
開
し
ま
す
。

〔
公
開
期
間
〕

２
月
15
日
（
土
）・
16
日
（
日
）

10
時
30
分
〜
／
13
時
30
分
〜
（
１
日

２
回
開
催
）

〔
定
　
員
〕
各
時
間
と
も
30
名
程
度

〔
料
　
金
〕
岡
城
跡
入
場
料
が
別
途

必
要
と
な
り
ま
す

●
お
申
込
み
先
　
竹
田
市
教
育
委
員

会
文
化
財
課
　
☎
６
３-

４
８
１
８

※

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

中
川
清
秀
に
会
え
る
？

　
岡
藩
初
代
藩
主
・
中
川
秀
成
の
父

は
、
あ
の
戦
国
の
勇
将
・
中
川
清
秀

で
す
。

　
清
秀
が
駆
け
抜
け
た
戦
国
の
動
乱

を
、
戦
後
復
興
期
を
生
き
る
昭
和
の

少
年
た
ち
の
目
を
通
し
て
描
写
す
る

児
童
書「
夢
を
追
っ
て
〜
戦
国
武
将
・

中
川
瀬
兵
衛
清
秀
〜
」
が
好
評
発
売

中
で
す
。
著
者
は
姉
妹
都
市
・
茨
木

市
の
前
教
育
長
の
大
橋
忠
雄
氏
。
ぜ

ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
教
育
委
員

会
文
化
財
課  

☎
６
３-

４
８
１
８

↑基本協定書調印式

　移住者向け情報誌「いなか暮らし
の本」（宝島社）２月号の特集企画「住
みたい田舎ベストランキング」で、
本市は今年もランクインし、全国３
位に選ばれました。
　これは「自然環境」「移住者歓迎度」
「移住者支援制度の充実度」「子育
てのしやすさ」「老後の医療介護体
制」など、７部門70項目のアンケー
トに、編集部が選定した全国137市
町村にアンケートを実施し、各自治
体が自己採点するものです。
　今回は、昨年６位から３位に躍
進！
　空き家バンクが好調で、これまで
に79世帯151人（うち昨年は30世帯）
が本市に移住をしています。
　これからも地道な移住者の支援活
動を続け「住みたいと思う暮らしや
すさ」につなげてまいります。

●お問い合せ
竹田市企画情報課　農村回帰推進
室　☎63-4801

住みたい田舎ベストランキング

さらに躍進！全国３位

　
竹
田
市
で
は
、
遊
休
市
有
地
を
活

用
し
太
陽
光
発
電
事
業
を
行
う
事

業
者
を
公
募
し
、
事
業
者
を
選
定
。

昨
年
12
月
に
基
本
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
利
用
し
て
い
な
い

市
有
地
３
か
所
（
荻
町
瓜
作
の
柏
原

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
荻
町
馬
場
の
北
部
グ

ラ
ウ
ン
ド
及
び
竹
田
の
恵
良
運
動

広
場
）
で
太
陽
光
発
電
事
業
を
行

う
事
業
者
を
公
募
し
、
応
募
事
業

者
か
ら
市
に
と
っ
て
最
も
有
利
な
事

業
者
を
選
定
し
、
市
有
地
を
貸
付
、

事
業
者
が
太
陽
光
発
電
事
業
を
行

う
と
い
う
事
業
で
す
。

　
今
回
の
公
募
に
は
、
５
事
業
者
か

ら
応
募
が
あ
り
、
書
類
審
査
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
経
て
、
国
際
航

業
株
式
会
社
（
本
社
：
東
京
都
）
を

事
業
者
と
し
て
選
定
し
、
同
社
と
の

間
で
太
陽
光
発
電
事
業
に
係
る
基

本
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
同
社
は
、
九
州
電
力
と
発

電
し
た
電
力
の
買
取
協
議
、
経
済
産

業
省
へ
の
事
業
認
可
申
請
を
行
い

ま
す
。
九
州
電
力
及
び
経
済
産
業

省
か
ら
事
業
実
施
の
許
可
が
出
れ

ば
建
設
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。
工
事

は
、
早
く
て
も
４
月
以
降
に
な
る
予

定
で
す
。
正
式
に
事
業
実
施
が
決
定

す
れ
ば
、
近
隣
の
自
治
会
の
皆
様
へ

の
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

「太陽光発電事業」
今春開始へ
　　　事業者と基本協定を締結

　
竹
田
市
で
は
、
竹
田
市
大
字

植
木
の
旧
竹
田
中
学
校
管
理
棟

を
、「
竹
田
総
合
学
院（
Ｔ
Ｓ
Ｇ
）」

と
し
、
伝
統
技
術
や
文
化
等
に

関
す
る
専
門
的
な
調
査
研
究
を

行
う
た
め
の
拠
点
と
す
る
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
主
に
「
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
型
工
房
」
と
し
て
起

業
前
の
工
芸
家
の
方
々
ほ
か
に

技
術
研
鑽
の
場
と
な
る
作
業
場

を
提
供
し
人
材
育
成
を
図
る
こ

と
、「
ア
ー
ト
・
レ
ジ
デ
ン
ス
」

と
し
て
芸
術
家
が
一
定
期
間
入
室

し
制
作
活
動
を
す
る
場
を
提
供

す
る
こ
と
、
そ
し
て
美
術
作
品
の

展
示
等
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
現
段
階
で
使
用
用
途

が
決
定
し
て
い
な

い
部
屋
に
つ
い
て

は
、
市
民
の
皆
さ

ま
か
ら
活
用
に
つ

い
て
の
ア
イ
デ
ィ

ア
を
お
伺
い
す
る

こ
の
た
め
の
施
設

見
学
会
を
実
施
し

ま
す
。
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
、
別

途
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　

竹
田
市
企
画
情

報
課
　
文
化
・

地
域
振
興
室
☎

６
３-

１
１
１
１

（
内
線
２
２
１
）

竹
田
総
合
学
院
（
Ｔ
Ｓ
Ｇ
）
に
「
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
型
工
房
」
を
準
備
中

再
生
す
る
旧
校
舎
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文化財企画情報

資料室 芸術作品展示（彫塑等）
9.8㎡ 多目的ラウンジ（フローリング）

260.7㎡ 11.0㎡ 18.0㎡

技術室 準備室 準備室 ホール 事務室
9.8ｍ 158.4㎡ 44㎡ 41.25㎡ 告知端末

玄　関 アートレジデンス活用予定
インキュベーション入室 両サイド棚

階段 階段 休憩室
22㎡

音楽室 準備室 家庭科
準備室 スタジオ

140.8㎡ 39㎡ 37.4㎡ 161.7㎡ 39㎡

芸術作品企画展示等 床張り
インキュベーション入室 インキュベーション入室 インキュベーション入室両サイド

棚

吹き抜け

職員室

１階

テラス 資料室 相談室

調理教室 被服教室 多目的室（カーペット）
82.5㎡

芸術作品展示
第２理科室 保健室

67.1㎡

多目的室
82.5㎡

82.5㎡
作業場予定（調整中）

更衣室

印刷室

校長室
(カーペット)

屋
外
通
路

作業場予定（調整中）

調理用机配置

理科実験用机配置

2階

屋
外
通
路

第１理科室
107.8㎡

107.8㎡ 107.8㎡

竹田総合学院（インキュベーション型工房）概略図

祖
母
山
系「
イ
ワ
メ
」を
守
る

国
指
定
天
然
記
念
物
指
定
を
目
指
し
て
、
生
態
調
査
開
始

　「
渓
流
の
女
王
」と
呼
ば
れ
る「
ア

マ
ゴ
」「
ヤ
マ
メ
」
は
、
サ
ケ
目
、

サ
ケ
科
に
属
し
て
い
ま
す
。
サ
ケ
科

魚
類
に
は
、
サ
ケ
属
、
イ
ワ
ナ
属
、

イ
ト
ウ
属
等
が
あ
り
、「
ア
マ
ゴ
」

は
サ
ツ
キ
マ
ス
、「
ヤ
マ
メ
」
は
サ

ク
ラ
マ
ス
の
河
川
残
留
型（
陸
封
型
）

の
サ
ケ
属
に
分
類
さ
れ
る
個
体
で

す
。
河
川
残
留
型
と
は
、
通
常
、
産

卵
期
に
海
か
ら
川
に
遡
上
す
る
降

海
型
の
魚
で
す
が
、
地
形
的
に
海
か

ら
切
り
離
さ
れ
た
川
・
湖
・
沼
な
ど

に
封
じ
こ
め
ら
れ
、 

そ
こ
で
一
生
を

過
ご
す
淡
水
動
物
で
す
。
ア
マ
ゴ

は
、
静
岡
県
以
南
の
本
州
の
太
平

洋
・
瀬
戸
内
海
側
、
四
国
、
大
分

県
、
宮
崎
県
河
川
に
す
み
、
体
側
に

パ
ー
ル
マ
ー
ク
と
呼
ば
れ
る
斑
紋
が

並
び
、
小
さ
な
朱
点
が
あ
る
清
楚
な

魚
で
す
。
ヤ
マ
メ
は
、
関
東
以
北
の

太
平
洋
岸
と
日
本
海
側
全
域
、
九

州
の
一
部
に
す
み
、
体
側
に
パ
ー
ル

マ
ー
ク
と
呼
ば
れ
る
斑
紋
が
あ
り

ま
す
が
、
朱
点
が
な
い
こ
と
が
ア
マ

ゴ
と
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　
祖
母
山
系
に
生
息
し
て
い
る
イ

ワ
メ
は
、
体
型
は
ア
マ
ゴ
と
同
じ
で

す
が
ア
マ
ゴ
に
見
ら
れ
る
パ
ー
ル

マ
ー
ク
や
朱
点
が
ま
っ
た
く
な
い
淡

水
魚
で
、
ア
マ
ゴ
の
突
然
変
異
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
数
多
い
ア
マ
ゴ
の
生
息

地
の
中
で
な
ぜ
イ
ワ
メ
の
生
息
地
が

数
か
所
に
限
定
さ
れ
て
い
た
の
か
、

養
殖
ア
マ
ゴ
の
中
か
ら
な
ぜ
イ
ワ
メ

が
生
ま
れ
な
い
の
か
な
ど
、
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
多
い
魚
で
す
。
か
つ
て

は
、
本
市
、
愛
媛
県
の
面
河
渓
、
四

国
吉
野
川
、
滋
賀
県
の
神
谷
川
及
び

三
重
県
員
弁
川
の
一
部
な
ど
で
確
認

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
愛
媛
県
で
は

10
年
前
に
確
認
さ
れ
た
の
が
最
後
、

他
の
地
域
で
も
発
見
例
が
な
く
、
現

在
で
は
本
市
と
三
重
県
だ
け
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
平
成
25
年
度
か
ら
　
①

「
生
息
調
査―

生
息
範
囲
、
生
息
テ

リ
ト
リ
ー
調
査
」、②「
生
態
調
査―

行
動
生
態
、
個
体
群
変
動
、
群
集
構

造
、
環
境
と
生
物
の
相
互
作
用
」、③

「
遺
伝
子
解
析
（
Ｄ
Ｎ
Ａ
）―

種
の

判
別
」
な
ど
を
平
成
26
年
度
ま
で

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
２
年
間
の
調
査
成
果
を
も
と
に

国
指
定
天
然
記
念
物
へ
向
け
て
具

申
を
行
い
、
保
存
管
理
計
画
の
策
定

な
ど
を
行
い
、
個
体
保
護
が
永
続
的

に
行
え
る
よ
う
に
し
て
行
く
予
定
で

す
。

　
ま
た
、
本
年
新
聞
紙
上
で
大
分

県
よ
り
発
表
さ
れ
た
祖
母
・
傾
山
系

に
お
い
て
エ
コ
パ
ー
ク
の
認
定
を
目

指
す
こ
と
が
報
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、

イ
ワ
メ
や
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
は
、
地

域
を
代
表
す
る
生
態
系
の
重
要
な

構
成
要
素
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め

に
も
、
人
為
的
な
捕
獲
や
放
流
な
ど

が
な
い
よ
う
し
て
、
世
界
的
に
も
希

少
な
イ
ワ
メ
が
、
今
後
も
神
原
川
で

生
息
し
て
い
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
文
化
財

課
　
☎
６
３-

４
８
１
８

※

エ
コ
パ
ー
ク…

…

ユ
ネ
ス
コ
が
認
定
す
る
「
生

物
圏
保
存
地
域
」
で
、
地
域
の
自
然
と
文
化
を

守
り
な
が
ら
地
域
社
会
の
発
展
を
め
ざ
す
。
自

然
環
境
の
保
護
を
主
と
す
る
「
核
心
地
域
」、
大

規
模
開
発
は
規
制
さ
れ
る
も
の
の
教
育
や
観
光

な
ど
に
活
用
で
き
る
「
緩
衝
地
域
」、
人
々
が
社

会
活
動
を
営
む
「
移
行
地
域
」
の
三
つ
に
分
か

れ
る
。
日
本
国
内
で
は
「
志
賀
高
原
」（
群
馬
、

長
野
）、「
白
山
」（
石
川
、
岐
阜
、
富
山
、
福

井
）、「
大
台
ケ
原
・
大
峰
山
」（
奈
良
、
三
重
）、

「
屋
久
島
」（
鹿
児
島
）「
綾
」（
宮
崎
）
が
認
定

さ
れ
て
い
る
。

↑世界の限られた地域にしか生息していない、貴重な渓流魚「イワメ」

←祖母山麓にある大野
川上流域で捕獲した
イワメを調査中

岡
城
跡
特
別
公
開

　
岡
城
跡
特
別
公
開
の
お
知
ら
せ
で

す
。
岡
城
跡
の
民
部
屋
敷
跡
石
垣
復

元
現
場
を
は
じ
め
、
整
備
が
進
み
様

変
わ
り
し
て
い
る
岡
城
跡
を
解
説
を

行
い
な
が
ら
公
開
し
ま
す
。

〔
公
開
期
間
〕

２
月
15
日
（
土
）・
16
日
（
日
）

10
時
30
分
〜
／
13
時
30
分
〜
（
１
日

２
回
開
催
）

〔
定
　
員
〕
各
時
間
と
も
30
名
程
度

〔
料
　
金
〕
岡
城
跡
入
場
料
が
別
途

必
要
と
な
り
ま
す

●
お
申
込
み
先
　
竹
田
市
教
育
委
員

会
文
化
財
課
　
☎
６
３-

４
８
１
８

※

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

中
川
清
秀
に
会
え
る
？

　
岡
藩
初
代
藩
主
・
中
川
秀
成
の
父

は
、
あ
の
戦
国
の
勇
将
・
中
川
清
秀

で
す
。

　
清
秀
が
駆
け
抜
け
た
戦
国
の
動
乱

を
、
戦
後
復
興
期
を
生
き
る
昭
和
の

少
年
た
ち
の
目
を
通
し
て
描
写
す
る

児
童
書「
夢
を
追
っ
て
〜
戦
国
武
将
・

中
川
瀬
兵
衛
清
秀
〜
」
が
好
評
発
売

中
で
す
。
著
者
は
姉
妹
都
市
・
茨
木

市
の
前
教
育
長
の
大
橋
忠
雄
氏
。
ぜ

ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
教
育
委
員

会
文
化
財
課  

☎
６
３-

４
８
１
８

↑基本協定書調印式

　移住者向け情報誌「いなか暮らし
の本」（宝島社）２月号の特集企画「住
みたい田舎ベストランキング」で、
本市は今年もランクインし、全国３
位に選ばれました。
　これは「自然環境」「移住者歓迎度」
「移住者支援制度の充実度」「子育
てのしやすさ」「老後の医療介護体
制」など、７部門70項目のアンケー
トに、編集部が選定した全国137市
町村にアンケートを実施し、各自治
体が自己採点するものです。
　今回は、昨年６位から３位に躍
進！
　空き家バンクが好調で、これまで
に79世帯151人（うち昨年は30世帯）
が本市に移住をしています。
　これからも地道な移住者の支援活
動を続け「住みたいと思う暮らしや
すさ」につなげてまいります。

●お問い合せ
竹田市企画情報課　農村回帰推進
室　☎63-4801

住みたい田舎ベストランキング

さらに躍進！全国３位

　
竹
田
市
で
は
、
遊
休
市
有
地
を
活

用
し
太
陽
光
発
電
事
業
を
行
う
事

業
者
を
公
募
し
、
事
業
者
を
選
定
。

昨
年
12
月
に
基
本
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
利
用
し
て
い
な
い

市
有
地
３
か
所
（
荻
町
瓜
作
の
柏
原

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
荻
町
馬
場
の
北
部
グ

ラ
ウ
ン
ド
及
び
竹
田
の
恵
良
運
動

広
場
）
で
太
陽
光
発
電
事
業
を
行

う
事
業
者
を
公
募
し
、
応
募
事
業

者
か
ら
市
に
と
っ
て
最
も
有
利
な
事

業
者
を
選
定
し
、
市
有
地
を
貸
付
、

事
業
者
が
太
陽
光
発
電
事
業
を
行

う
と
い
う
事
業
で
す
。

　
今
回
の
公
募
に
は
、
５
事
業
者
か

ら
応
募
が
あ
り
、
書
類
審
査
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
経
て
、
国
際
航

業
株
式
会
社
（
本
社
：
東
京
都
）
を

事
業
者
と
し
て
選
定
し
、
同
社
と
の

間
で
太
陽
光
発
電
事
業
に
係
る
基

本
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
同
社
は
、
九
州
電
力
と
発

電
し
た
電
力
の
買
取
協
議
、
経
済
産

業
省
へ
の
事
業
認
可
申
請
を
行
い

ま
す
。
九
州
電
力
及
び
経
済
産
業

省
か
ら
事
業
実
施
の
許
可
が
出
れ

ば
建
設
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。
工
事

は
、
早
く
て
も
４
月
以
降
に
な
る
予

定
で
す
。
正
式
に
事
業
実
施
が
決
定

す
れ
ば
、
近
隣
の
自
治
会
の
皆
様
へ

の
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

「太陽光発電事業」
今春開始へ
　　　事業者と基本協定を締結

　
竹
田
市
で
は
、
竹
田
市
大
字

植
木
の
旧
竹
田
中
学
校
管
理
棟

を
、「
竹
田
総
合
学
院（
Ｔ
Ｓ
Ｇ
）」

と
し
、
伝
統
技
術
や
文
化
等
に

関
す
る
専
門
的
な
調
査
研
究
を

行
う
た
め
の
拠
点
と
す
る
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
主
に
「
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
型
工
房
」
と
し
て
起

業
前
の
工
芸
家
の
方
々
ほ
か
に

技
術
研
鑽
の
場
と
な
る
作
業
場

を
提
供
し
人
材
育
成
を
図
る
こ

と
、「
ア
ー
ト
・
レ
ジ
デ
ン
ス
」

と
し
て
芸
術
家
が
一
定
期
間
入
室

し
制
作
活
動
を
す
る
場
を
提
供

す
る
こ
と
、
そ
し
て
美
術
作
品
の

展
示
等
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
現
段
階
で
使
用
用
途

が
決
定
し
て
い
な

い
部
屋
に
つ
い
て

は
、
市
民
の
皆
さ

ま
か
ら
活
用
に
つ

い
て
の
ア
イ
デ
ィ

ア
を
お
伺
い
す
る

こ
の
た
め
の
施
設

見
学
会
を
実
施
し

ま
す
。
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
、
別

途
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　

竹
田
市
企
画
情

報
課
　
文
化
・

地
域
振
興
室
☎

６
３-

１
１
１
１

（
内
線
２
２
１
）

竹
田
総
合
学
院
（
Ｔ
Ｓ
Ｇ
）
に
「
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
型
工
房
」
を
準
備
中

再
生
す
る
旧
校
舎
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まちづくり税務情報

「
竹
田
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
」、「
竹
田

地
区
都
市
再
生
整
備
計
画
」（
原
案
）の
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
！
　（平
成
26
年
３
月
策
定
予
定
）

皆
様
の
声
が
つ
く
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
ご
参
加
を
！

↑無料駐車場
をご利用く
ださい

区画線を歩き→
やすく修正　　

■
竹
田
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
計

画
に
つ
い
て

　
平
成
25
年
度
か
ら
ま
ち
づ
く
り

座
談
会
及
び
市
民
対
象
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、
市
民
の
方
々
の

貴
重
な
ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。
ご

意
見
に
は
、
中
心
市
街
地
の
衰
退
、

地
方
都
市
特
有
の
課
題
や
超
高
齢

化
な
ど
、
竹
田
市
な
ら
で
は
の
課
題

に
対
す
る
懸
念
や
提
案
が
多
数
あ

り
、
ど
の
よ
う
な
施
策
が
必
要
な
の

か
を
庁
内
に
お
い
て
検
討
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
意
見
を
素
材
と
し
、

10
年
後
の
中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ

く
り
ビ
ジ
ョ
ン
を
皆
さ
ま
に
わ
か
り

や
す
く
お
示
し
す
る
た
め
、
平
成
26

年
度
を
基
準
年
度
と
す
る
「
竹
田

市
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
」
を
策

定
し
て
い
ま
す
。

■
竹
田
地
区
都
市
再
生
整
備
計

画
に
つ
い
て

　「
竹
田
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
計

画
」
は
10
年
間
の
構
想
で
す
が
、
具

体
的
な
個
別
事
業
の
実
施
計
画
と

し
て
「
竹
田
地
区
都
市
再
生
整
備
計

画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
本
計
画

に
は
、
座
談
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

得
ら
れ
た
皆
様
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
で

き
る
だ
け
取
り
入
れ
、
施
設
整
備

（
ハ
ー
ド
事
業
）
や
中
心
市
街
地
の

活
性
化
を
目
的
と
し
た
環
境
整
備

（
ソ
フ
ト
事
業
）
の
計
上
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

◆「
竹
田
市
ま
ち
づ
く
り
基
本

計
画
及
び
竹
田
地
区
都
市
再

生
整
備
計
画
」
説
明
会

日
時
　
２
月
７
日
㈮ 

午
後
６
時
〜

場
所
　
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
市
本
庁
舎
隣
り
）

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
総
合
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
　
☎
６
３-

１
１
１
１
（
内
線
２
９
１
）

◎「
竹
田
地
区
都
市
再
生
整
備

計
画
」（
原
案
）
に
対
す
る

皆
様
の
意
見
募
集

　―

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実

施
に
つ
い
て―

　
竹
田
市
で
は
、「
竹
田
地
区
都
市

再
生
整
備
計
画
」（
原
案
）
の
取
り

ま
と
め
を
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
原

案
に
対
す
る
皆
様
の
ご
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

公
表
資
料

・
竹
田
地
区
都
市
再
生
整
備
計
画

（※

資
料
は
、
竹
田
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
及
び
総
合
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
前
で
も
閲
覧
可
能
）

・
意
見
記
入
用
紙
（
竹
田
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
総
合
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
前
に
配
置
）

意
見
募
集
期
間

　
２
月
10
日
㈪
〜
23
日
㈰
必
着

提
出
方
法

ご
持
参
、
ま
た
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
可

（
持
参
の
場
合
は
、
平
日
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

意
見
の
お
取
扱
い

　
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
つ
い
て

は
、
個
人
に
関
す
る
情
報
を
除
き
、

内
容
を
公
開
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に

対
す
る
個
別
の
回
答
は
致
し
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
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achif3@city.taketa.lg.jp

　10月１日から実施してきた交通社会実験について、市民アンケー
トや交通量調査等を参考に竹田本町通り交通社会実験協議会で実験
継続の検討協議をしました。その結果、更なる検証が必要であると
して、当初予定していた12月末までの実験期間を２月末まで継続す
ることとなりました。
　実験の継続にあたり、区画線の修正を行うとともに市中心部の竹
田市土地開発公社用地を観光客や買物客専用の無料駐車場として活
用することとしました。今後もゆっくり歩いて楽しめる城下町を目
指していきますので、ぜひこの機会に城下町散策や竹田町商店街で
の買物等にご利用ください。
　なお、この実験に対するご意見・ご要望等は下記までお願いしま
す。
●お問い合せ　竹田本町通り交通社会実験協議会事務局
　　　　　　　竹田市建設課都市計画係（清水・井手）
　　　　　　　☎ 63-4808　FAX 63-3948
　　　　　　　E-mail　kensetu@city.taketa.lg.jp

竹田本町通り交通社会実験

２月28日㈮まで継続中

期日：２月17日㈪から３月17日㈪まで（日曜日を除く）
時間：（午前）９時から12時まで・（午後）１時から４時まで
場所：久住公民館 機能回復訓練室（2/17・2/18・2/19・2/20）
　　　直入支所大会議室（2/21・2/22・2/24・2/25）
　　　荻支所２階会議室（2/26・2/27・2/28）
　　　竹田市役所本庁３階会議室（3/1から3/17まで 日曜

日を除く）

■申告相談が必要な方
　平成26年１月１日現在、市内に住所を有する方で、前年
中（平成25年１月から12月）の状況が次に該当する方です。
●事業等収入（営業・農業・不動産収入等）がある方
●給与収入のみの方で、年末調整を受けていない方
●複数の事業所等から給与を受けた方
●土地・建物等の売買による収入があった方
●生命保険などの満期保険金等を受け取った方
●医療費控除、雑損控除、社会保険料控除等を受けようとす
る方

●国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療保険に加入され
ている方

●上記以外の方で、非課税証明書または所得証明書が必要
な方

※確定申告書を税務署に提出した方は、市県民税等の申告は
必要ありません。

※65歳以上の年金収入しかない方で、120万円以下の方は、
相談会場での申告相談が必要ない場合がありますので税
務課に電話でご確認ください。

※年末調整済の給与以外の所得が20万円以下の場合は、所
得税の申告はしなくてもよいことになっておりますが、
市・県民税等の申告は必要となります。

※収入の有無に関わらず、公営住宅の家賃、保育料等の算定
資料として、また児童手当など各種手当の支給判定の資
料、前記のような場合に該当する方は申告書の提出が必要
となります。

■申告相談に必要な書類
●印鑑、申告書
●所得の計算に必要な書類帳簿類
　・源泉徴収票（給与所得者や年金受給者など）
　・しいたけ・野菜・牛などの売上伝票
　・経費領収書 
　・通帳
●24年中の所得税確定・修正申告書、還付手続きを税務署
に提出した人は、申告書・収支内訳書の控えなど

●社会保険料・生命保険料・損害保険料控除等を受けられる方
　・支払保険料の領収書、または控除用の証明書
●雑損控除を受ける方
　・被害を受けた住宅などに関する書類

（罹災証明書、災害関連支出額の領収書、保険金の支払
通知書、家財の明細書　等）

●その他の控除を受けられる方　　　
　・障害者手帳など、控除を受けるのに必要な書類等
●医療費控除を受けられる方
　・医療費の領収書
　・介護保健施設等の分を医療費控除する場合は、指定介
護老人福祉施設利用料等領収書及び居宅サービス利用
料領収書

■申告相談の留意事項
●申告会場は、相談時間は、午前９時か
ら午後４時までです。
●申告の際は、収入の記載された伝票や
経費のわかる領収証、医療費の領収書などを整理、計算し
ておいてください。印鑑、通帳も忘れずご持参ください。

●年齢16歳未満の扶養親族（年少扶養親族）に対する扶養控
除が廃止されましたが、市県民税を計算する際に、課税、
非課税の算定をするために必要になりますので、申告の際
は、必ず年少扶養親族をご記入ください。記入し忘れます
と、住民税額の算定に影響しますのでご注意ください。
●昨年から年金のみの収入で400万円以下の方については、
所得税の確定申告は不要となりましたが、市県民税におい
ては、扶養控除、社会保険料控除等が申告されないままに
なると、所得控除が少ないままに税額計算されますので、
上記の「申告相談に必要な書類等」をご持参の上申告をお
願いします。

●申告の結果、国税である所得税の納付が生じる場合や所得
税還付が生じる場合、その場で所得税確定申告相談が受
けられます。
　
◆お問い合せ　竹田市税務課　☎63-1111（内線125・126）
〔税務課直通　☎63-4803〕

申告は正しく、準備をお早めに！

平成26年度課税分（平成25年分）「市県民税」「国民健康保険税」
「介護保険料」「後期高齢者医療保険料」の申告相談が始まります
　税務課は、地域ごとに税等の申告相談を行います。今年の申告は、平成25年分の所得を申告していただくものです。詳
しくは、自治会配布のチラシ、市役所本庁・各支所窓口に設置のチラシをご覧ください。

確定申告は正しくお早めに！
　確定申告の時期が近づいてきました。平成25年分の所得
税及び復興特別所得税の確定申告期間は、平成26年２月
17日㈪から平成26年３月17日㈪まで（土・日を除く）と
なっています。申告と納税は、期限内にお済ませください。
　なお、国税庁ホームページの「確定申告書等作成コー
ナー」で申告書等の作成ができますので、是非ご利用くだ
さい。（www.nta.go.jp）
　申告会場：竹田税務署１階会議室
　受付時間：９：00～16：00まで
●お問い合せ
　竹田税務署　☎0974-63-3141（＊自動音声案内）

税務署からのお知らせ
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　10月１日から実施してきた交通社会実験について、市民アンケー
トや交通量調査等を参考に竹田本町通り交通社会実験協議会で実験
継続の検討協議をしました。その結果、更なる検証が必要であると
して、当初予定していた12月末までの実験期間を２月末まで継続す
ることとなりました。
　実験の継続にあたり、区画線の修正を行うとともに市中心部の竹
田市土地開発公社用地を観光客や買物客専用の無料駐車場として活
用することとしました。今後もゆっくり歩いて楽しめる城下町を目
指していきますので、ぜひこの機会に城下町散策や竹田町商店街で
の買物等にご利用ください。
　なお、この実験に対するご意見・ご要望等は下記までお願いしま
す。
●お問い合せ　竹田本町通り交通社会実験協議会事務局
　　　　　　　竹田市建設課都市計画係（清水・井手）
　　　　　　　☎ 63-4808　FAX 63-3948
　　　　　　　E-mail　kensetu@city.taketa.lg.jp

竹田本町通り交通社会実験

２月28日㈮まで継続中

期日：２月17日㈪から３月17日㈪まで（日曜日を除く）
時間：（午前）９時から12時まで・（午後）１時から４時まで
場所：久住公民館 機能回復訓練室（2/17・2/18・2/19・2/20）
　　　直入支所大会議室（2/21・2/22・2/24・2/25）
　　　荻支所２階会議室（2/26・2/27・2/28）
　　　竹田市役所本庁３階会議室（3/1から3/17まで 日曜

日を除く）

■申告相談が必要な方
　平成26年１月１日現在、市内に住所を有する方で、前年
中（平成25年１月から12月）の状況が次に該当する方です。
●事業等収入（営業・農業・不動産収入等）がある方
●給与収入のみの方で、年末調整を受けていない方
●複数の事業所等から給与を受けた方
●土地・建物等の売買による収入があった方
●生命保険などの満期保険金等を受け取った方
●医療費控除、雑損控除、社会保険料控除等を受けようとす
る方

●国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療保険に加入され
ている方

●上記以外の方で、非課税証明書または所得証明書が必要
な方

※確定申告書を税務署に提出した方は、市県民税等の申告は
必要ありません。

※65歳以上の年金収入しかない方で、120万円以下の方は、
相談会場での申告相談が必要ない場合がありますので税
務課に電話でご確認ください。

※年末調整済の給与以外の所得が20万円以下の場合は、所
得税の申告はしなくてもよいことになっておりますが、
市・県民税等の申告は必要となります。

※収入の有無に関わらず、公営住宅の家賃、保育料等の算定
資料として、また児童手当など各種手当の支給判定の資
料、前記のような場合に該当する方は申告書の提出が必要
となります。

■申告相談に必要な書類
●印鑑、申告書
●所得の計算に必要な書類帳簿類
　・源泉徴収票（給与所得者や年金受給者など）
　・しいたけ・野菜・牛などの売上伝票
　・経費領収書 
　・通帳
●24年中の所得税確定・修正申告書、還付手続きを税務署
に提出した人は、申告書・収支内訳書の控えなど

●社会保険料・生命保険料・損害保険料控除等を受けられる方
　・支払保険料の領収書、または控除用の証明書
●雑損控除を受ける方
　・被害を受けた住宅などに関する書類

（罹災証明書、災害関連支出額の領収書、保険金の支払
通知書、家財の明細書　等）

●その他の控除を受けられる方　　　
　・障害者手帳など、控除を受けるのに必要な書類等
●医療費控除を受けられる方
　・医療費の領収書
　・介護保健施設等の分を医療費控除する場合は、指定介
護老人福祉施設利用料等領収書及び居宅サービス利用
料領収書

■申告相談の留意事項
●申告会場は、相談時間は、午前９時か
ら午後４時までです。
●申告の際は、収入の記載された伝票や
経費のわかる領収証、医療費の領収書などを整理、計算し
ておいてください。印鑑、通帳も忘れずご持参ください。

●年齢16歳未満の扶養親族（年少扶養親族）に対する扶養控
除が廃止されましたが、市県民税を計算する際に、課税、
非課税の算定をするために必要になりますので、申告の際
は、必ず年少扶養親族をご記入ください。記入し忘れます
と、住民税額の算定に影響しますのでご注意ください。
●昨年から年金のみの収入で400万円以下の方については、
所得税の確定申告は不要となりましたが、市県民税におい
ては、扶養控除、社会保険料控除等が申告されないままに
なると、所得控除が少ないままに税額計算されますので、
上記の「申告相談に必要な書類等」をご持参の上申告をお
願いします。

●申告の結果、国税である所得税の納付が生じる場合や所得
税還付が生じる場合、その場で所得税確定申告相談が受
けられます。
　
◆お問い合せ　竹田市税務課　☎63-1111（内線125・126）
〔税務課直通　☎63-4803〕

申告は正しく、準備をお早めに！

平成26年度課税分（平成25年分）「市県民税」「国民健康保険税」
「介護保険料」「後期高齢者医療保険料」の申告相談が始まります
　税務課は、地域ごとに税等の申告相談を行います。今年の申告は、平成25年分の所得を申告していただくものです。詳
しくは、自治会配布のチラシ、市役所本庁・各支所窓口に設置のチラシをご覧ください。

確定申告は正しくお早めに！
　確定申告の時期が近づいてきました。平成25年分の所得
税及び復興特別所得税の確定申告期間は、平成26年２月
17日㈪から平成26年３月17日㈪まで（土・日を除く）と
なっています。申告と納税は、期限内にお済ませください。
　なお、国税庁ホームページの「確定申告書等作成コー
ナー」で申告書等の作成ができますので、是非ご利用くだ
さい。（www.nta.go.jp）
　申告会場：竹田税務署１階会議室
　受付時間：９：00～16：00まで
●お問い合せ
　竹田税務署　☎0974-63-3141（＊自動音声案内）

税務署からのお知らせ

2014年2月発行9
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健
康 一 直

線

健康情報

健
康
づ
く
り
を

「
組
織
」か
ら「
地
域
へ
」『食推の活動のいいところ』について、会員

の声を紹介します。 
・料理だけでなく、栄養や病気のことなどの
知識も勉強できる。

・家庭でも減塩に努めることができ、家族か
ら感謝される。

・新しい人との出会いにより仲間、友だちが
でき、地域の行事も声を掛け合える関係に
なる。

・料理教室後、「また誘ってね」「あれから
食事に気をつけている」などの嬉しい声が
きかれる。

・学習会で学んだり、地域の活動で人から感
謝されたりすることで、自分が成長したと
感じる。

・皆に会って楽しく作って食べるから日々の
元気につながる。

　１月16日、「子どもを産み育てやすい町への支援－小
児医療の立場から－」をテーマに、泉達郎大分大学医学
部小児科教授の講演会が行われました。
　泉教授は、これまで竹田市への小児医療の取り組みの
経過や果たした役割を報告。
　「竹田市の小児医療、予防医学の活動が少子・高齢・過
疎化対策、地域医療の全国先行モデルとなり、５歳児健
診、発達障害児支援と療育が不登校、犯罪者減少にも貢
献しうることを実証する可能性が大きい」と講演しました。 ↑食生活改善推進協議会の

松村淳子会長

食からの健康づくり！

泉達郎教授が「小児医療・予防医学」講演

会員の声

  

竹
田
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
竹
田
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議

会
（※

以
下
食
推
）
は
「
私
達
の
健

康
は
私
達
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
地
域
で
食
を
通
し
た
健
康
づ
く

り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
会
は
４
地
域
に
「
し
ら

ゆ
り
会
」（
竹
田
）、「
コ
ス
モ
ス
会
」

（
荻
）、「
み
つ
わ
会
」（
久
住
）、「
い

で
ゆ
会
」（
直
入
）
と
あ
り
、
長
年

地
域
に
根
付
い
た
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。
減
塩
や
糖
尿
病
予
防
と

い
っ
た
健
康
料
理
教
室
を
は
じ
め
、

男
性
料
理
教
室
や
配
食
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
食
推
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
は
11
月
末
か
ら

始
ま
り
、
現
在
４
地
域
で
話
し
合
い

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

〔
組
織
の
特
徴
〕

◆
食
推
の
会
員
数
２
７
６
名
。
愛
育

保
健
推
進
員
会
に
次
ぎ
２
番
目

に
多
い
。

◆
組
織
の
加
入
年
数
は
11
年
以
上

が
７
割
を
占
め
て
い
る
。

◆
年
齢
構
成
は
60
歳
以
上
が
８
割

で
80
歳
以
上
も
１
割
近
く
。
生

涯
現
役
で
頑
張
っ
て
い
る
会
員

が
多
い
。

◆
食
推
は
他
の
組
織
と
比
べ
、「
わ

か
る
感
・
で
き
る
感
・
や
る
ぞ

感
」
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い

る
。

　
特
に「
で
き
る
感
」・「
や
る
ぞ
感
」

の
意
識
が
高
く
、
困
難
が
降
り
か

か
っ
て
も
積
極
的
に
向
き
合
う
こ
と

が
で
き
る
処
理
能
力
の
高
い
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
タ
イ
プ
の
組
織
で
あ
る
と
い

う
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

人
の
つ
な
が
り
は
大
切

　
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
松

村
淳
子
会
長
は
次
の
よ
う
に
話
し

て
い
ま
す
。

　「
私
は
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

に
入
っ
て
、
健
康
に
つ
い
て
し
っ
か

り
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
会
員
同
士
や
地
域
の
方
と
の
交

流
が
で
き
、
仲
間
や
友
達
が
増
え
ま

し
た
。
人
と
の
つ
な
が
り
は
大
切
で

す
ね
。

　
今
年
取
り
組
み
た
い
こ
と
は
若
い

人
た
ち
に
郷
土
料
理
を
継
承
し
て

い
く
こ
と
で
す
。
和
食
の
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
登
録
が
決
ま
り
、

よ
り
励
み
に
な
り
ま
す
。
会
に
入
る

と
食
に
対
す
る
興
味
・
関
心
が
高
ま

り
、
自
分
や
家
族
の
健
康
に
も
役
立

ち
ま
す
。
一
緒
に
楽
し
く
活
動
し
ま

し
ょ
う
」

　
地
域
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ

て
い
る
今
日
、
人
と
人
と
の
絆
が
強

く
な
る
地
区
組
織
活
動
が
見
直
さ

れ
て
い
ま
す
。
食
推
の
地
道
な
活
動

は
、
健
康
づ
く
り
だ
け
で
な
く
、
今

後
の
地
域
づ
く
り
の
大
き
な
カ
ギ

と
な
り
そ
う
で
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
健
康
増

進
課
　
☎
６
３-

４
８
１
０

　
竹
田
市
は「
健
康
づ
く
り
」に
か
か
わ
る
地
区
組
織
の
会
員
を
対
象
に『
わ
か
る
感
・
で
き
る
感
・

や
る
ぞ
感
』
を
高
め
る
研
修
会
を
開
催
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
報
告
し
な
が
ら
、
組
織
ご
と
に

「
地
区
組
織
が
ま
す
ま
す
活
発
に
な
る
た
め
に
は
ど
う
あ
れ
ば
よ
い
か
」
等
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
活
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
の
一
つ
を
ご
紹
介
し
、「
組
織
活
性
化
の
と
り
く
み
」

に
よ
っ
て
見
え
て
き
た
会
員
の
思
い
や
現
状
を
報
告
し
ま
す
。

　竹
田
市
の
魅
力
を
発
見
し
な
が
ら
、
新
し
い
健
康
づ
く
り
の
ス
タ
イ
ル
を
提
案
す
る
の
が

「
す
こ
た
び
」
で
す
。
観
光
客
向
け
に
紹
介
し
て
い
る
健
康
志
向
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
か

ら
、
新
し
い
も
の
や
人
気
の
高
い
も
の
を
竹
田
市
民
向
け
に
特
別
ア
レ
ン
ジ
し
て
ご
提
案
し
て

い
ま
す
。

すこたび情報

市
民
の
た
め
の
竹
田
式
湯
治
体
感
ツ
ア
ー
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
！

Ａ
コ
ー
ス

先
着
20
名
　
美
肌
レ
ッ
ス
ン
！

〜
自
宅
で
で
き
る
セ
ル
フ
ケ
ア

　（
女
性
限
定
）
〜

　
竹
田
市
出
身
の
ス
キ
ン
ケ
ア
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
高
野
明
美
さ
ん
に
よ
る
美
肌
レ
ッ
ス
ン

で
ご
自
宅
や
温
泉
で
実
践
で
き
る
セ
ル
フ
ケ

ア
を
学
べ
ま
す
！

　
竹
田
市
な
ら
で
は
の
炭
酸
泉
の
美
肌
効
果

を
は
じ
め
、
美
肌
の
基
本
ケ
ア
で
あ
る
「
正

し
い
洗
顔
方
法
」
を
知
り
、
実
際
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
！
さ
っ
ぱ
り
し
た
あ
と
は
、
テ
ィ
ー
タ

イ
ム
で
癒
さ
れ
ま
し
ょ
う
♪

　
当
日
は
、
同
じ
施
設
内
で
の
託
児
サ
ー
ビ

ス
も
無
料
で
ご
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
子

育
て
マ
マ
さ
ん
も
安
心
し
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。日

　
　
時
　
２
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　
　
14
時
〜
16
時

料
　
　
金
　
１
、
０
０
０
円

定
　
　
員
　
20
名（
最
少
催
行
人
数
10
名
）

集
合
場
所
　
竹
田
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
期
限
　
２
月
17
日
（
月
）

コ
ー
ス
　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
↓
美

肌
レ
ッ
ス
ン
↓
テ
ィ
ー
タ
イ

ム
↓
終
了
（
16
時
予
定
）

Ｂ
コ
ー
ス
　

ガ
イ
ド
と
巡
る
雛
ま
つ
り
散
策

〜
お
雛
ラ
ン
チ
と
押
し
花
の

『
竹
飾
り
雛
』
作
り
〜

　『
岡
藩
城
下
町
雛
ま
つ
り
』
を
地
元
ガ
イ

ド
と
一
緒
に
散
策
し
ま
せ
ん
か
？
　
開
催
中

は
、
城
下
町
内
の
店
舗
な
ど
約
40
か
所
に
時

代
雛
、
竹
に
飾
っ
た
竹
雛
や
手
づ
く
り
創
作

雛
な
ど
が
飾
ら
れ
ま
す
。

　
昼
食
は
、
昭
和
53
年
ま
で
営
業
し
て
い
た

銭
湯
を
改
装
し
た
カ
フ
ェ
で
雛
ラ
ン
チ
。
ラ

ン
チ
の
後
は
、
竹
田
で
採
れ
た
花
や
竹
を

使
っ
て
作
る
押
し
花
の
「
竹
飾
り
雛
」
作
り

を
体
験
し
ま
す
。

　
ゆ
っ
く
り
城
下
町
を
散
策
し
、
竹
田
な
ら

で
は
の
雛
ま
つ
り
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
　
　
時
　
２
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　
　
10
時
30
分
〜
14
時

料
　
　
金
　
１
、
５
０
０
円
（
昼
食
・
体

験
・
入
浴
券
付
）

定
　
　
員
　
12
名（
最
少
催
行
人
数
６
名
）

集
合
場
所
　
Ｊ
Ｒ
豊
後
竹
田
駅

申
込
期
限
　
２
月
13
日
（
木
）

コ
ー
ス
　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
↓
ガ

イ
ド
付
城
下
町
雛
め
ぐ
り
散

策
↓
大
蔵
清
水
湯
（
雛
ラ
ン

チ
）↓
お
し
花
工
房
い
ち
り

ん
草
（
竹
飾
り
雛
）↓
終
了

（
14
時
予
定
）

●お問い合せ・お申込み先　竹田市観光ツーリズム協会（竹田温泉花水月内）　☎0974-63-0585
　（主催：竹田市健康増進課／ツアー催行：竹田市観光ツーリズム協会）

↑講師の高野明美さん

↑正しい洗顔を学びましょう！

↑彩り鮮やかな雛飾りがお待ちしています

美味しそうな→
「雛ランチ」　　
（イメージ）　　

す
こ
た
び

け 

ん

こ 

う

そ

し 

き

ち

い 

き
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松村淳子会長
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。
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で
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や
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ぞ
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」

の
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、
困
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が
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か
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に
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っ
か

り
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
会
員
同
士
や
地
域
の
方
と
の
交

流
が
で
き
、
仲
間
や
友
達
が
増
え
ま

し
た
。
人
と
の
つ
な
が
り
は
大
切
で

す
ね
。

　
今
年
取
り
組
み
た
い
こ
と
は
若
い

人
た
ち
に
郷
土
料
理
を
継
承
し
て

い
く
こ
と
で
す
。
和
食
の
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
登
録
が
決
ま
り
、

よ
り
励
み
に
な
り
ま
す
。
会
に
入
る

と
食
に
対
す
る
興
味
・
関
心
が
高
ま

り
、
自
分
や
家
族
の
健
康
に
も
役
立

ち
ま
す
。
一
緒
に
楽
し
く
活
動
し
ま

し
ょ
う
」

　
地
域
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ

て
い
る
今
日
、
人
と
人
と
の
絆
が
強

く
な
る
地
区
組
織
活
動
が
見
直
さ

れ
て
い
ま
す
。
食
推
の
地
道
な
活
動

は
、
健
康
づ
く
り
だ
け
で
な
く
、
今

後
の
地
域
づ
く
り
の
大
き
な
カ
ギ

と
な
り
そ
う
で
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
健
康
増

進
課
　
☎
６
３-

４
８
１
０

　
竹
田
市
は「
健
康
づ
く
り
」に
か
か
わ
る
地
区
組
織
の
会
員
を
対
象
に『
わ
か
る
感
・
で
き
る
感
・

や
る
ぞ
感
』
を
高
め
る
研
修
会
を
開
催
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
報
告
し
な
が
ら
、
組
織
ご
と
に

「
地
区
組
織
が
ま
す
ま
す
活
発
に
な
る
た
め
に
は
ど
う
あ
れ
ば
よ
い
か
」
等
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
活
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
の
一
つ
を
ご
紹
介
し
、「
組
織
活
性
化
の
と
り
く
み
」

に
よ
っ
て
見
え
て
き
た
会
員
の
思
い
や
現
状
を
報
告
し
ま
す
。

　竹
田
市
の
魅
力
を
発
見
し
な
が
ら
、
新
し
い
健
康
づ
く
り
の
ス
タ
イ
ル
を
提
案
す
る
の
が

「
す
こ
た
び
」
で
す
。
観
光
客
向
け
に
紹
介
し
て
い
る
健
康
志
向
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
か

ら
、
新
し
い
も
の
や
人
気
の
高
い
も
の
を
竹
田
市
民
向
け
に
特
別
ア
レ
ン
ジ
し
て
ご
提
案
し
て

い
ま
す
。

すこたび情報

市
民
の
た
め
の
竹
田
式
湯
治
体
感
ツ
ア
ー
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
！

Ａ
コ
ー
ス

先
着
20
名
　
美
肌
レ
ッ
ス
ン
！

〜
自
宅
で
で
き
る
セ
ル
フ
ケ
ア

　（
女
性
限
定
）
〜

　
竹
田
市
出
身
の
ス
キ
ン
ケ
ア
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
高
野
明
美
さ
ん
に
よ
る
美
肌
レ
ッ
ス
ン

で
ご
自
宅
や
温
泉
で
実
践
で
き
る
セ
ル
フ
ケ

ア
を
学
べ
ま
す
！

　
竹
田
市
な
ら
で
は
の
炭
酸
泉
の
美
肌
効
果

を
は
じ
め
、
美
肌
の
基
本
ケ
ア
で
あ
る
「
正

し
い
洗
顔
方
法
」
を
知
り
、
実
際
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
！
さ
っ
ぱ
り
し
た
あ
と
は
、
テ
ィ
ー
タ

イ
ム
で
癒
さ
れ
ま
し
ょ
う
♪

　
当
日
は
、
同
じ
施
設
内
で
の
託
児
サ
ー
ビ

ス
も
無
料
で
ご
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
子

育
て
マ
マ
さ
ん
も
安
心
し
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。日

　
　
時
　
２
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　
　
14
時
〜
16
時

料
　
　
金
　
１
、
０
０
０
円

定
　
　
員
　
20
名（
最
少
催
行
人
数
10
名
）

集
合
場
所
　
竹
田
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
期
限
　
２
月
17
日
（
月
）

コ
ー
ス
　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
↓
美

肌
レ
ッ
ス
ン
↓
テ
ィ
ー
タ
イ

ム
↓
終
了
（
16
時
予
定
）

Ｂ
コ
ー
ス
　

ガ
イ
ド
と
巡
る
雛
ま
つ
り
散
策

〜
お
雛
ラ
ン
チ
と
押
し
花
の

『
竹
飾
り
雛
』
作
り
〜

　『
岡
藩
城
下
町
雛
ま
つ
り
』
を
地
元
ガ
イ

ド
と
一
緒
に
散
策
し
ま
せ
ん
か
？
　
開
催
中

は
、
城
下
町
内
の
店
舗
な
ど
約
40
か
所
に
時

代
雛
、
竹
に
飾
っ
た
竹
雛
や
手
づ
く
り
創
作

雛
な
ど
が
飾
ら
れ
ま
す
。

　
昼
食
は
、
昭
和
53
年
ま
で
営
業
し
て
い
た

銭
湯
を
改
装
し
た
カ
フ
ェ
で
雛
ラ
ン
チ
。
ラ

ン
チ
の
後
は
、
竹
田
で
採
れ
た
花
や
竹
を

使
っ
て
作
る
押
し
花
の
「
竹
飾
り
雛
」
作
り

を
体
験
し
ま
す
。

　
ゆ
っ
く
り
城
下
町
を
散
策
し
、
竹
田
な
ら

で
は
の
雛
ま
つ
り
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
　
　
時
　
２
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　
　
10
時
30
分
〜
14
時

料
　
　
金
　
１
、
５
０
０
円
（
昼
食
・
体

験
・
入
浴
券
付
）

定
　
　
員
　
12
名（
最
少
催
行
人
数
６
名
）

集
合
場
所
　
Ｊ
Ｒ
豊
後
竹
田
駅

申
込
期
限
　
２
月
13
日
（
木
）

コ
ー
ス
　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
↓
ガ

イ
ド
付
城
下
町
雛
め
ぐ
り
散

策
↓
大
蔵
清
水
湯
（
雛
ラ
ン

チ
）↓
お
し
花
工
房
い
ち
り

ん
草
（
竹
飾
り
雛
）↓
終
了

（
14
時
予
定
）

●お問い合せ・お申込み先　竹田市観光ツーリズム協会（竹田温泉花水月内）　☎0974-63-0585
　（主催：竹田市健康増進課／ツアー催行：竹田市観光ツーリズム協会）

↑講師の高野明美さん

↑正しい洗顔を学びましょう！

↑彩り鮮やかな雛飾りがお待ちしています

美味しそうな→
「雛ランチ」　　
（イメージ）　　

す
こ
た
び

け 

ん

こ 

う

そ

し 

き

ち

い 

き



市長コラム
〈第54回〉

今月のひと

↑七里第３団地（七里地区の九州電力株式会社の旧社宅）

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

←チャリティーショーを楽しみに
する奥様の巻。（「広報たけた」 
2012年10月号掲載より）
　竹田育ちの「プクサン」は、まも
なく4000話を迎えます。

有由有縁（ゆうゆゆうえん）
　文豪川端康成が晩年、よく揮毫
したのが『有由有縁』。人との出会
いや物事との接点が生まれるの
は、偶然ではなく、それなりの理
由が働くからであるという意味。
　昭和27年、取材旅行を兼ね、友
人高田力蔵の案内で竹田市を訪
れ、竹田高校で講演した川端との
縁は、まさに目には見えない力だ
けれど、神の配剤としか思えない。

都
会
で
は
味
わ
え
な
い
豊
か
さ
を
誇
り
に

プ
ク
サ
ン
通
信
か
ら
学
ん
だ
竹
田
の
美
学

移
住
希
望
者・既
住
者
の

定
住
を
支
援
し
ま
す

　
本
市
で
は
、
移
住
希
望
者
に
対
す
る

支
援
制
度
の
一
環
と
し
て
子
育
て
定
住

促
進
住
宅
（
入
田
地
区
４
戸
、
城
原
地

区
２
戸
）
を
建
設
し
て
い
ま
す
。

　
併
せ
て
、
既
住
者
の
市
外
流
出
を
防

ぐ
政
策
と
し
て
、
市
営
住
宅
の
建
設
等

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成
24
年
度
中

に
は
、
七
里
地
区
の
九
州
電
力
株
式
会

社
の
旧
社
宅
を
７
月
に
購
入
し
、「
七

里
第
３
団
地
」特
定
公
共
賃
貸
住
宅（
世

帯
向
け
８
戸
）
と
し
て
、
ま
た
、
久
住

地
域
の
「
さ
く
ら
住
宅
」
に
新
た
に
２

戸
建
設
し
公
営
住
宅
と
し
て
整
備
し
て

お
り
ま
す
。

　
今
後
の
計
画
と
し
て
、
直
入
地
域
の

「
直
入
ス
カ
イ
ビ
ュ
ー
団
地
」
に
、
平

成
26
年
度
に
２
戸
、
平
成
27
年
度
に
２

戸
、
平
成
28
年
度
に
は
３
戸
公
営
住
宅

を
新
た
に
建
設
す
る
予
定
で
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
建
設
課

　
☎
６
３-

１
１
１
１
（
内
線
２
４
２
）

　
農
村
回
帰
宣
言
市
を
標
榜
し
て
４
年
が
過
ぎ
た
。
政
策
は
ネ
ー

ミ
ン
グ
が
大
切
だ
と
感
じ
つ
つ
の
船
出
で
あ
っ
た
が
、
集
落
支
援

員
の
皆
さ
ん
の
お
力
添
え
も
い
た
だ
い
て
、最
近
発
表
さ
れ
た『
日

本
・
住
み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
』
で
は
昨
年
の
全
国
第

６
位
か
ら
今
回
は
３
位
に
急
上
昇
。『
定
年
後
暮
ら
し
が
充
実
の

田
舎
部
門
ラ
ン
キ
ン
グ
』
で
は
１
点
差
の
２
位
と
、
こ
れ
ま
た
大

躍
進
。
竹
田
市
は
自
然
が
豊
か
で
満
足
度
も
高
い
と
全
国
的
に
注

目
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

　
と
・
こ
・
ろ
・
が
。
つ
い
最
近
、
広
報
紙
の
漫
画
で
も
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
福
田
光
明
さ
ん
か
ら
届
け
ら
れ
た
『
プ
ク
サ
ン
通

信
』
を
読
ん
で
、
心
乱
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
福
田
さ
ん
は
竹
田
市
の
本
町
で
25
年
、
茶
屋
の
辻
で
43
年
間

ず
っ
と
竹
田
市
で
の
暮
ら
し
を
満
喫
し
て
こ
ら
れ
た
人
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
色
々
な
事
情
が
あ
っ
て
昨
年
娘
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
の

住
む
大
分
市
に
転
居
さ
れ
た
。転
居
の
う
わ
さ
を
耳
に
し
た
私
は
、

さ
ぞ
や
未
練
が
残
っ
て
の
転
居
で
あ
ろ
う
と
思
い
つ
つ
電
話
し
た

の
で
あ
っ
た
が
、
電
話
の
向
こ
う
の
声
は
ま
さ
に
サ
バ
サ
バ
、
奥

様
と
も
ど
も
明
る
さ
に
満
ち
て
い
た
。
ど
こ
か
楽
し
そ
う
で
も

あ
っ
た
。
感
傷
的
な
別
れ
の
挨
拶
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い

込
ん
で
い
た
私
は
、
ち
ょ
っ
と
拍
子
抜
け
。
そ
し
て
、
大
分
市
か

ら
届
け
ら
れ
た
プ
ク
サ
ン
通
信
で
少
な
か
ら
ず
シ
ョ
ッ
ク
に
追
い

打
ち
を
か
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
通
信
に
は
、「
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
は
娘
た
ち
も
全
員
家
族
で
新
居
を
訪
れ
、
娘
婿
た
ち
と
夜
は

酒
を
酌
み
交
わ
し
ま
し
た
。
こ
ん
な
幸
せ
を
独
り
占
め
に
し
て
い

い
の
か
心
配
で
す
」
と
あ
っ
た
。
続
け
て
、「
先
日
は
大
分
に
住
む

一
番
最
初
の
教
え
子
が
早
速
、
先
生
は
魚
が
好
き
と
言
っ
て
い
た

の
で
今
ア
ジ
を
釣
っ
た
か
ら
さ
ば
い
て
持
っ
て
行
く
と
電
話
が
あ

り
、
夕
方
届
け
て
く
れ
ま
し
た
」
と
。
さ
ら
に
末
尾
に
は
、「
何
と

い
っ
て
も
暖
か
い
の
が
助
か
り
ま
す
。
余
生
に
光
を
持
た
せ
て
長

く
健
康
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
元
気
で
」
と
結

ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
何
と
も
複
雑
な
読
後
感…

。
お
い
し
い
も
の
を
見
せ
つ
け
ら
れ

た
こ
ど
も
の
よ
う
で
、
お
ま
け
に
、
お
元
気
で
、
と
楽
し
そ
う
に

ペ
ン
を
置
か
れ
る
と
、
自
分
は
ど
こ
か
み
じ
め
な
場
所
に
取
り
残

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
錯
覚
す
る
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
ん
な
話
を
紹
介
し
て
い
る
と
、
先
生
と
同
世
代
の
竹
田
市
の

住
民
が
、「
私
た
ち
も
大
分
市
に
引
っ
越
そ
う
」
と
思
い
始
め
る

の
で
は
な
い
か
と
不
安
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。

　
だ
が
、
待
て
よ
。
定
年
後
に
住
み
た
い
田
舎
ラ
ン
キ
ン
グ
で
全

国
２
位
の
評
価
を
得
た
竹
田
市
で
あ
る
。
都
会
で
は
味
わ
え
な
い

豊
か
さ
が
あ
る
で
は
な
い
か
。

　
気
を
取
り
直
し
て
考
え
て
み
る
と
、
ま
ず
天
然
の
温
泉
。
体
に

効
く
し
、
風
光
明
媚
な
環
境
の
中
で
楽
し
め
る
多
様
な
資
源
は
そ

う
ざ
ら
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
春
に
な
れ
ば
ワ
ラ
ビ
狩
り
や
芹

摘
み
も
楽
し
め
る
。
犬
の
散
歩
も
手
軽
に
で
き
る
し
、
何
よ
り
、

ま
わ
り
を
見
て
も
知
ら
な
い
人
だ
ら
け
の
東
京
（
大
分
）
砂
漠
と

い
う
寂
し
さ
も
な
い
。

　
そ
う
だ
。
大
切
な
の
は
、
な
い
も
の
ね
だ
り
を
し
な
い
こ
と
と
、

い
ま
の
恵
ま
れ
て
い
る
環
境
に
感
謝
し
な
が
ら
都
市
部
に
比
べ
て

劣
っ
て
い
る
環
境
を
挽
回
す
る
こ
と
だ
。

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
大
丈
夫
。
こ
ど
も
診
療
所
も
大
丈
夫
。
買

い
物
の
拠
点
も
そ
ろ
っ
て
い
る
。
海
が
な
い
の
は
仕
方
が
な
い
け

れ
ど
、
高
原
や
山
は
一
流
だ
。
歴
史
文
化
も
誇
り
高
い
。
冬
は
多

少
寒
い
け
れ
ど
、
そ
の
分
、
避
暑
地
と
し
て
の
夏
は
申
し
分
な
し
。

　
こ
う
な
る
と
、や
は
り
文
化
芸
術
を
楽
し
め
る
施
設
が
あ
れ
ば
、

言
う
こ
と
な
し
。

　
福
田
先
生
。
長
い
間
の
プ
ク
サ
ン
連
載
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
文
化
会
館
や
図
書
館
が
再
生
さ
れ
る
頃
、
是
非

懐
か
し
い
竹
田
市
を
再
び
目
指
し
て
く
だ
さ
い
ね
。
鮭
の
遡
上
の

ご
と
く
に
仲
間
と
と
も
に…

…
。

↑「がんばるゾ～！」活気づく竹田町商店街振興組合の理事のみなさん

↑多くの人出でにぎわう「八幡山縁日楽市楽座」（１月18日）

　
商
店
街
は
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
、
地

域
の
活
力
を
向
上
さ
せ
る
要
の
存
在
。
中
で

も
、
特
に
優
れ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

商
店
街
を
厳
選
し
た
『
が
ん
ば
る
商
店
街
30

選
』
に
、
こ
の
度
竹
田
町
商
店
街
振
興
組
合

（
都
築
員
守
理
事
長
・
１
２
２
店
舗
）
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　
竹
田
町
商
店
街
振
興
組
合
は
、
平
成
18
年

12
月
１
日「
古
町
商
店
街
振
興
組
合
」と「
竹

田
市
中
央
商
店
街
振
興
組
合
」
と
が
合
併
し

て
形
成
さ
れ
、
中
小
小
売
商
店
が
集
中
す
る

地
域
経
済
の
中
心
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し

た
。
城
下
町
の
歴
史
的
な
た
た
ず
ま
い
を
色

濃
く
残
す
地
区
に
存
在
し
、「
楽
市
楽
座
」

や
「
こ
ど
も
夜
市
」
等
の
イ
ベ
ン
ト
事
業
も

こ
れ
ま
で
活
発
に
実
施
し
て
お
り
、
地
域
に

愛
さ
れ
る
近
隣
型
の
商
店
街
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

　「
商
店
街
の
賑
わ
い
が
少
し
で
も
息
を
吹

き
返
す
た
め
に
も
、
大
き
い
励
み
に
な
る
。

チ
ー
ム
竹
田
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら

ず
に
、
で
き
る
範
囲
の
こ
と
を
み
ん
な
で

や
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
」
と
語
る
都
築

理
事
長
。

　
商
店
街
に
は
現
在
、
空
き
店
舗
を
活
用
し

た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
開
設
さ
れ
、『
消

費
者
と
の
交
流
の
場
』
と
し
て
活
用
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
活
動
拠
点
と
し
た
り
、
食
事
処
等
の
新
規

商
業
者
の
出
店
等
、
空
き
店
舗
の
減
少
に
効

果
が
出
始
め
て
い
ま
す
。

　
次
世
代
に
向
け
て
、「
が
ん
ば
る
！
竹
田

町
商
店
街
」
の
挑
戦
は
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま

す
。

竹
田
町
商
店
街
振
興
組
合
が

全
国
の「
が
ん
ば
る
商
店
街
30
選
」に
！

↑毎年８月に開催している「七夕子ども
夜市」（昨年８月４日）

↑八幡山の婚活キツネが
「婚活」をお手伝い！

↑蛍をイメージした竹製のイルミネー
ション 「竹ほたる」（12月下旬～）

チ
ャ
レ
ン
ジ

つ  

づ
き
か
ず
も
り
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市長コラム
〈第54回〉

今月のひと

↑七里第３団地（七里地区の九州電力株式会社の旧社宅）

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

←チャリティーショーを楽しみに
する奥様の巻。（「広報たけた」 
2012年10月号掲載より）

　竹田育ちの「プクサン」は、まも
なく4000話を迎えます。

有由有縁（ゆうゆゆうえん）
　文豪川端康成が晩年、よく揮毫
したのが『有由有縁』。人との出会
いや物事との接点が生まれるの
は、偶然ではなく、それなりの理
由が働くからであるという意味。
　昭和27年、取材旅行を兼ね、友
人高田力蔵の案内で竹田市を訪
れ、竹田高校で講演した川端との
縁は、まさに目には見えない力だ
けれど、神の配剤としか思えない。

都
会
で
は
味
わ
え
な
い
豊
か
さ
を
誇
り
に

プ
ク
サ
ン
通
信
か
ら
学
ん
だ
竹
田
の
美
学

移
住
希
望
者・既
住
者
の

定
住
を
支
援
し
ま
す

　
本
市
で
は
、
移
住
希
望
者
に
対
す
る

支
援
制
度
の
一
環
と
し
て
子
育
て
定
住

促
進
住
宅
（
入
田
地
区
４
戸
、
城
原
地

区
２
戸
）
を
建
設
し
て
い
ま
す
。

　
併
せ
て
、
既
住
者
の
市
外
流
出
を
防

ぐ
政
策
と
し
て
、
市
営
住
宅
の
建
設
等

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成
24
年
度
中

に
は
、
七
里
地
区
の
九
州
電
力
株
式
会

社
の
旧
社
宅
を
７
月
に
購
入
し
、「
七

里
第
３
団
地
」特
定
公
共
賃
貸
住
宅（
世

帯
向
け
８
戸
）
と
し
て
、
ま
た
、
久
住

地
域
の
「
さ
く
ら
住
宅
」
に
新
た
に
２

戸
建
設
し
公
営
住
宅
と
し
て
整
備
し
て

お
り
ま
す
。

　
今
後
の
計
画
と
し
て
、
直
入
地
域
の

「
直
入
ス
カ
イ
ビ
ュ
ー
団
地
」
に
、
平

成
26
年
度
に
２
戸
、
平
成
27
年
度
に
２

戸
、
平
成
28
年
度
に
は
３
戸
公
営
住
宅

を
新
た
に
建
設
す
る
予
定
で
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
建
設
課

　
☎
６
３-

１
１
１
１
（
内
線
２
４
２
）

　
農
村
回
帰
宣
言
市
を
標
榜
し
て
４
年
が
過
ぎ
た
。
政
策
は
ネ
ー

ミ
ン
グ
が
大
切
だ
と
感
じ
つ
つ
の
船
出
で
あ
っ
た
が
、
集
落
支
援

員
の
皆
さ
ん
の
お
力
添
え
も
い
た
だ
い
て
、最
近
発
表
さ
れ
た『
日

本
・
住
み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
』
で
は
昨
年
の
全
国
第

６
位
か
ら
今
回
は
３
位
に
急
上
昇
。『
定
年
後
暮
ら
し
が
充
実
の

田
舎
部
門
ラ
ン
キ
ン
グ
』
で
は
１
点
差
の
２
位
と
、
こ
れ
ま
た
大

躍
進
。
竹
田
市
は
自
然
が
豊
か
で
満
足
度
も
高
い
と
全
国
的
に
注

目
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

　
と
・
こ
・
ろ
・
が
。
つ
い
最
近
、
広
報
紙
の
漫
画
で
も
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
福
田
光
明
さ
ん
か
ら
届
け
ら
れ
た
『
プ
ク
サ
ン
通

信
』
を
読
ん
で
、
心
乱
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
福
田
さ
ん
は
竹
田
市
の
本
町
で
25
年
、
茶
屋
の
辻
で
43
年
間

ず
っ
と
竹
田
市
で
の
暮
ら
し
を
満
喫
し
て
こ
ら
れ
た
人
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
色
々
な
事
情
が
あ
っ
て
昨
年
娘
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
の

住
む
大
分
市
に
転
居
さ
れ
た
。転
居
の
う
わ
さ
を
耳
に
し
た
私
は
、

さ
ぞ
や
未
練
が
残
っ
て
の
転
居
で
あ
ろ
う
と
思
い
つ
つ
電
話
し
た

の
で
あ
っ
た
が
、
電
話
の
向
こ
う
の
声
は
ま
さ
に
サ
バ
サ
バ
、
奥

様
と
も
ど
も
明
る
さ
に
満
ち
て
い
た
。
ど
こ
か
楽
し
そ
う
で
も

あ
っ
た
。
感
傷
的
な
別
れ
の
挨
拶
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い

込
ん
で
い
た
私
は
、
ち
ょ
っ
と
拍
子
抜
け
。
そ
し
て
、
大
分
市
か

ら
届
け
ら
れ
た
プ
ク
サ
ン
通
信
で
少
な
か
ら
ず
シ
ョ
ッ
ク
に
追
い

打
ち
を
か
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
通
信
に
は
、「
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
は
娘
た
ち
も
全
員
家
族
で
新
居
を
訪
れ
、
娘
婿
た
ち
と
夜
は

酒
を
酌
み
交
わ
し
ま
し
た
。
こ
ん
な
幸
せ
を
独
り
占
め
に
し
て
い

い
の
か
心
配
で
す
」
と
あ
っ
た
。
続
け
て
、「
先
日
は
大
分
に
住
む

一
番
最
初
の
教
え
子
が
早
速
、
先
生
は
魚
が
好
き
と
言
っ
て
い
た

の
で
今
ア
ジ
を
釣
っ
た
か
ら
さ
ば
い
て
持
っ
て
行
く
と
電
話
が
あ

り
、
夕
方
届
け
て
く
れ
ま
し
た
」
と
。
さ
ら
に
末
尾
に
は
、「
何
と

い
っ
て
も
暖
か
い
の
が
助
か
り
ま
す
。
余
生
に
光
を
持
た
せ
て
長

く
健
康
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
元
気
で
」
と
結

ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
何
と
も
複
雑
な
読
後
感…

。
お
い
し
い
も
の
を
見
せ
つ
け
ら
れ

た
こ
ど
も
の
よ
う
で
、
お
ま
け
に
、
お
元
気
で
、
と
楽
し
そ
う
に

ペ
ン
を
置
か
れ
る
と
、
自
分
は
ど
こ
か
み
じ
め
な
場
所
に
取
り
残

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
錯
覚
す
る
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
ん
な
話
を
紹
介
し
て
い
る
と
、
先
生
と
同
世
代
の
竹
田
市
の

住
民
が
、「
私
た
ち
も
大
分
市
に
引
っ
越
そ
う
」
と
思
い
始
め
る

の
で
は
な
い
か
と
不
安
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。

　
だ
が
、
待
て
よ
。
定
年
後
に
住
み
た
い
田
舎
ラ
ン
キ
ン
グ
で
全

国
２
位
の
評
価
を
得
た
竹
田
市
で
あ
る
。
都
会
で
は
味
わ
え
な
い

豊
か
さ
が
あ
る
で
は
な
い
か
。

　
気
を
取
り
直
し
て
考
え
て
み
る
と
、
ま
ず
天
然
の
温
泉
。
体
に

効
く
し
、
風
光
明
媚
な
環
境
の
中
で
楽
し
め
る
多
様
な
資
源
は
そ

う
ざ
ら
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
春
に
な
れ
ば
ワ
ラ
ビ
狩
り
や
芹

摘
み
も
楽
し
め
る
。
犬
の
散
歩
も
手
軽
に
で
き
る
し
、
何
よ
り
、

ま
わ
り
を
見
て
も
知
ら
な
い
人
だ
ら
け
の
東
京
（
大
分
）
砂
漠
と

い
う
寂
し
さ
も
な
い
。

　
そ
う
だ
。
大
切
な
の
は
、
な
い
も
の
ね
だ
り
を
し
な
い
こ
と
と
、

い
ま
の
恵
ま
れ
て
い
る
環
境
に
感
謝
し
な
が
ら
都
市
部
に
比
べ
て

劣
っ
て
い
る
環
境
を
挽
回
す
る
こ
と
だ
。

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
大
丈
夫
。
こ
ど
も
診
療
所
も
大
丈
夫
。
買

い
物
の
拠
点
も
そ
ろ
っ
て
い
る
。
海
が
な
い
の
は
仕
方
が
な
い
け

れ
ど
、
高
原
や
山
は
一
流
だ
。
歴
史
文
化
も
誇
り
高
い
。
冬
は
多

少
寒
い
け
れ
ど
、
そ
の
分
、
避
暑
地
と
し
て
の
夏
は
申
し
分
な
し
。

　
こ
う
な
る
と
、や
は
り
文
化
芸
術
を
楽
し
め
る
施
設
が
あ
れ
ば
、

言
う
こ
と
な
し
。

　
福
田
先
生
。
長
い
間
の
プ
ク
サ
ン
連
載
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
文
化
会
館
や
図
書
館
が
再
生
さ
れ
る
頃
、
是
非

懐
か
し
い
竹
田
市
を
再
び
目
指
し
て
く
だ
さ
い
ね
。
鮭
の
遡
上
の

ご
と
く
に
仲
間
と
と
も
に…

…

。

↑「がんばるゾ～！」活気づく竹田町商店街振興組合の理事のみなさん

↑多くの人出でにぎわう「八幡山縁日楽市楽座」（１月18日）

　
商
店
街
は
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
、
地

域
の
活
力
を
向
上
さ
せ
る
要
の
存
在
。
中
で

も
、
特
に
優
れ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

商
店
街
を
厳
選
し
た
『
が
ん
ば
る
商
店
街
30

選
』
に
、
こ
の
度
竹
田
町
商
店
街
振
興
組
合

（
都
築
員
守
理
事
長
・
１
２
２
店
舗
）
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　
竹
田
町
商
店
街
振
興
組
合
は
、
平
成
18
年

12
月
１
日「
古
町
商
店
街
振
興
組
合
」と「
竹

田
市
中
央
商
店
街
振
興
組
合
」
と
が
合
併
し

て
形
成
さ
れ
、
中
小
小
売
商
店
が
集
中
す
る

地
域
経
済
の
中
心
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し

た
。
城
下
町
の
歴
史
的
な
た
た
ず
ま
い
を
色

濃
く
残
す
地
区
に
存
在
し
、「
楽
市
楽
座
」

や
「
こ
ど
も
夜
市
」
等
の
イ
ベ
ン
ト
事
業
も

こ
れ
ま
で
活
発
に
実
施
し
て
お
り
、
地
域
に

愛
さ
れ
る
近
隣
型
の
商
店
街
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

　「
商
店
街
の
賑
わ
い
が
少
し
で
も
息
を
吹

き
返
す
た
め
に
も
、
大
き
い
励
み
に
な
る
。

チ
ー
ム
竹
田
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら

ず
に
、
で
き
る
範
囲
の
こ
と
を
み
ん
な
で

や
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
」
と
語
る
都
築

理
事
長
。

　
商
店
街
に
は
現
在
、
空
き
店
舗
を
活
用
し

た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
開
設
さ
れ
、『
消

費
者
と
の
交
流
の
場
』
と
し
て
活
用
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
活
動
拠
点
と
し
た
り
、
食
事
処
等
の
新
規

商
業
者
の
出
店
等
、
空
き
店
舗
の
減
少
に
効

果
が
出
始
め
て
い
ま
す
。

　
次
世
代
に
向
け
て
、「
が
ん
ば
る
！
竹
田

町
商
店
街
」
の
挑
戦
は
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま

す
。

竹
田
町
商
店
街
振
興
組
合
が

全
国
の「
が
ん
ば
る
商
店
街
30
選
」に
！

↑毎年８月に開催している「七夕子ども
夜市」（昨年８月４日）

↑八幡山の婚活キツネが
「婚活」をお手伝い！

↑蛍をイメージした竹製のイルミネー
ション 「竹ほたる」（12月下旬～）

チ
ャ
レ
ン
ジ

つ  

づ
き
か
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も
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竹田かわら版●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎63-1043　E-mail：taketa@city.taketa.lg.jp）

↑大分県立芸術会館の加藤康彦学芸課長によるギャラリートーク

↑訓練の成果を発揮する放水点検

ふるさとの画家「白壁康と久住山」
絵画展、連日100人以上が来場！

↑玉来ダム建設に関する損失補償基準調印式

↑「学校の歴史」を発表する172人の全校児童

　「社会を明るくする運動」作文コン
テストが行われ、県内の小学校42校
から623点、中学校52校から814点の
応募の中から小学生の部、中学生の
部ともに各11点が入賞作品として選
ばれました。
　市内からは、久住中学校２年の渡
邉百香さんの「脱原発」をテーマに
した作品『一人ひとりの意識から』
で「大分県推進委員会委員長賞」（中
学生の部）を受賞しました。

渡邉百香さんが「社会を明るくする運動」
作文コンテスト入賞

とにかく一歩の前進を！
　玉来ダムの建設用地として取得さ
れた土地及び家屋・立竹木等の損失
に対する補償について、大分県と玉
来ダム対策協議会との間で基準が確
認され、昨年12月24日、大分県庁に
おいて調印式が行われました。
　広瀬勝貞県知事は「災害時、ダム
のなかった玉来川流域の被害の拡大
を目の当たりにし、必要性を痛感し
た。工事着手を急ぎたい」と語り、
石川雄一玉来ダム対策協議会会長か
らは、「格別の理解と支援をいただ
いた関係機関にお礼申し上げる。今
後ともよろしくお願いしたい」と謝
意が述べられました。

南部小「開校50周年」記念式典

　
昨
年
12
月
21
日
、
開
校
50
周
年

を
迎
え
た
竹
田
市
立
南
部
小
学
校

で
記
念
式
典
が
催
さ
れ
、
地
元
関
係

者
や
学
校
関
係
者
な
ど
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

の
佐
藤
淳
一
実
行
委
員
長
が
「
子
ど

も
た
ち
と
共
に
さ
ら
に
輝
く
南
部

小
学
校
に
し
て
い
こ
う
」
と
挨
拶
を

述
べ
ま
し
た
。

須小毅先生が故郷で健康教室

　
12
月
21
日
、「
県
立
病
院
健
康
教

室
in
竹
田
」
が
竹
田
市
総
合
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
師
は
、
竹
田
市
出
身
の

須
小
毅
先
生
（
大
分
県
立
病
院
耳

鼻
咽
喉
科
部
長
）。
耳
鼻
咽
喉
科
が

取
り
扱
う
代
表
的
な
病
気
の
症
状

や
治
療
法
を
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

浦田理恵さんが人権講演会

　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト

浦
田
理
恵
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
昨

年
12
月
19
日
、
久
住
地
域
人
権
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
20
歳
過
ぎ
に
目
の
病
気
を
患
い

失
明
。
そ
し
て
、
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
で

新
し
い
自
分
と
出
会
い
ま
す
。
講
演

で
は
「
自
分
次
第
で
可
能
性
は
広
が

る
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
白
壁
康
画
伯
は
熊
本
県
宇
土
市

生
ま
れ
。
久
住
町
の
大
自
然
の
美
し

さ
に
魅
了
さ
れ
、
昭
和
21
年
に
久
住

へ
移
り
住
み
、
88
歳
で
こ
の
世
を
去

る
ま
で
高
原
の
風
景
を
描
き
続
け

ま
し
た
。

　
加
藤
和
子
実
行
委
員
会
会
長
は

「
白
壁
康
さ
ん
ほ
ど
、
久
住
山
の
素

晴
ら
し
さ
を
き
っ
ち
り
描
け
る
画
家

は
い
な
い
。
彼
の
作
品
は
久
住
町
の

宝
だ
と
い
う
、
亡
く
な
っ
た
主
人
の

遺
志
が
き
っ
か
け
で
す
。
作
品
が
久

住
町
に
在
る
こ
と
と
、
そ
の
魅
力
を

多
く
の
人
に
伝
え
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　
白
壁
康
画
伯
の
三
女
に
あ
た
る

小
早
川
苑
子
さ
ん
は
「
父
が
こ
ん
な

に
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、

と
て
も
嬉
し
い
。
父
に
連
れ
て
行
っ

て
も
ら
っ
た
魚
釣
り
の
こ
と
を
思
い

出
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
絵
画
展
に
は
「
久
住
山
」、

「
ア
フ
ガ
ン
シ
リ
ー
ズ
」、「
石
仏
」

な
ど
74
点
を
出
品
。
高
原
の
画
家

が
残
し
た
名
作
を
鑑
賞
し
よ
う
と
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
連
日
１
０
０
人
以

上
の
来
場
客
が
訪
れ
、
盛
会
の
う
ち

に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

平
成
26
年
竹
田
市
消
防
出
初
式

市
民
の
安
心・安
全
を
頼
み
ま
す
！

　「
平
成
26
年
竹
田
市
消
防
出
初

式
」
が
１
月
13
日
、
消
防
署
員
や
消

防
団
員
な
ど
約
４
０
０
人
が
参
加

し
、
竹
田
市
久
住
町
・
久
住
総
合
運

動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
早
朝
か

ら
大
勢
の
市
民
の
み
な
さ
ん
も
参

観
す
る
中
で
『
人
員
服
装
点
検
』
や

『
放
水
点
検
』、『
分
列
行
進
』
な
ど

が
厳
粛
か
つ
、
整
然
と
行
わ
れ
ま
し

た
。

 

表
彰
受
彰
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敬
称
略
）
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市
長
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彰

〇
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市
功
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者
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彰

内
那
秀
章
（
竹
田
市
久
住
町
）

副
田
親
博
（
竹
田
市
川
床
）

〇
永
年
勤
続
功
労
者
（
勤
続
15
年
以
上
）

〔
竹
田
方
面
隊
〕  

添
田
龍
、
阿
南
忠

幸
、
後
藤
孝
典
、
河
野
重
信
、
阿
南

裕
司
、
土
居
昌
弘
、
森
敦
史
、
井
上

久
憲
、
松
井
勝
幸
、
赤
星
輝
喜
、
林

快
博
、
阿
南
公
浩
、
羽
田
野
亘

〔
荻
方
面
隊
〕
進
堅
大
、
大
森
康
司
、

上
村
秀
利
、山
村
秀
樹
、瀬
井
英
樹
、

阿
部
大
輔
、
成
松
時
世

〔
久
住
方
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〕 吉
野
勝
俊
、
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麻
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、
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二
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新春を祝う、姫だるま「投げ込み」
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館
菅
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分

館
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ゴ
ー
ル
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催
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年
々
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し
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な
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り
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（
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市
大
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植
木
）

後
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忠
義
（
竹
田
市
大
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渡
瀬
）

竹
田
市
消
防
団
長
表
彰

〇
優
良
団
員
（
勤
続
10
年
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上
）

〔
竹
田
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面
隊
〕 田
北
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太
、
平
田

泰
浩
、
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宏
、
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宣
、
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憲
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宏
、
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俊
彦
、
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孝
明
、
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田
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規
、
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、

阿
南
勇
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、
日
小
田
秀
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郎
、
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、
森
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浩
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博
、
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勇
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視

〔
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面
隊
〕
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太
、
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川
貴
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真
樹
、
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吾
、
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郎
、
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橋
覚
、
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幸
、
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美
紀
男
、
後
藤
優
介

〔
久
住
方
面
隊
〕
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之
、
田
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貴
久
、
渡
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吾
、
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徹
、
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進
、
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下
友
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、
阿
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、
後
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〔
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す こ たけし
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↑大分県立芸術会館の加藤康彦学芸課長によるギャラリートーク

↑訓練の成果を発揮する放水点検

ふるさとの画家「白壁康と久住山」
絵画展、連日100人以上が来場！

↑玉来ダム建設に関する損失補償基準調印式

↑「学校の歴史」を発表する172人の全校児童

　「社会を明るくする運動」作文コン
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ばれました。
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森
康
司
、

上
村
秀
利
、山
村
秀
樹
、瀬
井
英
樹
、

阿
部
大
輔
、
成
松
時
世

〔
久
住
方
面
隊
〕 吉
野
勝
俊
、
志
賀

直
樹
、
吉
野
正
弘
、
大
窪
孝
幸
、
麻

生
賢
志
、
細
井
宏
治
、
小
川
裕
、
飯

田
和
彦
、
魚
住
伸
也
、
佐
藤
俊
郎
、

佐
藤
竜
也

〔
直
入
方
面
隊
〕　
佐
々
木
英
治
、
白

岩
秀
貴
、
永
冨
一
樹
、
工
藤
弘
明
、

工
藤
裕
崇

〇
永
年
勤
続
退
団
者
（
勤
続
15
年
以
上
）

竹
田
市
消
防
団
副
団
長

　
　
　
　
　
　
　
川
原
弘
幸

　
　
　
　
　
　
　
井
上
吉
也

〔
指
導
員
〕
清
松
輝
見

〔
竹
田
方
面
隊
〕
後
藤
建
一
、
古
澤

昭
義
、
工
藤
秀
美
、
羽
田
野
弘
樹
、

斉
藤
勉
、
工
藤
隆
二
、
高
橋
章
次
、

佐
藤
昇
一
郎
、
鈴
木
浩
二

〔
荻
方
面
隊
〕
岩
本
郁
、
工
藤
俊
貴
、

後
藤
美
夫
、
堀
忠
次
、
斉
藤
龍
男
、

新春を祝う、姫だるま「投げ込み」

　
１
月
２
日
早
朝
、
竹
田
商
工
会
議

所
青
年
部
（
得
丸
高
志
部
長
）
に
よ

る
商
売
繁
盛
・
家
内
安
全
を
祈
願

す
る
竹
田
の
民
芸
品
「
姫
だ
る
ま
」

の
投
げ
込
み
を
行
い
ま
し
た
。

　
昭
和
55
年
１
月
に
、
秩
序
維
持
の

た
め
商
工
会
議
所
青
年
部
に
引
き

継
が
れ
、34
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
「
第
45
回

菅
生
地
区
駅
伝
競
走
大
会
」
が
１

月
12
日
、
竹
田
市
公
民
館
菅
生
分

館
前
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
年
々
チ
ー
ム
編
成
も
難
し
く
な

る
中
で
、
小
塚
地
区
が
約
20
年
ぶ
り

に
２
チ
ー
ム
で
参
加
。
ま
た
、
地
域

を
あ
げ
て
の
温
か
い
応
援
も
大
会

の
存
続
を
支
え
て
い
ま
す
。

「絆」をつないで45年

山
本
豊
、
白
石
伸
一
、
甲
斐
修
二

〔
久
住
方
面
隊
〕
大
嶋
光
義
、
志
水

英
利
、
佐
久
間
修
、
内
田
富
美
雄
、

高
木
聖
路

〔
直
入
方
面
隊
〕
大
島
祐
司
、
後
藤

好
文
、
工
藤
栄
蔵

〇
消
防
協
力
者

〔
防
火
水
槽
用
地
等
無
償
提
供
者
〕

甲
斐
俊
一
（
竹
田
市
大
字
植
木
）

後
藤
忠
義
（
竹
田
市
大
字
渡
瀬
）

竹
田
市
消
防
団
長
表
彰

〇
優
良
団
員
（
勤
続
10
年
以
上
）

〔
竹
田
方
面
隊
〕 田
北
賢
太
、
平
田

泰
浩
、
菊
池
宏
、
増
山
幸
宣
、
河
野

善
憲
、
渡
辺
一
宏
、
磯
野
俊
彦
、
甲

斐
孝
明
、
本
田
高
規
、
後
藤
伸
治
、

阿
南
勇
一
、
日
小
田
秀
一
郎
、
安
達

一
徳
、
森
雅
浩
、
添
田
親
博
、
羽
田

野
勇
治
、
堀
太
視

〔
荻
方
面
隊
〕
藤
原
亮
太
、
菊
川
貴

也
、
田
平
真
樹
、
後
藤
省
吾
、
本
田

耕
一
郎
、
髙
橋
覚
、
髙
橋
政
幸
、
菅

美
紀
男
、
後
藤
優
介

〔
久
住
方
面
隊
〕
足
達
伸
之
、
田
北

貴
久
、
渡
邉
伸
吾
、
大
島
徹
、
松
尾

栄
進
、
竹
下
友
治
、
阿
南
栄
作
、
後

藤
慎
滋

〔
直
入
方
面
隊
〕
吉
野
文
男
、
大
久

保
聡
明
、
高
野
初
輝
、
後
藤
義
則
、

工
藤
英
幸

す こ たけし

2014年2月発行15



竹田市民なら知っておきたい！

28

↑「勤皇の志士・小河一敏」の貴重な肖像画（小河家所蔵）

←寺田屋騒動のあった現場
　（現在の寺田屋）

↑岡城三の丸跡にある「小河一敏翁之碑」

　
岡
城
三
の
丸
跡
に
く
じ
ゅ
う
連
山
を
背
景
に
し
て

石
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
西
郷
隆
盛
・
桂
小
五

郎
と
と
も
に
尊
攘
派
志
士
と
し
て
活
躍
し
た
小
河
一

敏
を
顕
彰
し
た
も
の
で
「
小
河
一
敏
翁
之
碑
」
と
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
小
河
家
は
、
平
安
期
に
鎮
守
府
将
軍
で
あ
っ
た
藤

原
氏
を
祖
と
し
、
越
前
（
福
井
県
）
丹
生
郡
糸
生
郷

の
地
名
か
ら
小
河
を
名
乗
り
ま
し
た
。
初
め
朝
倉
義

景
、
天
正
年
中
に
は
羽
柴
秀
長
と
主
従
関
係
を
結

び
、
小
河
若
狭
守
良
安
（
墓
所
：
広
島
の
小
河
家
菩

提
寺
）
の
頃
に
福
島
正
則
に
仕
え
ま
し
た
。
明
暦
年

中
に
良
安
の
息
子
一
時
は
、
三
代
藩
主
久
清
の
代
に

来
藩
し
て
約
５
０
０
石
で
仕
え
て
き
ま
し
た
。
一
敏

は
、
文
化
10
年
（
１
８
１
３
）
１
月
21
日
に
上
角
に

生
ま
れ
、
通
称
を
弥
右
衛
門
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
７

歳
で
藩
儒
学
者
の
角
田
九
華
の
門
に
入
り
、
朱
子
学

を
学
び
の
ち
に
陽
明
学
、
国
学
を
極
め
、
弓
馬
・
槍

剣
・
詩
歌
・
点
茶
・
挿
花
の
免
許
を
得
ま
し
た
。
11

歳
の
時
父
が
病
身
の
た
め
祖
父
か
ら
家
督
を
継
ぎ
ま

し
た
。
文
政
10
年（
１
８
２
７
）に
近
習
物
頭（
弓
・

鉄
砲
隊
の
管
理
）、
天
保
４
年
（
１
８
３
３
）
に
は

日
本
の
夜
明
け
に
貢
献
し
た
岡
藩
の
志
士
・
生
誕
２
０
０
年
　

 

小
河
一
敏

御
廟
役
所
（
藩
主
先
祖
の
祭
典
及
び
廟
所
の
管
理
）

と
な
り
、
24
歳
の
時
に
は
、
岡
藩
の
元
締
役
（
郡
町

の
こ
と
を
管
理
し
、
且
つ
会
計
の
総
括
）
に
抜
擢
さ

れ
た
ほ
ど
の
俊
才
で
藩
政
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
を
良
く
思
っ
て
い
な
い
藩
士
と
の

派
閥
争
い
に
よ
り
、
天
保
11
年
（
１
８
４
０
）
藩
主

久
教
が
急
死
し
久
昭
に
家
督
が
譲
ら
れ
た
と
き
、
蟄

居
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
件
は
、「
七
人
衆

の
変
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
嘉
永
６
年
（
１
８
５

３
）
浦
賀
に
米
艦
の
来
航
を
知
り
、
窃
か
に
肥
前
・

肥
後
等
の
志
士
ら
と
交
流
し
尊
皇
攘
夷
の
思
想
を
盛

ん
に
唱
え
た
た
め
、
安
政
元
年
（
１
８
５
４
）
閉
門

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
許
さ
れ
る
と
再
び
藩
外
に

出
て
遊
説
を
行
い
、
万
延
元
年
（
１
８
６
０
）
に
職

を
退
く
こ
と
を
命
じ
ら
れ
謹
慎
に
処
せ
ら
れ
ま
し

た
。
翌
年
に
謹
慎
が
解
か
れ
る
と
他
藩
の
志
士
と
通

じ
て
盟
約
を
結
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
文
久
２
年
（
１
８
６
２
）
薩
摩
藩
十
一

代
藩
主
島
津
斉
彬
の
異
母
兄
弟
で
あ
る
島
津
久
光

が
、
倒
幕
の
先
駆
け
と
な
る
べ
く
上
洛
す
る
と
の
情

報
が
流
れ
ま
し
た
。
久
光
の
本
来
の
狙
い
は
、
薩
摩

藩
主
導
に
よ
る
朝
廷
の
伝
統
的
権
威
と
、
幕
府
及
び

諸
藩
を
結
び
つ
け
て
幕
藩
体
制
の
再
編
強
化
す
る
こ

と
に
あ
り
ま
し
た
。
討
幕
を
目
指
し
て
い
た
各
地
の

志
士
達
は
、
京
都
に
集
結
し
久
光
を
迎
え
、
事
を
自

分
た
ち
の
望
む
方
向
へ
動
か
そ
う
と
行
動
を
起
こ
し

ま
し
た
。
一
敏
は
、
久
光
の
上
洛
を
促
す
た
め
、
若

し
く
は
、
薩
摩
の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
肥
後
国
境

か
ら
薩
摩
に
入
ろ
う
と
し
ま
し
た
が
、
市
来
駅
よ
り

先
に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
ず
に
帰
藩
し
ま
し
た
。

留
守
中
に
京
都
の
田
中
河
内
介
（
明
治
天
皇
の
養
育

係
）
か
ら
、
京
都
参
集
を
要
請
す
る
手
紙
に
応
じ
田

近
陽
一
郎
ら
19
人
の
同
志
と
上
洛
を
決
め
ま
し
た
。

道
中
、
九
州
諸
藩
の
動
向
を
探
り
、
下
関
で
待
機
し

て
い
た
西
郷
隆
盛
、
村
田
新
八
ら
と
面
会
し
意
見
を

交
わ
し
ま
し
た
。
小
河
家
に
は
、
西
郷
隆
盛
が
宿
泊

し
た
時
に
持
参
し
た
薩
摩
焼
の
水
差
し
が
現
存
し
て

い
ま
す
。

　
諸
国
か
ら
義
挙
へ
参
加
を
目
指
し
て
く
る
志
士

は
、
大
阪
薩
摩
蔵
屋
敷
二
十
八
番
長
屋
に
３
月
25
日

に
入
居
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
志
士
団
の
中
に
は
久

光
に
期
待
で
き
な
い
の
で
、
自
分
達
で
決
起
し
よ
う

と
す
る
清
河
八
郎（
庄
内
藩
）が
率
い
る
急
進
派
と
、

久
光
の
言
を
信
じ
て
盟
主
に
し
て
事
を
起
こ
そ
う
と

す
る
河
内
介
や
一
敏
を
中
心
と
す
る
追
随
派
と
が
対

立
し
、
派
閥
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
経
っ

て
も
久
光
か
ら
の
指
令
が
な
い
の
で
急
進
派
は
、
決

起
を
前
に
藩
邸
を
出
た
の
で
し
た
。

　
久
光
か
ら
の
吉
報
が
届
か
な
い
こ
と
に
不
満
を

持
っ
た
薩
摩
藩
の
過
激
派
、
有
馬
新
七
ら
は
、
田

中
・
小
河
を
訪
ね
挙
行
を
迫
っ
た
の
で
し
た
。
こ
れ

に
、
吉
田
松
陰
門
下
の
長
州
藩
が
加
わ
り
４
月
23

日
、
関
白
九
条
尚
忠
邸
と
京
都
所
司
代
酒
井
忠
義
邸

を
襲
撃
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

計
画
は
事
前
に
発
覚
し
、
京
都
市
伏
見
区
の
船
宿
寺

田
屋
に
同
志
達
と
共
に
寺
田
屋
に
集
っ
て
い
た
と
こ

ろ
を
、
同
じ
薩
摩
藩
士
ら
に
よ
っ
て
反
乱
は
鎮
め
ら

れ
ま
し
た
。（
寺
田
屋
騒
動
）　

　
有
馬
以
下
９
名
が
死
亡
し
、
一
敏
と
岡
藩
士
は
、

後
軍
と
し
て
襲
撃
組
み
を
応
援
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
の
で
難
を
逃
れ
ま
し
た
。
一
敏
は
、
岩
倉
具
視

を
介
し
て
勤
皇
の
大
儀
に
つ
い
て
意
見
を
具
申
し
、

朝
廷
か
ら
は
感
状
を
受
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
薩
摩

藩
の
交
渉
に
よ
り
志
士
達
は
出
身
藩
に
引
き
渡
さ

れ
、
一
敏
と
共
に
岡
藩
士
は
、
帰
藩
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
後
、
岡
藩
は
勤
皇
派
へ
と
動
い
て

い
き
ま
し
た
。

　
明
治
２
年
（
１
８
６
９
）
廃
藩
置
県
に
よ
り
、
一

敏
は
初
代
堺
県
知
事
と
な
り
大
和
川
の
治
水
工
事
費

を
自
分
や
幹
部
の
給
料
か
ら
捻
出
し
た
り
、
堺
県
だ

け
に
通
用
す
る
紙
幣
を
発
行
し
流
通
の
活
性
化
を
図

り
、
県
独
自
の
教
育
を
す
る
た
め
郷
学
校
を
開
設
し

た
り
、
積
極
的
な
地
方
行
政
を
推
進
し
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
明
治
政
府
と
は
対
立
し
１
年
３
か
月

で
免
官
と
な
り
ま
し
た
。
出
雲
大
社
に
幽
閉
さ
れ
て

い
た
間
に
神
道
を
研
究
し
神
職
の
資
格
を
得
ま
し

た
。
明
治
６
年
（
１
８
７
３
） 

許
さ
れ
て
教
部
省
・

太
政
官
・
宮
内
省
に
出
仕
し
、
明
治
14
年
（
１
８
８

１
）
宮
内
省
御
用
掛
に
任
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
宮
中
に

務
め
た
間
に
、
春
分
の
日
（
春
季
皇
霊
祭
）、
秋
分

の
日
（
秋
季
皇
霊
祭
）
な
ど
の
制
定
を
進
言
し
て
い

ま
す
。
天
皇
の
御
用
掛
と
な
っ
て
か
ら
は
、
藤
原
姓

を
名
乗
っ
て
神
原
の
神
社
や
祖
母
山
頂
に
あ
る
鳥
居

に
「
藤
原
一
敏
」
の
名
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
敏
は
、
岡
藩
の
重
役
格
と
し
て
岡
藩
の
存
続
の

た
め
勤
皇
運
動
に
参
加
し
、
民
に
情
け
深
い
政
治
を

行
い
ま
し
た
。
誠
実
で
あ
る
が
故
に
、
度
重
な
る
謹

慎
処
分
を
受
け
ま
す
が
、
誰
か
が
動
い
て
復
帰
し
て

い
ま
す
。
一
切
の
業
績
・
功
績
を
名
誉
と
し
て
望
ま

ず
、
大
き
な
時
代
変
動
を
生
き
抜
き
、
明
治
19
（
１

８
８
６
）
１
月
31
日
逝
去
、
享
年
74
歳
。
波
瀾
万
丈

の
生
涯
で
あ
り
ま
し
た
。

（
佐
伯
治
）

か
ず

と
し

ご
う

お

お  

ご
う
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↑「勤皇の志士・小河一敏」の貴重な肖像画（小河家所蔵）

←寺田屋騒動のあった現場
　（現在の寺田屋）

↑岡城三の丸跡にある「小河一敏翁之碑」

　
岡
城
三
の
丸
跡
に
く
じ
ゅ
う
連
山
を
背
景
に
し
て

石
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
西
郷
隆
盛
・
桂
小
五

郎
と
と
も
に
尊
攘
派
志
士
と
し
て
活
躍
し
た
小
河
一

敏
を
顕
彰
し
た
も
の
で
「
小
河
一
敏
翁
之
碑
」
と
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
小
河
家
は
、
平
安
期
に
鎮
守
府
将
軍
で
あ
っ
た
藤

原
氏
を
祖
と
し
、
越
前
（
福
井
県
）
丹
生
郡
糸
生
郷

の
地
名
か
ら
小
河
を
名
乗
り
ま
し
た
。
初
め
朝
倉
義

景
、
天
正
年
中
に
は
羽
柴
秀
長
と
主
従
関
係
を
結

び
、
小
河
若
狭
守
良
安
（
墓
所
：
広
島
の
小
河
家
菩

提
寺
）
の
頃
に
福
島
正
則
に
仕
え
ま
し
た
。
明
暦
年

中
に
良
安
の
息
子
一
時
は
、
三
代
藩
主
久
清
の
代
に

来
藩
し
て
約
５
０
０
石
で
仕
え
て
き
ま
し
た
。
一
敏

は
、
文
化
10
年
（
１
８
１
３
）
１
月
21
日
に
上
角
に

生
ま
れ
、
通
称
を
弥
右
衛
門
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
７

歳
で
藩
儒
学
者
の
角
田
九
華
の
門
に
入
り
、
朱
子
学

を
学
び
の
ち
に
陽
明
学
、
国
学
を
極
め
、
弓
馬
・
槍

剣
・
詩
歌
・
点
茶
・
挿
花
の
免
許
を
得
ま
し
た
。
11

歳
の
時
父
が
病
身
の
た
め
祖
父
か
ら
家
督
を
継
ぎ
ま

し
た
。
文
政
10
年（
１
８
２
７
）に
近
習
物
頭（
弓
・

鉄
砲
隊
の
管
理
）、
天
保
４
年
（
１
８
３
３
）
に
は

日
本
の
夜
明
け
に
貢
献
し
た
岡
藩
の
志
士
・
生
誕
２
０
０
年
　

 

小
河
一
敏

御
廟
役
所
（
藩
主
先
祖
の
祭
典
及
び
廟
所
の
管
理
）

と
な
り
、
24
歳
の
時
に
は
、
岡
藩
の
元
締
役
（
郡
町

の
こ
と
を
管
理
し
、
且
つ
会
計
の
総
括
）
に
抜
擢
さ

れ
た
ほ
ど
の
俊
才
で
藩
政
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
を
良
く
思
っ
て
い
な
い
藩
士
と
の

派
閥
争
い
に
よ
り
、
天
保
11
年
（
１
８
４
０
）
藩
主

久
教
が
急
死
し
久
昭
に
家
督
が
譲
ら
れ
た
と
き
、
蟄

居
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
件
は
、「
七
人
衆

の
変
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
嘉
永
６
年
（
１
８
５

３
）
浦
賀
に
米
艦
の
来
航
を
知
り
、
窃
か
に
肥
前
・

肥
後
等
の
志
士
ら
と
交
流
し
尊
皇
攘
夷
の
思
想
を
盛

ん
に
唱
え
た
た
め
、
安
政
元
年
（
１
８
５
４
）
閉
門

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
許
さ
れ
る
と
再
び
藩
外
に

出
て
遊
説
を
行
い
、
万
延
元
年
（
１
８
６
０
）
に
職

を
退
く
こ
と
を
命
じ
ら
れ
謹
慎
に
処
せ
ら
れ
ま
し

た
。
翌
年
に
謹
慎
が
解
か
れ
る
と
他
藩
の
志
士
と
通

じ
て
盟
約
を
結
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
文
久
２
年
（
１
８
６
２
）
薩
摩
藩
十
一

代
藩
主
島
津
斉
彬
の
異
母
兄
弟
で
あ
る
島
津
久
光

が
、
倒
幕
の
先
駆
け
と
な
る
べ
く
上
洛
す
る
と
の
情

報
が
流
れ
ま
し
た
。
久
光
の
本
来
の
狙
い
は
、
薩
摩

藩
主
導
に
よ
る
朝
廷
の
伝
統
的
権
威
と
、
幕
府
及
び

諸
藩
を
結
び
つ
け
て
幕
藩
体
制
の
再
編
強
化
す
る
こ

と
に
あ
り
ま
し
た
。
討
幕
を
目
指
し
て
い
た
各
地
の

志
士
達
は
、
京
都
に
集
結
し
久
光
を
迎
え
、
事
を
自

分
た
ち
の
望
む
方
向
へ
動
か
そ
う
と
行
動
を
起
こ
し

ま
し
た
。
一
敏
は
、
久
光
の
上
洛
を
促
す
た
め
、
若

し
く
は
、
薩
摩
の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
肥
後
国
境

か
ら
薩
摩
に
入
ろ
う
と
し
ま
し
た
が
、
市
来
駅
よ
り

先
に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
ず
に
帰
藩
し
ま
し
た
。

留
守
中
に
京
都
の
田
中
河
内
介
（
明
治
天
皇
の
養
育

係
）
か
ら
、
京
都
参
集
を
要
請
す
る
手
紙
に
応
じ
田

近
陽
一
郎
ら
19
人
の
同
志
と
上
洛
を
決
め
ま
し
た
。

道
中
、
九
州
諸
藩
の
動
向
を
探
り
、
下
関
で
待
機
し

て
い
た
西
郷
隆
盛
、
村
田
新
八
ら
と
面
会
し
意
見
を

交
わ
し
ま
し
た
。
小
河
家
に
は
、
西
郷
隆
盛
が
宿
泊

し
た
時
に
持
参
し
た
薩
摩
焼
の
水
差
し
が
現
存
し
て

い
ま
す
。

　
諸
国
か
ら
義
挙
へ
参
加
を
目
指
し
て
く
る
志
士

は
、
大
阪
薩
摩
蔵
屋
敷
二
十
八
番
長
屋
に
３
月
25
日

に
入
居
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
志
士
団
の
中
に
は
久

光
に
期
待
で
き
な
い
の
で
、
自
分
達
で
決
起
し
よ
う

と
す
る
清
河
八
郎（
庄
内
藩
）が
率
い
る
急
進
派
と
、

久
光
の
言
を
信
じ
て
盟
主
に
し
て
事
を
起
こ
そ
う
と

す
る
河
内
介
や
一
敏
を
中
心
と
す
る
追
随
派
と
が
対

立
し
、
派
閥
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
経
っ

て
も
久
光
か
ら
の
指
令
が
な
い
の
で
急
進
派
は
、
決

起
を
前
に
藩
邸
を
出
た
の
で
し
た
。

　
久
光
か
ら
の
吉
報
が
届
か
な
い
こ
と
に
不
満
を

持
っ
た
薩
摩
藩
の
過
激
派
、
有
馬
新
七
ら
は
、
田

中
・
小
河
を
訪
ね
挙
行
を
迫
っ
た
の
で
し
た
。
こ
れ

に
、
吉
田
松
陰
門
下
の
長
州
藩
が
加
わ
り
４
月
23

日
、
関
白
九
条
尚
忠
邸
と
京
都
所
司
代
酒
井
忠
義
邸

を
襲
撃
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

計
画
は
事
前
に
発
覚
し
、
京
都
市
伏
見
区
の
船
宿
寺

田
屋
に
同
志
達
と
共
に
寺
田
屋
に
集
っ
て
い
た
と
こ

ろ
を
、
同
じ
薩
摩
藩
士
ら
に
よ
っ
て
反
乱
は
鎮
め
ら

れ
ま
し
た
。（
寺
田
屋
騒
動
）　

　
有
馬
以
下
９
名
が
死
亡
し
、
一
敏
と
岡
藩
士
は
、

後
軍
と
し
て
襲
撃
組
み
を
応
援
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
の
で
難
を
逃
れ
ま
し
た
。
一
敏
は
、
岩
倉
具
視

を
介
し
て
勤
皇
の
大
儀
に
つ
い
て
意
見
を
具
申
し
、

朝
廷
か
ら
は
感
状
を
受
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
薩
摩

藩
の
交
渉
に
よ
り
志
士
達
は
出
身
藩
に
引
き
渡
さ

れ
、
一
敏
と
共
に
岡
藩
士
は
、
帰
藩
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
後
、
岡
藩
は
勤
皇
派
へ
と
動
い
て

い
き
ま
し
た
。

　
明
治
２
年
（
１
８
６
９
）
廃
藩
置
県
に
よ
り
、
一

敏
は
初
代
堺
県
知
事
と
な
り
大
和
川
の
治
水
工
事
費

を
自
分
や
幹
部
の
給
料
か
ら
捻
出
し
た
り
、
堺
県
だ

け
に
通
用
す
る
紙
幣
を
発
行
し
流
通
の
活
性
化
を
図

り
、
県
独
自
の
教
育
を
す
る
た
め
郷
学
校
を
開
設
し

た
り
、
積
極
的
な
地
方
行
政
を
推
進
し
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
明
治
政
府
と
は
対
立
し
１
年
３
か
月

で
免
官
と
な
り
ま
し
た
。
出
雲
大
社
に
幽
閉
さ
れ
て

い
た
間
に
神
道
を
研
究
し
神
職
の
資
格
を
得
ま
し

た
。
明
治
６
年
（
１
８
７
３
） 

許
さ
れ
て
教
部
省
・

太
政
官
・
宮
内
省
に
出
仕
し
、
明
治
14
年
（
１
８
８

１
）
宮
内
省
御
用
掛
に
任
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
宮
中
に

務
め
た
間
に
、
春
分
の
日
（
春
季
皇
霊
祭
）、
秋
分

の
日
（
秋
季
皇
霊
祭
）
な
ど
の
制
定
を
進
言
し
て
い

ま
す
。
天
皇
の
御
用
掛
と
な
っ
て
か
ら
は
、
藤
原
姓

を
名
乗
っ
て
神
原
の
神
社
や
祖
母
山
頂
に
あ
る
鳥
居

に
「
藤
原
一
敏
」
の
名
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
敏
は
、
岡
藩
の
重
役
格
と
し
て
岡
藩
の
存
続
の

た
め
勤
皇
運
動
に
参
加
し
、
民
に
情
け
深
い
政
治
を

行
い
ま
し
た
。
誠
実
で
あ
る
が
故
に
、
度
重
な
る
謹

慎
処
分
を
受
け
ま
す
が
、
誰
か
が
動
い
て
復
帰
し
て

い
ま
す
。
一
切
の
業
績
・
功
績
を
名
誉
と
し
て
望
ま

ず
、
大
き
な
時
代
変
動
を
生
き
抜
き
、
明
治
19
（
１

８
８
６
）
１
月
31
日
逝
去
、
享
年
74
歳
。
波
瀾
万
丈

の
生
涯
で
あ
り
ま
し
た
。

（
佐
伯
治
）

か
ず

と
し

ご
う

お

お  

ご
う
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竹田雑感　　
～調査研究を通してみた竹田～

生き活き

起
興

「
荻
」地
域
で
の
支
え
合
い

厚
生
労
働
省
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
　あ
な
た
が
開
け
る
　チ
ャ
ン
ス
の
扉

あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
！

たけたんアンテナ

クラウディア・ケール
Ａコラム by claudia kehl

（国際交流員）

姉妹都市
ドイツバート・クロツィンゲンコーナー

♯49 ありがとう
竹田市東京事務所長

東京大学　川添研究室　特任研究員
神本　豊秋

　
郷
土
を
離
れ
、
東
京
に
来
て
、
初
め
て
竹
田
の
魅
力
に
気
付
か
さ
れ
た
。
竹
田
が
過

疎
化
し
て
い
る
と
聞
き
、
東
京
で
竹
田
出
身
の
友
人
と
集
ま
っ
て
は
「
竹
田
は
生
ま
れ

た
と
き
か
ら
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
、な
に
か
自
分
た
ち
で
で
き
な
い
か
」と
語
り
合
っ

て
い
た
が
、
一
つ
踏
み
出
せ
ず
に
い
た
。

　
そ
ん
な
中
、
２
０
１
２
年
に
運
命
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
知
人
で
あ
っ
た
東
京

大
学
川
添
研
究
室
の
吉
武
さ
ん
と
再
会
し
た
。
数
年
ぶ
り
だ
っ
た
が
、
な
ん
と
竹
田
市

で
研
究
を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
た
。
な
ら
ば
若
い
世
代
で
協
力
さ
せ
て
欲
し
い
と
竹
田

の
友
人
を
集
め
て
、
東
京
大
学
か
ら
は
川
添
研
、
景
観
研
、ｅ
ａ
ｕ
の
メ
ン
バ
ー
が
集

ま
り
飲
み
会
が
始
ま
っ
た
。
思
え
ば
こ
れ
が
始
ま
り
だ
っ
た
と
思
う
。

　
以
降
、
チ
ー
ム
Ｔ（
竹
田
＋
東
京
大
学
）
と
い
う
会
を
つ
く
り
、
定
期
的
に
集
ま
り
、

竹
田
の
ま
ち
に
つ
い
て
時
に
は
朝
方
ま
で
真
っ
向
か
ら
意
見
を
言
い
合
っ
た
。
時
に
本

気
で
口
喧
嘩
に
な
っ
た
り
す
る
。
２
０
１
２
年
の
水
害
以
降
は
チ
ア
竹
田
と
し
て
竹
田

の
復
興
協
力
に
尽
力
頂
い
た
。
い
ま
と
な
っ
て
は
竹
田
出
身
者
以
外
の
メ
ン
バ
ー
は
倍

以
上
と
な
っ
た
。
私
た
ち
以
上
に
本
気
で
竹
田
に
向
き
合
っ
て
く
れ
る
東
京
大
学
の
み

な
さ
ん
と
出
会
い
、
竹
田
の
本
当
の
「
素
晴
ら
し
さ
」
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
や
る
な
ら
す
ぐ
行
動
に
移
さ
な
い
と
い
け
な
い
と
、
今
で
は
、
実
際
竹
田
に
帰
省
し
、

竹
田
か
ら
発
信
を
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
（
桑
島
孝
彦
）
も
い
る
。
昨
年
よ
り
、
竹
田
市

東
京
事
務
所
を
任
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
た
私
も
そ
ん
な
一
人
だ
。

　
何
も
無
い
竹
田
を
ど
う
に
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
未
だ
に
竹
田
は
何
も
変

わ
っ
て
無
く
、
い
つ
の
ま
に
か
竹
田
が
縁
で
様
々
な
ひ
と
と
出
会
い
、
竹
田
に
よ
っ
て

自
分
た
ち
の
人
生
が
変
わ
っ
て
い
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
竹
田
は
何
も
変
わ
ら
な

い
の
に
、
取
り
巻
く
ひ
と
が
変
わ
っ
て
い
く
。
竹
田
に
は
そ
ん
な
魅
力
が
あ
る
。

　
み
な
さ
ん
が
、こ
う
い
っ
て
竹
田
の
本
当
の
魅
力
を
表
現
し
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

「
何
も
変
わ
る
必
要
は
な
い
、
竹
田
は
日
本
の
未
来
都
市
だ
。」

　
高
齢
化
は
、
進
行
し
て
い
る
。
し
か
し
、
高
齢
化
等
、
竹
田
に
起
こ
っ
て
い
る
問
題

は
近
い
将
来
、
日
本
中
で
起
こ
り
う
る
。
そ
ん
な
と
き
、
一
番
大
事
な
こ
と
は
、
竹
田

の
本
当
の
魅
力
を
保
持
し
て
い
く
こ
と
だ
と
教
え
ら
れ
た
。

　
竹
田
の
本
当
の
魅
力
は
「
竹
田
ら
し
さ
」
で
あ
り
、
街
や
人
、
そ
の
も
の
が
財
産
だ

と
思
う
。
街
や
人
の
温
も
り
、
親
世
代
の
残
し
て
く
れ
た
竹
田
の
「
竹
田
ら
し
さ
」
を

私
た
ち
の
世
代
で
も
引
き
継
ぎ
、
後
世
に
繋
げ
て
い
こ
う
と
思
う
。

　
み
な
さ
ん
か
ら
受
け
継
い
だ
意
思
は
間
違
い
な
く
、私
た
ち
の
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
ま
た
ひ
と
つ
、
竹
田
の
こ
と
が
好
き
に
な
れ
ま
し
た
。
私
た
ち

も
、
竹
田
も
、
ま
だ
ま
だ
、
ま
だ
ま
だ
、
頑
張
れ
ま
す
。

　
ま
た
、数
年
後
、数
十
年
後
と
、い
つ
、竹
田
に
帰
っ
て
き
て
も
ら
っ
て
も
、「
竹
田
っ

て
何
も
変
わ
っ
て
な
い
な
ー
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
。

　
竹
田
市
経
済
活
性
化
促
進
協

議
会
は
求
職
者
や
創
業
希
望
者

な
ど
を
対
象
に
、
平
成
23
年
か

ら
雇
用
創
出
事
業
と
し
て
超
高

齢
社
会
が
進
む
竹
田
市
に
お
い

て
、
新
た
な
し
く
み
に
よ
り
地

域
住
民
が
主
体
と
な
る
「
暮
ら

し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の

設
置
を
め
ざ
し
、
必
要
と
さ
れ

る
人
材
の
育
成
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　
久
住
地
区
の
「
り
ん
ど
う
」・

直
入
地
区
の
「
ゆ
の
は
な
」
は

す
で
に
活
動
を
始
め
て
い
ま
す

が
、
特
に
一
昨
年
９
月
か
ら
活

動
し
て
い
る
久
住
地
区
の
「
り

ん
ど
う
」
は
着
実
に
実
績
を
重

ね
て
お
り
、
最
近
で
は
県
内
外

↑セミナーの様子「らくらく介護編」

2013．3　志土知地区公民館での景観研究室研究報告会の様子

2013．3　下本町寄合所「よろうえ」での川添研究研究報告会の様子

バート・クロツィンゲン周辺の新しい観光アトラクション
～古代ローマ遺跡の70㎞サイクリング･コース～

　
１
年
前
、「
南
バ
ー
デ
ン
」
地
方
の
観

光
の
担
当
者
が
協
議
を
し
、
地
域
に
多

く
残
っ
て
い
る
古
代
ロ
ー
マ
の
遺
跡
を

も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
、
新
し
い
観
光
体
験

を
推
進
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
、

古
代
ロ
ー
マ
の
遺
跡
見
学
で
き
て
、
健
康

に
も
良
い
サ
イ
ク
リ
ン
グ･

コ
ー
ス
が
完

成
し
ま
し
た
。
２
０
１
３
年
10
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
コ
ー
ス
は
、
古
代
ロ
ー
マ
の

も
っ
と
も
重
要
な
遺
跡
が
約
70
㎞
に
わ

た
っ
て
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
沿
道
に
は
、
当
時
の
日
常
生
活
が
垣

間
見
え
る
遺
跡
が
展
示
さ
れ
て
い
る
博

物
館
等
が
あ
り
ま
す
。
構
想
と
実
現
は
、

考
古
学
者
の
グ
ル
ー
プ
が
担
当
し
ま
し

た
。
宣
伝
の
た
め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ

デ
オ
も
作
ら
れ
ま
し
た
。
ロ
ゴ
は
、
自
転

車
に
乗
っ
て
い
る
古
代
ロ
ー
マ
人
、
発
掘

さ
れ
た
古
代
ロ
ー
マ
の
公
衆
浴
場
・

ヴ
ィ
ッ
ラ
な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
柱
、
兵

営
の
遺
跡
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ソ
ル

ジ
ャ
ー
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て

作
ら
れ
て
い
ま
す
。
コ
ー
ス
の
南
の
始
点

は
「
バ
ー
デ
ン
ワ
イ
ラ
ー
」
と
い
う
町
で

す
。
そ
こ
で
は
、
巨
大
な
公
衆
浴
場
の
遺

跡
が
見
学
で
き
ま
す
。
ア
ル
プ
ス
の
北
に

位
置
す
る
、
最
も
保
存
状
態
の
よ
い
古

代
ロ
ー
マ
の
浴
場
と
言
わ
れ
て
お
り
、
昔

の
町
の
中
心
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
次
の
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
「
ミ
ュ
ル
ハ
イ
ム
」
で
す
。

教
会
の
下
に
邸
宅
が
発
掘
さ
れ
、
昔
の

床
暖
房
と
壁
の
跡
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ

の
次
の
「
ハ
イ
タ
ス
ハ
イ
ム
」
に
は
古
代

ロ
ー
マ
公
園
が
あ
り
、
豊
か
な
別
宅
の
遺

跡
が
一
部
再
建
さ
れ
、「
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
」
で
は
様
々
な
体
験
が
で
き
ま
す
。

そ
の
次
が
「
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
」

で
す
。
か
つ
て
重
要
な
ロ
ー
マ
街
道
が

通
っ
た
た
め
、
長
距
離
旅
行
者
用
の
宿
屋

や
施
設
な
ど
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
遺
跡
が
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン

の
リ
チ
ュ
ギ
ー
博
物
館
で
見
学
で
き
ま

す
。
そ
し
て
コ
ー
ス
は
北
の
カ
イ
ザ
ー

シ
ュ
ト
ゥ
ー
ル
火
山
周
辺
に
向
か
い
ま

す
。
最
後
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
「
リ
ー
ゲ

ル
」
と
い
う
町
で
す
。
１
世
紀
か
ら
３
世

紀
ま
で
ロ
ー
マ
帝
国
の
重
要
な
都
市
で

し
た
。
昔
の
市
場
・
バ
シ
リ
カ
と
ミ
ト
ラ

教
寺
院
の
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
去
年
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
で
す
が
、

こ
の
特
別
な「
見
学
サ
イ
ク
リ
ン
グ･

コ
ー

ス
」
は
か
な
り
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

景
色
と
歴
史
が
両
方
楽
し
め
る
家
族
向

け
の
体
験
で
す
。

↑サイクリング・
コースのロゴ

か
ら
の
視
察
や
国
・
県
に
お
い

て
の
事
例
発
表
な
ど
も
相
次
い

で
い
ま
す
。
国
の
介
護
保
険
制

度
改
革
に
よ
り
今
後
は
市
町
村

や
住
民
が
担
う
役
割
が
大
き
く

な
り
ま
す
が
、
竹
田
市
で
も
最

重
点
施
策
と
し
て
平
成
26
年
度

か
ら
関
係
機
関
と
の
連
携
を
一

層
深
め
、
各
地
区
で
の
拠
点
整

備
や
人
材
の
育
成
、
し
く
み
づ

く
り
等
を
推
進
す
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

久
住
地
区「
り
ん
ど
う
」・

直
入
地
区「
ゆ
の
は
な
」に
続
く
！

暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
セ
ミ
ナ
ー（
有
償

サ
ー
ビ
ス
編
）を
開
催

し
ま
す
！

　活性化促進協議会では、昨年７月に開催した
「暮らしのサポーター養成セミナー荻編」の第
２回目を開催致します。過去にこのセミナーを
受講された方は、久住・直入地区で暮らしのサ
ポーターとして中心的な活動をされている方を
含め、「大変役に立った」「介護の実態や知識を
学ぶことが出来た」「何か役に立ちたい」などご
好評を頂いています。支える人も、いずれは支
えられる側に…。
　住み慣れた「地元」でいつまでも暮らし続け
るために、あなたのご参加をお待ちしていま
す。セミナーは市民ならどなたでも参加できま
す。（荻地域以外の方も参加はできますので、ふ
るってご参加ください。）
　お申し込みやお問い合わせは　竹田市経済活

性化促進協議
会（竹田温泉
花水月内）☎
62-2122（担
当：古澤）ま
で

竹田市における東大の活動年表

2009年度

6 竹田市首藤市長、東大景観研来訪
8 東大景観研による白水ダム／城下町調査
10 井路／棚田調査
 白水ダム周辺整備へのデザイン提案

2010年度（受託研究１年目）
10 白水ダム周辺整備第一号プロジェクト
 鴨田駐車場・トイレの竣工
10 吉川屋さんを借りて一週間の城下町調査
3 「竹田城下町ノート」作成

2011年度（受託研究２年目）

5 城下町再生フォーラムにて
 「竹田情感まちづくり」構想提案
11 鴨田駐車場・トイレの
 グッドデザイン賞受賞祝賀会
2012．2　城下町再生シンポジウムにて
 　　　図書館のあり方などを提案

2012年度（受託研究３年目）

10-11　　  志土知地区にて生活と風景に関する
　　　　　オーラルヒストリー調査（景観研究室）
10 城下町下本町において
 オーラルヒストリー調査（川添研究室）
2013．3　志土知地区公民館にて
　　　　　景観研究室研究報告会
2013．3　下本町寄合所「よろうえ」オープン
　　　　　川添研究研究報告

文責および年表作成
東京大学景観研究室　助教　福島秀哉
東京大学川添研究室　特任研究員　吉武舞

竹田雑感のまとめに向けて

　足掛け５年にわたって連載させて頂いてき
た竹田雑感も49回目となりました。
　今月号から３回にわたり、竹田雑感を執筆
してきた東京大学景観研究室と川添研究室の
竹田での取り組みを振り返りつつ、川添研究
室のスタッフであり竹田市東京オフィスの事
務所長である神本豊秋氏の未来へむけた寄
稿、両研究室を主宰する中井祐教授、川添善
行講師から竹田市のみなさまへのメッセージ
を掲載し、一旦のまとめとしたいと思います。

　これまで多くの学生たちが、この竹田雑感
で竹田市を訪れた際のそれぞれの思いを綴っ
てきました。両研究室にとって竹田市は、大
学で、机上の学問として風景や建築を考える
際にどうしても忘れてしまいがちな「人」へ
の気付きを体得させていただく大切な学びの
フィールドとなっていました。学生たちは大
きく成長し「竹田」という新しい価値観を得
ることができました。

　研究を通じ、１人１人の学生の心の中に形
成された「竹田」という風景、それは、これ
からの長い人生の中で、きっと大切な拠り所
となっていくことと思います。もしかしたら
そのことこそが、研究の最大の成果といえる
のかもしれません。

　この場をお借りして、御世話になったみな
さまに、今一度御礼申し上げます。

支える人も、いずれは
支えられる側に……。
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竹田雑感　　
～調査研究を通してみた竹田～

生き活き

起
興

「
荻
」地
域
で
の
支
え
合
い

厚
生
労
働
省
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
　あ
な
た
が
開
け
る
　チ
ャ
ン
ス
の
扉

あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
！

たけたんアンテナ

クラウディア・ケール
Ａコラム by claudia kehl

（国際交流員）

姉妹都市
ドイツバート・クロツィンゲンコーナー

♯49 ありがとう
竹田市東京事務所長

東京大学　川添研究室　特任研究員
神本　豊秋

　
郷
土
を
離
れ
、
東
京
に
来
て
、
初
め
て
竹
田
の
魅
力
に
気
付
か
さ
れ
た
。
竹
田
が
過

疎
化
し
て
い
る
と
聞
き
、
東
京
で
竹
田
出
身
の
友
人
と
集
ま
っ
て
は
「
竹
田
は
生
ま
れ

た
と
き
か
ら
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
、な
に
か
自
分
た
ち
で
で
き
な
い
か
」と
語
り
合
っ

て
い
た
が
、
一
つ
踏
み
出
せ
ず
に
い
た
。

　
そ
ん
な
中
、
２
０
１
２
年
に
運
命
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
知
人
で
あ
っ
た
東
京

大
学
川
添
研
究
室
の
吉
武
さ
ん
と
再
会
し
た
。
数
年
ぶ
り
だ
っ
た
が
、
な
ん
と
竹
田
市

で
研
究
を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
た
。
な
ら
ば
若
い
世
代
で
協
力
さ
せ
て
欲
し
い
と
竹
田

の
友
人
を
集
め
て
、
東
京
大
学
か
ら
は
川
添
研
、
景
観
研
、ｅ
ａ
ｕ
の
メ
ン
バ
ー
が
集

ま
り
飲
み
会
が
始
ま
っ
た
。
思
え
ば
こ
れ
が
始
ま
り
だ
っ
た
と
思
う
。

　
以
降
、
チ
ー
ム
Ｔ（
竹
田
＋
東
京
大
学
）
と
い
う
会
を
つ
く
り
、
定
期
的
に
集
ま
り
、

竹
田
の
ま
ち
に
つ
い
て
時
に
は
朝
方
ま
で
真
っ
向
か
ら
意
見
を
言
い
合
っ
た
。
時
に
本

気
で
口
喧
嘩
に
な
っ
た
り
す
る
。
２
０
１
２
年
の
水
害
以
降
は
チ
ア
竹
田
と
し
て
竹
田

の
復
興
協
力
に
尽
力
頂
い
た
。
い
ま
と
な
っ
て
は
竹
田
出
身
者
以
外
の
メ
ン
バ
ー
は
倍

以
上
と
な
っ
た
。
私
た
ち
以
上
に
本
気
で
竹
田
に
向
き
合
っ
て
く
れ
る
東
京
大
学
の
み

な
さ
ん
と
出
会
い
、
竹
田
の
本
当
の
「
素
晴
ら
し
さ
」
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
や
る
な
ら
す
ぐ
行
動
に
移
さ
な
い
と
い
け
な
い
と
、
今
で
は
、
実
際
竹
田
に
帰
省
し
、

竹
田
か
ら
発
信
を
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
（
桑
島
孝
彦
）
も
い
る
。
昨
年
よ
り
、
竹
田
市

東
京
事
務
所
を
任
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
た
私
も
そ
ん
な
一
人
だ
。

　
何
も
無
い
竹
田
を
ど
う
に
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
未
だ
に
竹
田
は
何
も
変

わ
っ
て
無
く
、
い
つ
の
ま
に
か
竹
田
が
縁
で
様
々
な
ひ
と
と
出
会
い
、
竹
田
に
よ
っ
て

自
分
た
ち
の
人
生
が
変
わ
っ
て
い
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
竹
田
は
何
も
変
わ
ら
な

い
の
に
、
取
り
巻
く
ひ
と
が
変
わ
っ
て
い
く
。
竹
田
に
は
そ
ん
な
魅
力
が
あ
る
。

　
み
な
さ
ん
が
、こ
う
い
っ
て
竹
田
の
本
当
の
魅
力
を
表
現
し
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

「
何
も
変
わ
る
必
要
は
な
い
、
竹
田
は
日
本
の
未
来
都
市
だ
。」

　
高
齢
化
は
、
進
行
し
て
い
る
。
し
か
し
、
高
齢
化
等
、
竹
田
に
起
こ
っ
て
い
る
問
題

は
近
い
将
来
、
日
本
中
で
起
こ
り
う
る
。
そ
ん
な
と
き
、
一
番
大
事
な
こ
と
は
、
竹
田

の
本
当
の
魅
力
を
保
持
し
て
い
く
こ
と
だ
と
教
え
ら
れ
た
。

　
竹
田
の
本
当
の
魅
力
は
「
竹
田
ら
し
さ
」
で
あ
り
、
街
や
人
、
そ
の
も
の
が
財
産
だ

と
思
う
。
街
や
人
の
温
も
り
、
親
世
代
の
残
し
て
く
れ
た
竹
田
の
「
竹
田
ら
し
さ
」
を

私
た
ち
の
世
代
で
も
引
き
継
ぎ
、
後
世
に
繋
げ
て
い
こ
う
と
思
う
。

　
み
な
さ
ん
か
ら
受
け
継
い
だ
意
思
は
間
違
い
な
く
、私
た
ち
の
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
ま
た
ひ
と
つ
、
竹
田
の
こ
と
が
好
き
に
な
れ
ま
し
た
。
私
た
ち

も
、
竹
田
も
、
ま
だ
ま
だ
、
ま
だ
ま
だ
、
頑
張
れ
ま
す
。

　
ま
た
、数
年
後
、数
十
年
後
と
、い
つ
、竹
田
に
帰
っ
て
き
て
も
ら
っ
て
も
、「
竹
田
っ

て
何
も
変
わ
っ
て
な
い
な
ー
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
。

　
竹
田
市
経
済
活
性
化
促
進
協

議
会
は
求
職
者
や
創
業
希
望
者

な
ど
を
対
象
に
、
平
成
23
年
か

ら
雇
用
創
出
事
業
と
し
て
超
高

齢
社
会
が
進
む
竹
田
市
に
お
い

て
、
新
た
な
し
く
み
に
よ
り
地

域
住
民
が
主
体
と
な
る
「
暮
ら

し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の

設
置
を
め
ざ
し
、
必
要
と
さ
れ

る
人
材
の
育
成
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　
久
住
地
区
の
「
り
ん
ど
う
」・

直
入
地
区
の
「
ゆ
の
は
な
」
は

す
で
に
活
動
を
始
め
て
い
ま
す

が
、
特
に
一
昨
年
９
月
か
ら
活

動
し
て
い
る
久
住
地
区
の
「
り

ん
ど
う
」
は
着
実
に
実
績
を
重

ね
て
お
り
、
最
近
で
は
県
内
外

↑セミナーの様子「らくらく介護編」

2013．3　志土知地区公民館での景観研究室研究報告会の様子

2013．3　下本町寄合所「よろうえ」での川添研究研究報告会の様子

バート・クロツィンゲン周辺の新しい観光アトラクション
～古代ローマ遺跡の70㎞サイクリング･コース～

　
１
年
前
、「
南
バ
ー
デ
ン
」
地
方
の
観

光
の
担
当
者
が
協
議
を
し
、
地
域
に
多

く
残
っ
て
い
る
古
代
ロ
ー
マ
の
遺
跡
を

も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
、
新
し
い
観
光
体
験

を
推
進
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
、

古
代
ロ
ー
マ
の
遺
跡
見
学
で
き
て
、
健
康

に
も
良
い
サ
イ
ク
リ
ン
グ･

コ
ー
ス
が
完

成
し
ま
し
た
。
２
０
１
３
年
10
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
コ
ー
ス
は
、
古
代
ロ
ー
マ
の

も
っ
と
も
重
要
な
遺
跡
が
約
70
㎞
に
わ

た
っ
て
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
沿
道
に
は
、
当
時
の
日
常
生
活
が
垣

間
見
え
る
遺
跡
が
展
示
さ
れ
て
い
る
博

物
館
等
が
あ
り
ま
す
。
構
想
と
実
現
は
、

考
古
学
者
の
グ
ル
ー
プ
が
担
当
し
ま
し

た
。
宣
伝
の
た
め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ

デ
オ
も
作
ら
れ
ま
し
た
。
ロ
ゴ
は
、
自
転

車
に
乗
っ
て
い
る
古
代
ロ
ー
マ
人
、
発
掘

さ
れ
た
古
代
ロ
ー
マ
の
公
衆
浴
場
・

ヴ
ィ
ッ
ラ
な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
柱
、
兵

営
の
遺
跡
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ソ
ル

ジ
ャ
ー
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て

作
ら
れ
て
い
ま
す
。
コ
ー
ス
の
南
の
始
点

は
「
バ
ー
デ
ン
ワ
イ
ラ
ー
」
と
い
う
町
で

す
。
そ
こ
で
は
、
巨
大
な
公
衆
浴
場
の
遺

跡
が
見
学
で
き
ま
す
。
ア
ル
プ
ス
の
北
に

位
置
す
る
、
最
も
保
存
状
態
の
よ
い
古

代
ロ
ー
マ
の
浴
場
と
言
わ
れ
て
お
り
、
昔

の
町
の
中
心
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
次
の
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
「
ミ
ュ
ル
ハ
イ
ム
」
で
す
。

教
会
の
下
に
邸
宅
が
発
掘
さ
れ
、
昔
の

床
暖
房
と
壁
の
跡
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ

の
次
の
「
ハ
イ
タ
ス
ハ
イ
ム
」
に
は
古
代

ロ
ー
マ
公
園
が
あ
り
、
豊
か
な
別
宅
の
遺

跡
が
一
部
再
建
さ
れ
、「
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
」
で
は
様
々
な
体
験
が
で
き
ま
す
。

そ
の
次
が
「
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
」

で
す
。
か
つ
て
重
要
な
ロ
ー
マ
街
道
が

通
っ
た
た
め
、
長
距
離
旅
行
者
用
の
宿
屋

や
施
設
な
ど
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
遺
跡
が
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン

の
リ
チ
ュ
ギ
ー
博
物
館
で
見
学
で
き
ま

す
。
そ
し
て
コ
ー
ス
は
北
の
カ
イ
ザ
ー

シ
ュ
ト
ゥ
ー
ル
火
山
周
辺
に
向
か
い
ま

す
。
最
後
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
「
リ
ー
ゲ

ル
」
と
い
う
町
で
す
。
１
世
紀
か
ら
３
世

紀
ま
で
ロ
ー
マ
帝
国
の
重
要
な
都
市
で

し
た
。
昔
の
市
場
・
バ
シ
リ
カ
と
ミ
ト
ラ

教
寺
院
の
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
去
年
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
で
す
が
、

こ
の
特
別
な「
見
学
サ
イ
ク
リ
ン
グ･

コ
ー

ス
」
は
か
な
り
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

景
色
と
歴
史
が
両
方
楽
し
め
る
家
族
向

け
の
体
験
で
す
。

↑サイクリング・
コースのロゴ

か
ら
の
視
察
や
国
・
県
に
お
い

て
の
事
例
発
表
な
ど
も
相
次
い

で
い
ま
す
。
国
の
介
護
保
険
制

度
改
革
に
よ
り
今
後
は
市
町
村

や
住
民
が
担
う
役
割
が
大
き
く

な
り
ま
す
が
、
竹
田
市
で
も
最

重
点
施
策
と
し
て
平
成
26
年
度

か
ら
関
係
機
関
と
の
連
携
を
一

層
深
め
、
各
地
区
で
の
拠
点
整

備
や
人
材
の
育
成
、
し
く
み
づ

く
り
等
を
推
進
す
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

久
住
地
区「
り
ん
ど
う
」・

直
入
地
区「
ゆ
の
は
な
」に
続
く
！

暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
セ
ミ
ナ
ー（
有
償

サ
ー
ビ
ス
編
）を
開
催

し
ま
す
！

　活性化促進協議会では、昨年７月に開催した
「暮らしのサポーター養成セミナー荻編」の第
２回目を開催致します。過去にこのセミナーを
受講された方は、久住・直入地区で暮らしのサ
ポーターとして中心的な活動をされている方を
含め、「大変役に立った」「介護の実態や知識を
学ぶことが出来た」「何か役に立ちたい」などご
好評を頂いています。支える人も、いずれは支
えられる側に…。
　住み慣れた「地元」でいつまでも暮らし続け
るために、あなたのご参加をお待ちしていま
す。セミナーは市民ならどなたでも参加できま
す。（荻地域以外の方も参加はできますので、ふ
るってご参加ください。）
　お申し込みやお問い合わせは　竹田市経済活

性化促進協議
会（竹田温泉
花水月内）☎
62-2122（担
当：古澤）ま
で

竹田市における東大の活動年表

2009年度

6 竹田市首藤市長、東大景観研来訪
8 東大景観研による白水ダム／城下町調査
10 井路／棚田調査
 白水ダム周辺整備へのデザイン提案

2010年度（受託研究１年目）
10 白水ダム周辺整備第一号プロジェクト
 鴨田駐車場・トイレの竣工
10 吉川屋さんを借りて一週間の城下町調査
3 「竹田城下町ノート」作成

2011年度（受託研究２年目）

5 城下町再生フォーラムにて
 「竹田情感まちづくり」構想提案
11 鴨田駐車場・トイレの
 グッドデザイン賞受賞祝賀会
2012．2　城下町再生シンポジウムにて
 　　　図書館のあり方などを提案

2012年度（受託研究３年目）

10-11　　  志土知地区にて生活と風景に関する
　　　　　オーラルヒストリー調査（景観研究室）
10 城下町下本町において
 オーラルヒストリー調査（川添研究室）
2013．3　志土知地区公民館にて
　　　　　景観研究室研究報告会
2013．3　下本町寄合所「よろうえ」オープン
　　　　　川添研究研究報告

文責および年表作成
東京大学景観研究室　助教　福島秀哉
東京大学川添研究室　特任研究員　吉武舞

竹田雑感のまとめに向けて

　足掛け５年にわたって連載させて頂いてき
た竹田雑感も49回目となりました。
　今月号から３回にわたり、竹田雑感を執筆
してきた東京大学景観研究室と川添研究室の
竹田での取り組みを振り返りつつ、川添研究
室のスタッフであり竹田市東京オフィスの事
務所長である神本豊秋氏の未来へむけた寄
稿、両研究室を主宰する中井祐教授、川添善
行講師から竹田市のみなさまへのメッセージ
を掲載し、一旦のまとめとしたいと思います。

　これまで多くの学生たちが、この竹田雑感
で竹田市を訪れた際のそれぞれの思いを綴っ
てきました。両研究室にとって竹田市は、大
学で、机上の学問として風景や建築を考える
際にどうしても忘れてしまいがちな「人」へ
の気付きを体得させていただく大切な学びの
フィールドとなっていました。学生たちは大
きく成長し「竹田」という新しい価値観を得
ることができました。

　研究を通じ、１人１人の学生の心の中に形
成された「竹田」という風景、それは、これ
からの長い人生の中で、きっと大切な拠り所
となっていくことと思います。もしかしたら
そのことこそが、研究の最大の成果といえる
のかもしれません。

　この場をお借りして、御世話になったみな
さまに、今一度御礼申し上げます。

支える人も、いずれは
支えられる側に……。
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ミステリアス！竹田キリシタン

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
！
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
⑲
〔
鎌
倉
編
・
前
篇
〕

久
清
公
が
鎌
倉
の
キ
リ
シ
タ
ン
寺
に

封
じ
た「
夏
姫
」へ
の
想
い

三
代
藩
主
久
清
公
の
愛
娘
「
夏
姫
」。
そ
の
夏
姫
が
没
し
た
時
、
父
は
嫁
ぎ
先
か
ら
娘
を
引
き
取
り
、

失
意
の
う
ち
に
遠
く
離
れ
た
鎌
倉
の
キ
リ
シ
タ
ン
寺
に
葬
っ
た
。

　
神
奈
川
県
鎌
倉
市
の
台
村
に
は
岡
藩
縁
の

寺
が
明
治
５
年
ま
で
存
在
し
た
。
か
つ
て
存

在
し
た
そ
の
寺
は
「
東
渓
院
」
と
い
う
。
奥

深
い
谷
の
さ
ら
に
奥
ま
っ
た
小
高
い
場
所
に

あ
っ
た
。
竹
田
で
い
う
な
ら
ば
、
久
戸
の
よ

う
な
所
で
あ
る
。
東
渓
院
は
檀
家
を
一
切
持

た
な
い
、
い
わ
ば
岡
藩
直
営
の
寺
で
あ
っ
た

が
、
鎌
倉
で
は
キ
リ
シ
タ
ン
寺
と
し
て
認
識

さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
こ
の
寺
は
、
廃
藩
置

県
と
と
も
に
廃
寺
と
な
っ
た
際
に
建
物
は
取

り
壊
さ
れ
た
が
、
山
門
を
は
じ
め
、
本
尊
や

仏
具
の
う
ち
の
い
く
つ
か
が
、
近
く
の
別
の

寺
で
あ
る
「
光
照
寺
」〔
写
真
②
〕
に
引
き

継
が
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。（
光
照
寺

も
ま
た
、
公
私
と
も
に
認
め
る
キ
リ
シ
タ
ン

寺
で
あ
る
。）

　
で
は
、
な
ぜ
東
渓
院
は
キ
リ
シ
タ
ン
寺
と

呼
ば
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
と

し
て
最
初
に
、
中
川
ク
ル
ス
が
飾
ら
れ
た
山

門
〔
写
真
①
〕、
壁
に
十
字
の
影
が
浮
か
び

あ
が
る
南
蛮
模
様
の
青
銅
製
燭
台
〔
写
真

③
〕、
同
じ
く
南
蛮
模
様
の
青
銅
製
香
炉
が

遺
さ
れ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
鎌

倉
に
お
い
て
、
中
川
ク
ル
ス
は
Ｉ
Ｈ
Ｓ（
イ

エ
ズ
ス
会
の
紋
章
）
の
文
字
が
巧
み
に
隠
さ

れ
た
聖
な
る
十
字
紋
と
解
釈
さ
れ
、
キ
リ
シ

タ
ン
の
信
仰
対
象
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
ち
な

み
に
、
岡
藩
の
寺
で
あ
り
な
が
ら
、
東
渓
院

で
は
中
川
家
の
表
紋
で
あ
る
「
柏
紋
」
は
遺

さ
れ
て
い
な
い
。
第
二
の
理
由
と
し
て
、
東

渓
院
自
体
が
キ
リ
シ
タ
ン
寺
と
言
わ
れ
る
小

田
原「
早
雲
寺
」の
末
寺
で
あ
っ
た
こ
と
だ
。

さ
ら
に
、
こ
の
早
雲
寺
は
京
都
「
大
徳
寺
」

の
末
寺
で
も
あ
る
が
、
大
徳
寺
も
ま
た
蒲
生

氏
郷
、
黒
田
長
政
親
子
、
細
川
忠
興
な
ど
と

い
っ
た
キ
リ
シ
タ
ン
縁
の
武
将
が
多
く
眠
る

寺
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
徳
寺
↓
早

雲
寺
↓
東
渓
院
は
、
す
べ
て
キ
リ
シ
タ
ン
寺

と
し
て
共
通
し
て
い
る
と
い
う
も
の
だ
。
第

三
の
理
由
は
、
鎌
倉
付
近
の
キ
リ
シ
タ
ン
が

東
渓
院
や
光
照
寺
に
集
ま
っ
て
秘
か
に
祈
り

を
捧
げ
て
い
た
か
ら
だ
と
い
う
。
意
外
に
も

鎌
倉
に
は
多
く
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
い
た
よ
う

で
、
そ
れ
は
公
式
記
録
に
も
残
さ
れ
て
い
る

紛
れ
も
無
い
事
実
で
あ
る
。
以
上
が
、「
東

渓
院
＝
キ
リ
シ
タ
ン
寺
」
説
の
理
由
で
あ

る
。
こ
れ
だ
け
で
も
十
分
に
謎
め
い
て
い
る

が
、
竹
田
市
民
に
と
っ
て
最
大
の
謎
は
、
な

ぜ
鎌
倉
だ
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
こ

の
謎
を
追
い
始
め
る
と
、
ほ
ど
な
く
久
清
親

子
の
話
に
行
き
当
た
る
。

　
久
清
公
に
は
夏
姫
と
い
う
娘
が
い
た
。
彼

女
は
、
富
山
十
万
石
の
前
田
正
甫
に
嫁
ぐ

が
、
23
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
普
通
、
嫁

に
行
っ
た
者
は
嫁
ぎ
先
の
墓
に
葬
ら
れ
る

が
、
久
清
公
は
夏
姫
を
引
き
取
り
、
江
戸
の

広
徳
寺
（
他
の
資
料
で
は
海
善
寺
）
に
葬
っ

た
後
、
さ
ら
に
鎌
倉
に
位
牌
所
と
し
て
東
渓

院
を
建
立
し
た
。
要
す
る
に
、
東
渓
院
は
夏

姫
を
葬
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
寺
だ
っ
た
の

だ
。
問
題
は
、
そ
の
理
由
で
あ
る
。
鎌
倉
の

郷
土
史
家
の
資
料
に
、「
キ
リ
シ
タ
ン
で

あ
っ
た
夏
姫
を
仏
教
徒
で
あ
る
嫁
ぎ
先
で
葬

る
の
は
、
内
心
で
キ
リ
シ
タ
ン
を
棄
て
て
い

な
か
っ
た
父
と
し
て
忍
び
な
い
た
め
、
東
渓

院
を
建
て
た
と
い
う
の
が
理
由
で
は
な
い

か
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

こ
れ
が
も
し
事
実
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、『
国

元
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
遠
く
離
れ
た
鎌

倉
で
娘
の
キ
リ
シ
タ
ン
隠
し
を
行
っ
た
』
と

い
う
こ
と
が
理
由
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
ま
た
、
夏
姫
の
戒
名
は
「
東
渓
院
殿

菊
隠
宗
英
禅
尼
」
だ
が
、『
隠
宗
』
と
は
『
隠

れ
た
宗
教
＝
キ
リ
ス
ト
教
』
で
は
な
い
か
と

推
理
す
る
研
究
家
も
い
る
。

　
こ
こ
ま
で
、
鎌
倉
に
お
い
て
久
清
公
と
夏

姫
の
研
究
が
長
年
に
渡
っ
て
続
け
ら
れ
て
き

た
と
い
う
こ
と
に
は
驚
か
さ
れ
る
が
、
取
材

で
得
ら
れ
た
驚
く
べ
き
情
報
は
ま
だ
他
に
も

あ
る
。
久
清
公
親
子
と
鎌
倉
キ
リ
シ
タ
ン
の

謎
は
想
像
以
上
に
深
い
霧
に
包
ま
れ
て
い

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
後
藤
篤
美
）

参
考
文
献…

小
丸
　
俊
雄
「
鎌
倉
の
か
く
れ
切
支
丹
」

昭
和
58
年
（
未
出
版
）

参
考
サ
イ
ト…

「
鎌
倉
、ま
ぼ
ろ
し
の
風
景
」（
ブ
ロ
グ
）

↑〔写真③〕十字を象った青銅製燭台。光の角度で、壁に十字の影が浮かびあがる
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↑〔写真②〕東渓院から山門や燭台を引き継いだ、時
宗西台山　光照寺（神奈川県鎌倉市）
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ミステリアス！竹田キリシタン

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
！
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
⑲
〔
鎌
倉
編
・
前
篇
〕

久
清
公
が
鎌
倉
の
キ
リ
シ
タ
ン
寺
に

封
じ
た「
夏
姫
」へ
の
想
い

三
代
藩
主
久
清
公
の
愛
娘
「
夏
姫
」。
そ
の
夏
姫
が
没
し
た
時
、
父
は
嫁
ぎ
先
か
ら
娘
を
引
き
取
り
、

失
意
の
う
ち
に
遠
く
離
れ
た
鎌
倉
の
キ
リ
シ
タ
ン
寺
に
葬
っ
た
。

　
神
奈
川
県
鎌
倉
市
の
台
村
に
は
岡
藩
縁
の

寺
が
明
治
５
年
ま
で
存
在
し
た
。
か
つ
て
存

在
し
た
そ
の
寺
は
「
東
渓
院
」
と
い
う
。
奥

深
い
谷
の
さ
ら
に
奥
ま
っ
た
小
高
い
場
所
に

あ
っ
た
。
竹
田
で
い
う
な
ら
ば
、
久
戸
の
よ

う
な
所
で
あ
る
。
東
渓
院
は
檀
家
を
一
切
持

た
な
い
、
い
わ
ば
岡
藩
直
営
の
寺
で
あ
っ
た

が
、
鎌
倉
で
は
キ
リ
シ
タ
ン
寺
と
し
て
認
識

さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
こ
の
寺
は
、
廃
藩
置

県
と
と
も
に
廃
寺
と
な
っ
た
際
に
建
物
は
取

り
壊
さ
れ
た
が
、
山
門
を
は
じ
め
、
本
尊
や

仏
具
の
う
ち
の
い
く
つ
か
が
、
近
く
の
別
の

寺
で
あ
る
「
光
照
寺
」〔
写
真
②
〕
に
引
き

継
が
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。（
光
照
寺

も
ま
た
、
公
私
と
も
に
認
め
る
キ
リ
シ
タ
ン

寺
で
あ
る
。）

　
で
は
、
な
ぜ
東
渓
院
は
キ
リ
シ
タ
ン
寺
と

呼
ば
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
と

し
て
最
初
に
、
中
川
ク
ル
ス
が
飾
ら
れ
た
山

門
〔
写
真
①
〕、
壁
に
十
字
の
影
が
浮
か
び

あ
が
る
南
蛮
模
様
の
青
銅
製
燭
台
〔
写
真

③
〕、
同
じ
く
南
蛮
模
様
の
青
銅
製
香
炉
が

遺
さ
れ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
鎌

倉
に
お
い
て
、
中
川
ク
ル
ス
は
Ｉ
Ｈ
Ｓ（
イ

エ
ズ
ス
会
の
紋
章
）
の
文
字
が
巧
み
に
隠
さ

れ
た
聖
な
る
十
字
紋
と
解
釈
さ
れ
、
キ
リ
シ

タ
ン
の
信
仰
対
象
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
ち
な

み
に
、
岡
藩
の
寺
で
あ
り
な
が
ら
、
東
渓
院

で
は
中
川
家
の
表
紋
で
あ
る
「
柏
紋
」
は
遺

さ
れ
て
い
な
い
。
第
二
の
理
由
と
し
て
、
東

渓
院
自
体
が
キ
リ
シ
タ
ン
寺
と
言
わ
れ
る
小

田
原「
早
雲
寺
」の
末
寺
で
あ
っ
た
こ
と
だ
。

さ
ら
に
、
こ
の
早
雲
寺
は
京
都
「
大
徳
寺
」

の
末
寺
で
も
あ
る
が
、
大
徳
寺
も
ま
た
蒲
生

氏
郷
、
黒
田
長
政
親
子
、
細
川
忠
興
な
ど
と

い
っ
た
キ
リ
シ
タ
ン
縁
の
武
将
が
多
く
眠
る

寺
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
徳
寺
↓
早

雲
寺
↓
東
渓
院
は
、
す
べ
て
キ
リ
シ
タ
ン
寺

と
し
て
共
通
し
て
い
る
と
い
う
も
の
だ
。
第

三
の
理
由
は
、
鎌
倉
付
近
の
キ
リ
シ
タ
ン
が

東
渓
院
や
光
照
寺
に
集
ま
っ
て
秘
か
に
祈
り

を
捧
げ
て
い
た
か
ら
だ
と
い
う
。
意
外
に
も

鎌
倉
に
は
多
く
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
い
た
よ
う

で
、
そ
れ
は
公
式
記
録
に
も
残
さ
れ
て
い
る

紛
れ
も
無
い
事
実
で
あ
る
。
以
上
が
、「
東

渓
院
＝
キ
リ
シ
タ
ン
寺
」
説
の
理
由
で
あ

る
。
こ
れ
だ
け
で
も
十
分
に
謎
め
い
て
い
る

が
、
竹
田
市
民
に
と
っ
て
最
大
の
謎
は
、
な

ぜ
鎌
倉
だ
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
こ

の
謎
を
追
い
始
め
る
と
、
ほ
ど
な
く
久
清
親

子
の
話
に
行
き
当
た
る
。

　
久
清
公
に
は
夏
姫
と
い
う
娘
が
い
た
。
彼

女
は
、
富
山
十
万
石
の
前
田
正
甫
に
嫁
ぐ

が
、
23
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
普
通
、
嫁

に
行
っ
た
者
は
嫁
ぎ
先
の
墓
に
葬
ら
れ
る

が
、
久
清
公
は
夏
姫
を
引
き
取
り
、
江
戸
の

広
徳
寺
（
他
の
資
料
で
は
海
善
寺
）
に
葬
っ

た
後
、
さ
ら
に
鎌
倉
に
位
牌
所
と
し
て
東
渓

院
を
建
立
し
た
。
要
す
る
に
、
東
渓
院
は
夏

姫
を
葬
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
寺
だ
っ
た
の

だ
。
問
題
は
、
そ
の
理
由
で
あ
る
。
鎌
倉
の

郷
土
史
家
の
資
料
に
、「
キ
リ
シ
タ
ン
で

あ
っ
た
夏
姫
を
仏
教
徒
で
あ
る
嫁
ぎ
先
で
葬

る
の
は
、
内
心
で
キ
リ
シ
タ
ン
を
棄
て
て
い

な
か
っ
た
父
と
し
て
忍
び
な
い
た
め
、
東
渓

院
を
建
て
た
と
い
う
の
が
理
由
で
は
な
い

か
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

こ
れ
が
も
し
事
実
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、『
国

元
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
遠
く
離
れ
た
鎌

倉
で
娘
の
キ
リ
シ
タ
ン
隠
し
を
行
っ
た
』
と

い
う
こ
と
が
理
由
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
ま
た
、
夏
姫
の
戒
名
は
「
東
渓
院
殿

菊
隠
宗
英
禅
尼
」
だ
が
、『
隠
宗
』
と
は
『
隠

れ
た
宗
教
＝
キ
リ
ス
ト
教
』
で
は
な
い
か
と

推
理
す
る
研
究
家
も
い
る
。

　
こ
こ
ま
で
、
鎌
倉
に
お
い
て
久
清
公
と
夏

姫
の
研
究
が
長
年
に
渡
っ
て
続
け
ら
れ
て
き

た
と
い
う
こ
と
に
は
驚
か
さ
れ
る
が
、
取
材

で
得
ら
れ
た
驚
く
べ
き
情
報
は
ま
だ
他
に
も

あ
る
。
久
清
公
親
子
と
鎌
倉
キ
リ
シ
タ
ン
の

謎
は
想
像
以
上
に
深
い
霧
に
包
ま
れ
て
い

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
後
藤
篤
美
）
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考
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小
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鎌
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和
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版
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今月のイントロダクションintroduction

図書館の
お知らせ

月

今月の読み聞かせ

ぼくたち・私たちの

学び舎

司書
の

おすすめ

日 月 火 水 木 金 土

2

新刊のご案内
【一般の本】
・恋歌（講談社） 朝井まかて
・昭和の犬（幻冬舎） 姫野カオルコ
・あとかた（新潮社） 千早　　茜
・骨を彩る（幻冬舎） 彩瀬　まる
・読書脳（文芸春秋） 立花　　隆
・ノボさん（講談社） 伊集院　静
・峠（上・中・下）（新潮社） 司馬遼太郎
・ベニシアの庭づくり（世界文化社） ベニシア・スタンリー・スミス

【子どもの本】
・図書室の日曜日（講談社） 村上しいこ
・こやぶ医院は、なんでも科（佼成出版社） 柏葉　幸子
・ひとつのねがい（理論社） はまだひろすけ
・日本は世界で何番目？ 1、健康・福祉（大月書店） 藤田　千枝
・かいけつゾロリのまほうのランプ～ッ（ポプラ社） 原　ゆたか
 他 40 冊ほど入りました。

100

音楽教育の先駆者　菊池綱次郎と都野

　
明
治
25
年
１
月
６
日
、
玉
洗
尋

常
小
学
校
（
旧
玉
来
小
学
校
の
前

身
）
が
新
築
竣
工
し
、
開
校
式
が
実

施
さ
れ
た
。
９
日
ま
で
の
４
日
間
、

都
野
尋
常
小
学
校
訓
導
の
菊
池
綱

次
郎
が
雇
わ
れ
、
手
風
琴
（
ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
）
の
演
奏
や
歌
を
披
露
し

た
。

　
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
手
風
琴

が
話
題
と
な
り
、
竹
田
尋
常
高
等

小
学
校
で
は
、
早
速
手
風
琴
を
購

入
し
、
週
２
回
、
唱
歌
科
の
時
間
を

新
設
し
て
、
音
楽
教
育
を
始
め
た
。

同
年
１
月
８
日
、
竹
田
尋
常
高
等

小
学
校
高
等
科
２
年
に
転
入
し
て

来
た
滝
廉
太
郎
（
12
才
）
は
、
２
年

後
東
京
音
楽
学
校
に
入
学
し
、
音

楽
の
道
を
究
め
て
い
っ
た
。
菊
池
綱

次
郎
は
、
ま
る
ご
と
博
物
館
64
に

紹
介
し
た
滝
廉
太
郎
の
友
人
、
羽

原
又
吉
の
恩
師
で
も
あ
っ
た
。

　
菊
池
綱
次
郎
は
明
治
元
年
８
月

29
日
直
入
郡
植
木
村
の
菊
池
玉
次

郎
の
二
男
と
し
て
出
生
す
る
。
明
治

12
年
７
月
、
11
歳
を
目
前
に
植
木

村
の
菊
池
兼
五
郎
の
養
子
に
な
る
。

彼
は
、
明
治
20
年
尋
常
科
教
員
仮

免
許
状
を
取
得
し
、
同
年
11
月
か

ら
訓
導
で
、
直
入
郡
佛
原
村
佛
原

簡
易
学
校
に
奉
職
す
る
。
翌
年
４

月
に
は
、
町
村
制
頒
布
に
よ
り
有

氏
村
、
佛
原
村
、
栢
木
村
を
聨
合
し

都
野
村
と
改
称
し
た
。
翌
22
年
、
佛

原
簡
易
学
校
・
栢
木
簡
易
学
校
を

合
併
し
、
都
野
尋
常
小
学
校
と
称

し
、
校
舎
を
新
築
し
た
。
尚
、
学
校

教
師
よ
り
、
一
人
専
門
職
と
し
都
野

村
学
務
委
員
に
選
出
さ
れ
た
。

　
菊
池
綱
次
郎
の
手
風
琴
演
奏
の

き
っ
か
け
は
、
仏
原
簡
易
学
校
訓
導

か
ら
都
野
尋
常
小
学
校
訓
導
及
び

学
務
委
員
を
兼
任
の
間
に
、
当
時

村
長
・
助
役
・
学
務
委
員
ら
の
理
解

の
下
、
明
治
23
年
５
月
16
日
か
ら
７

か
月
間
、
村
費
で
上
京
し
、
研
修
を

積
ん
だ
。
翌
年
７
月
都
野
村
有
志

の
寄
付
25
円
で
手
風
琴
を
購
入
し

音
楽
教
育
を
始
め
、
直
入
郡
内
の

各
学
校
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

彼
は
、
音
楽
教
育
の
先
駆
者
で
あ

る
。
後
に
彼
は
上
京
、
昭
和
３
年
４

月
６
日
東
京
で
死
亡
。
今
「
岡
順
院

釋
淡
水
居
士
」
と
な
り
竹
田
を
見

下
ろ
す
拝
田
原
の
墓
地
に
眠
る
。

　
　（
退
職
校
長
会
都
野
分
会
／

文
責
・
工
藤
　
晃
）

○ブックスタート 2月12日㈬ 13:30～ （竹田市総合社会福祉センター）
○おはなしのへや 毎週火曜日 10:30～11:00 （竹田市立図書館えほんのへや）
○おはなしルーム 2月19日㈬ 13:20～ （竹田幼稚園えほんのへや）
○おはなしルーム 2月13日㈭ 14:00～ （南部幼稚園）

　「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
元
気

な
挨
拶
で
一
日
が
始
ま
り
ま
す
。

　
朝
、
７
時
40
分
頃
、
早
い
子
ど
も

が
、
小
学
生
と
一
緒
に
歩
い
て
登
園

し
て
き
ま
す
。

　
入
園
当
初
は
自
分
た
ち
か
ら
挨

拶
が
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
繰
り
返
し
指
導
す
る
こ
と
で
大

き
な
声
で
挨
拶
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
南
部
幼
稚
園
は
、「
明
る
く
・
仲

良
く
・
元
気
よ
く
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も

の
育
成
を
目
指
し
た
幼
児
教
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
５
歳
児
36
名
が
の
び

の
び
と
園
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
２
学
期
は
、
音
楽
祭
や
発
表
会

な
ど
多
く
の
行
事
を
通
し
て
、
心
も

身
体
も
た
く
ま
し
く
成
長
し
ま
し

た
。

　
発
表
会
で
は
、
友
だ
ち
と
考
え
を

出
し
合
い
、
小
道
具
を
作
っ
た
り
準

備
を
進
め
た
り
、
楽
し
ん
で
取
り
組

み
ま
し
た
。
得
意
技
の
こ
ま
回
し
や

な
わ
跳
び
は
、
何
度
も
何
度
も
繰
り

返
し
練
習
し
ま
し
た
。
上
手
に
な
っ

た
お
友
だ
ち
を
「
す
ご
い
な
。」
と

認
め
た
り
、
う
ま
く
で
き
な
い
お
友

だ
ち
に
は
「
こ
う
す
る
と
い
い
よ
。」

と
教
え
て
あ
げ
た
り
、
友
だ
ち
同
士

切
磋
琢
磨
し
て
い
ま
し
た
。
劇
で
は

長
い
セ
リ
フ
を
堂
々
と
発
表
で
き
、

一
人
ひ
と
り
が
主
役
の
発
表
会
と
な

り
ま
し
た
。
自
信
に
満
ち
た
子
ど
も

た
ち
に
は
、
友
だ
ち
を
思
い
や
る
姿

も
見
ら
れ
成
長
を
感
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
小
学
校
の
持
久
走
大
会
に

参
加
し
、
全
員
が
８
０
０
メ
ー
ト
ル

を
走
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

約
２
か
月
前
か
ら
練
習
を
始
め
ま

し
た
が
、
朝
登
園
す
る
と
す
ぐ
に
練

習
で
す
。
本
番
で
は
途
中
何
人
か
が

転
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
が
、
最
後
ま

で
諦
め
る
こ
と
な
く
完
走
し
、
子
ど

も
た
ち
の
『
や
る
気
』
や
『
強
さ
』

の
成
長
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
小
学

生
や
保
護
者
の
方
々
の
応
援
で
力

が
増
し
、
走
り
切
っ
た
喜
び
も
大
き

か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
君
ヶ
園
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
と

は
、
芋
苗
植
え
・
芋
掘
り
を
通
し
て

交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
芋
掘
り

の
後
の
交
流
会
で
は
、
蒸
し
た
お
芋

を
一
緒
に
食
べ
た
り
、
肩
た
た
き
を

し
た
り
し
て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
の
触
れ
合
い
を
楽
し

み
ま
し
た
。
地
域
の
方
に
も
見
守
ら

れ
園
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

　
３
学
期
に
入
り
、
子
ど
も
た
ち
は

１
年
生
に
な
る
喜
び
に
胸
を
膨
ら

ま
せ
て
い
ま
す
。
ス
ム
ー
ズ
に
小
学

校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
５
年
生
と

の
交
流
や
１
年
生
の
授
業
見
学
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
　（
安
達
京
子
）

↑小学生との交流

↑なわ跳びも上手になったよ！

↑ふれあい収穫祭

今
月
の
学
び
舎
　竹
田
市
立
南
部
幼
稚
園

　12月26日、竹田ライオンズクラブ
の赤座昭義会長ほか役員３名が市本庁
舎を訪れ、「子どもたちや高齢者が楽
しめるような図書購入に役立ててほし
い」と、『新図書館』へ現金100万円
を寄贈していただきました。多大なご
支援をありがとうございます。

大人の本 子どもの本

「人生が豊かになる禅、
　シンプル片づけ術」
（枡野俊明／河出書房新社）

　究極のシンプル道は禅にあり!!今を生きる
私たちが豊かに暮らすためにできることは
何でしょう？よけいなものをそぎ落とし、
不要なものを手放して、限りなくシンプル
になること。いつの間にか身につけてしまっ
た無駄なものを徹底的に捨て去ると何もの
にもとらわれない「無心」の境地にたどり
つけると禅は教えています。「限りなくシン
プル」になるための方法はいかがですか？

「じぶんでつくろう
　こどものしゅげい」
（大月ヒロ子／福音館書店）

　布や毛糸や古着を使って、小物や服を
作ってみませんか？針やあみ棒を使わない
ので誰でも気軽に楽しめます。アクセサ
リー、ベルトバッグ、エプロン、マフラー
など約30種類の作品の作り方をイラストで
紹介しています。リサイクルのアイディア
にも注目してくださいね！
　かんたん手芸を楽しんでみましょう!!

誕
生
お
め
で
と
う
12
月
生
ま
れ
（
親
・
自
治
会
）

竹田ライオンズクラブが市に100万円を寄贈

■（アミ）が図書館の休館日。
お＝荻図書室、く＝久住図書室、
な＝直入図書室

■竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048　
■荻図書室（荻みらい館内）
　TEL・FAX 68-2200
■久住図書室
　TEL 76-0717  FAX 76-0724
■直入図書室
　TEL 75-2240  FAX 75-2231
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今月のイントロダクションintroduction

図書館の
お知らせ

月

今月の読み聞かせ

ぼくたち・私たちの

学び舎

司書
の

おすすめ

日 月 火 水 木 金 土

2

新刊のご案内
【一般の本】
・恋歌（講談社） 朝井まかて
・昭和の犬（幻冬舎） 姫野カオルコ
・あとかた（新潮社） 千早　　茜
・骨を彩る（幻冬舎） 彩瀬　まる
・読書脳（文芸春秋） 立花　　隆
・ノボさん（講談社） 伊集院　静
・峠（上・中・下）（新潮社） 司馬遼太郎
・ベニシアの庭づくり（世界文化社） ベニシア・スタンリー・スミス

【子どもの本】
・図書室の日曜日（講談社） 村上しいこ
・こやぶ医院は、なんでも科（佼成出版社） 柏葉　幸子
・ひとつのねがい（理論社） はまだひろすけ
・日本は世界で何番目？ 1、健康・福祉（大月書店） 藤田　千枝
・かいけつゾロリのまほうのランプ～ッ（ポプラ社） 原　ゆたか
 他 40 冊ほど入りました。

100

音楽教育の先駆者　菊池綱次郎と都野

　
明
治
25
年
１
月
６
日
、
玉
洗
尋

常
小
学
校
（
旧
玉
来
小
学
校
の
前

身
）
が
新
築
竣
工
し
、
開
校
式
が
実

施
さ
れ
た
。
９
日
ま
で
の
４
日
間
、

都
野
尋
常
小
学
校
訓
導
の
菊
池
綱

次
郎
が
雇
わ
れ
、
手
風
琴
（
ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
）
の
演
奏
や
歌
を
披
露
し

た
。

　
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
手
風
琴

が
話
題
と
な
り
、
竹
田
尋
常
高
等

小
学
校
で
は
、
早
速
手
風
琴
を
購

入
し
、
週
２
回
、
唱
歌
科
の
時
間
を

新
設
し
て
、
音
楽
教
育
を
始
め
た
。

同
年
１
月
８
日
、
竹
田
尋
常
高
等

小
学
校
高
等
科
２
年
に
転
入
し
て

来
た
滝
廉
太
郎
（
12
才
）
は
、
２
年

後
東
京
音
楽
学
校
に
入
学
し
、
音

楽
の
道
を
究
め
て
い
っ
た
。
菊
池
綱

次
郎
は
、
ま
る
ご
と
博
物
館
64
に

紹
介
し
た
滝
廉
太
郎
の
友
人
、
羽

原
又
吉
の
恩
師
で
も
あ
っ
た
。

　
菊
池
綱
次
郎
は
明
治
元
年
８
月

29
日
直
入
郡
植
木
村
の
菊
池
玉
次

郎
の
二
男
と
し
て
出
生
す
る
。
明
治

12
年
７
月
、
11
歳
を
目
前
に
植
木

村
の
菊
池
兼
五
郎
の
養
子
に
な
る
。

彼
は
、
明
治
20
年
尋
常
科
教
員
仮

免
許
状
を
取
得
し
、
同
年
11
月
か

ら
訓
導
で
、
直
入
郡
佛
原
村
佛
原

簡
易
学
校
に
奉
職
す
る
。
翌
年
４

月
に
は
、
町
村
制
頒
布
に
よ
り
有

氏
村
、
佛
原
村
、
栢
木
村
を
聨
合
し

都
野
村
と
改
称
し
た
。
翌
22
年
、
佛

原
簡
易
学
校
・
栢
木
簡
易
学
校
を

合
併
し
、
都
野
尋
常
小
学
校
と
称

し
、
校
舎
を
新
築
し
た
。
尚
、
学
校

教
師
よ
り
、
一
人
専
門
職
と
し
都
野

村
学
務
委
員
に
選
出
さ
れ
た
。

　
菊
池
綱
次
郎
の
手
風
琴
演
奏
の

き
っ
か
け
は
、
仏
原
簡
易
学
校
訓
導

か
ら
都
野
尋
常
小
学
校
訓
導
及
び

学
務
委
員
を
兼
任
の
間
に
、
当
時

村
長
・
助
役
・
学
務
委
員
ら
の
理
解

の
下
、
明
治
23
年
５
月
16
日
か
ら
７

か
月
間
、
村
費
で
上
京
し
、
研
修
を

積
ん
だ
。
翌
年
７
月
都
野
村
有
志

の
寄
付
25
円
で
手
風
琴
を
購
入
し

音
楽
教
育
を
始
め
、
直
入
郡
内
の

各
学
校
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

彼
は
、
音
楽
教
育
の
先
駆
者
で
あ

る
。
後
に
彼
は
上
京
、
昭
和
３
年
４

月
６
日
東
京
で
死
亡
。
今
「
岡
順
院

釋
淡
水
居
士
」
と
な
り
竹
田
を
見

下
ろ
す
拝
田
原
の
墓
地
に
眠
る
。

　
　（
退
職
校
長
会
都
野
分
会
／

文
責
・
工
藤
　
晃
）

○ブックスタート 2月12日㈬ 13:30～ （竹田市総合社会福祉センター）
○おはなしのへや 毎週火曜日 10:30～11:00 （竹田市立図書館えほんのへや）
○おはなしルーム 2月19日㈬ 13:20～ （竹田幼稚園えほんのへや）
○おはなしルーム 2月13日㈭ 14:00～ （南部幼稚園）
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。
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。
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感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
小
学

生
や
保
護
者
の
方
々
の
応
援
で
力

が
増
し
、
走
り
切
っ
た
喜
び
も
大
き

か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
君
ヶ
園
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
と

は
、
芋
苗
植
え
・
芋
掘
り
を
通
し
て

交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
芋
掘
り

の
後
の
交
流
会
で
は
、
蒸
し
た
お
芋

を
一
緒
に
食
べ
た
り
、
肩
た
た
き
を

し
た
り
し
て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
の
触
れ
合
い
を
楽
し

み
ま
し
た
。
地
域
の
方
に
も
見
守
ら

れ
園
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

　
３
学
期
に
入
り
、
子
ど
も
た
ち
は

１
年
生
に
な
る
喜
び
に
胸
を
膨
ら

ま
せ
て
い
ま
す
。
ス
ム
ー
ズ
に
小
学

校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
５
年
生
と

の
交
流
や
１
年
生
の
授
業
見
学
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
　（
安
達
京
子
）

↑小学生との交流

↑なわ跳びも上手になったよ！

↑ふれあい収穫祭

今
月
の
学
び
舎
　竹
田
市
立
南
部
幼
稚
園

　12月26日、竹田ライオンズクラブ
の赤座昭義会長ほか役員３名が市本庁
舎を訪れ、「子どもたちや高齢者が楽
しめるような図書購入に役立ててほし
い」と、『新図書館』へ現金100万円
を寄贈していただきました。多大なご
支援をありがとうございます。

大人の本 子どもの本

「人生が豊かになる禅、
　シンプル片づけ術」
（枡野俊明／河出書房新社）

　究極のシンプル道は禅にあり!!今を生きる
私たちが豊かに暮らすためにできることは
何でしょう？よけいなものをそぎ落とし、
不要なものを手放して、限りなくシンプル
になること。いつの間にか身につけてしまっ
た無駄なものを徹底的に捨て去ると何もの
にもとらわれない「無心」の境地にたどり
つけると禅は教えています。「限りなくシン
プル」になるための方法はいかがですか？

「じぶんでつくろう
　こどものしゅげい」
（大月ヒロ子／福音館書店）

　布や毛糸や古着を使って、小物や服を
作ってみませんか？針やあみ棒を使わない
ので誰でも気軽に楽しめます。アクセサ
リー、ベルトバッグ、エプロン、マフラー
など約30種類の作品の作り方をイラストで
紹介しています。リサイクルのアイディア
にも注目してくださいね！
　かんたん手芸を楽しんでみましょう!!

誕
生
お
め
で
と
う
12
月
生
ま
れ
（
親
・
自
治
会
）

竹田ライオンズクラブが市に100万円を寄贈

■（アミ）が図書館の休館日。
お＝荻図書室、く＝久住図書室、
な＝直入図書室

■竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048　
■荻図書室（荻みらい館内）
　TEL・FAX 68-2200
■久住図書室
　TEL 76-0717  FAX 76-0724
■直入図書室
　TEL 75-2240  FAX 75-2231
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郷土の植物 （299）

第107回
阿孫  久見

セリバオウレン（キンポウゲ科）
後世に伝える「久住山」の魅力

↑白壁康画伯

久住山雪景（白壁康・作）

作品を鑑賞する久住→
中学校の生徒

１月20日から26日の７日間、高原の画家・白壁康画伯の絵画展が久住公民館で盛大に開催されま
した。人間味あふれる優しい画風は観る者を魅了します。一堂に集められた貴重な作品の鑑賞を
通じて、久住に生きた先人の足跡を偲ぶことができました。（14頁に関連記事）

「ふるさとの画家・白壁康と久住山」絵画展、盛会のうちに幕

　九州アルプス商工会青年部・直入支部のみなさんが
「あいさつ＋笑顔」運動、【こんにちは♡プロジェクト】
を展開中です。

　こんにちは！この前、地元でよく知るお姉さまに
「こんにちは」と声をかけたら「あら、本当にやって
るのねっ」と。やってますよー。単純に気持ちが良く
て。うちのメンバーでうっかり忘れてる奴がいたら指
摘してやってください。先日、市報を見て自分も挨拶
運動をしたいって人がすでに２人も。ありがとう。ぜ
ひご一緒に。　　　　　　　　　　　　　  （高木　宏）

　
山
地
の
暗
い
湿
っ
た
林
内
に

生
育
す
る
高
さ
25
㌢
ほ
ど
の
小

さ
な
常
緑
の
雌
雄
異
株
の
多
年

草
で
す
。

　
葉
は
根
生
で
光
沢
の
あ
る
質

の
厚
い
２
回
３
出
複
葉
で
、
小

葉
は
形
が
セ
リ
の
葉
に
似
て
、

ふ
ち
は
と
が
っ
た
鋭
い
鋸
歯
が

あ
り
ま
す
。
葉
の
大
き
さ
は
長

さ
６
㌢
、幅
が
５
㌢
ほ
ど
で
す
。

　
早
春
の
頃
、
雌
花
は
紫
色
を

帯
び
、
雄
花
（
写
真
）
は
純
白

の
径
２
㌢
ほ
ど
の
離
弁
花
を
咲

か
せ
ま
す
。
花
弁
の
よ
う
な
長

い
先
の
と
が
っ
た
が
く
片
が
５

個
あ
り
、
花
弁
は
短
く
先
が
ま

る
く
、
が
く
片
５
個
よ
り
数
が

多
い
で
す
。
花
後
の
果
実
は
横

並
び
に
円
形
と
な
り
矢
車
を
連

想
し
ま
す
。

　
和
名
は
葉
が
セ
リ
の
よ
う

で
、
漢
方
で
胃
腸
薬
に
用
い
た

黄
色
い
根
茎
を
黄
蓮
と
い
い
、

芹
葉
黄
蓮
の
名
が
あ
り
ま
す
。

　
竹
田
で
は
祖
母
山
系
の
山
麓

の
み
で
稀
に
観
察
さ
れ
る
個
体

の
少
な
い
植
物
で
す
。
九
州
に

は
野
生
は
な
く
栽
培
さ
れ
た
も

の
が
野
生
化
し
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

秘
書
広
報
係 

☎
６
３-

１
０
４
３

誕生日　親
（地区・自治会）

平成25年
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男女共同参画
竹田市男女共同参画推進大会
　竹田市では、市民と行政が一体となり、男女共同参画
により理解を深めるため、男女共同参画推進大会を開催
します。男女が共に歩む社会をめざして、ここで学んだ
ことを、ぜひ地域やご家庭で活かしましょう。
日　時　　２月14日㈮ 19:00 ～
場　所　　竹田市総合社会福祉センター多目的ホール
演　題　　異性間コミュニケーション　
講　師　　佐藤律子　氏
　　　　　�㈱アートセレモニー代表

取締役社長、結婚情報誌
「アートブライダル」編集
長

プロフィール
1972年生まれ、既婚、一児（女の子）の母。普
通のＯＬから転職してウェディングプランナーに
なり、1,000組以上のカップルを手掛けた経験か
ら、恋愛結婚講座を開講、婚活スペシャリストと
して注目される。
恋愛結婚心理をビジネスや教育に落とし込み、企
業や高校、大学で、異性間コミュニケーション研
修を開講。
異性間コミュニケーション受講者（2003年～）は
述べ２千人を超え、東北６県・東京・大阪・名古
屋・金沢などで活躍中。雑誌掲載テレビ出演多数。

●お問い合せ
　竹田市人権・同和対策課　☎63-1111（内線290）

歴史資料館	  ☎63-1923
〔開館時間〕9:00 ～ 17:00
〔休　館　日〕�月曜日、祝日の翌日（月曜日が祝日の場合

は開館）
２階展示室
○企画展『生誕150年　田近竹邨』

１月24日㈮～３月16日㈰
　田近竹邨（1864 ～ 1922）は竹田市殿町出身の南画家
です。岡藩絵師淵野桂僲や田能村直入（寺町出身）に学
び、近代南画の大家となりました。
　今回の展覧会は、平成26年（2014）が竹邨生誕150年
であることを記念して竹邨の初期作品から代表作である
一楽描までを一堂に展示します。
　竹田が生んだ偉大な南画家の画業をお楽しみください。

市民ギャラリー 水琴館	 ☎63-2200
〔開館時間〕9:00 〜 17:00
〔休　館　日〕�月曜日・祝日の翌日（月曜日が祝日の場合

は開館）
○『紙人形展』

１月28日㈫午後～２月２日㈰
　紙人形を展示。

（紙人形教室　☎62-3315）

○『雛人形展』
２月７日㈮～３月９日㈰

　岡藩城下町雛祭りの一環として、竹田市最古のお雛様
「享保雛」をはじめとしたお雛様を展示。山口県出身の

別冊 たけたん情報 2月号 ①
紙人形作家　冨永嘉子先生の作品を合わせて展示。

（市民ギャラリー水琴館　☎62-2200）
※�２月４～６日は展示替えのため臨時休館いたします。ご迷惑をお

かけいたしますが、よろしくご了承のほどお願いします。
※�なお、展示内容の詳細を知りたい方は、申込者へ直接お電話下さ

い。

名水マラソン

第27回岡の里名水マラソン大会開催に伴う
ご協力について（お願い）
　３月２日㈰、第27回岡の里名水マラソン大会を県内
外より多くの参加者をお迎えし、開催いたします。
　ランナーは車道を走行いたします。下記コース内通行
の際はご留意いただき、交通整理にご協力をお願いいた
します。
　特に魚住ダム周辺の道路は道幅が狭いため、迂回にご
協力をお願いします。
大会開催日　３月２日㈰
選手走行時間　10:00 ～ 16:00
大�会コース　竹田市総合運動公園（スタート）～魚住ダ

ム～中島公園～旧祖峰中学校～出合交差点～神原（井
手ノ上公民館先折返し）～出合（宮砥へ）～宮砥（九
重野折返し）～出合トンネル～中島公園～魚住ダム～
竹田市総合運動公園（フィニッシュ）

●お問い合せ　名水マラソン大会事務局（生涯学習課内）
　〔担当：倉原〕　☎0974-63-4817
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火災予防
平成26年春季全国火災予防運動 ３月１日㈯～７日㈮
　「消えるまで　心の警報　ONのまま」

（平成25年度　全国統一防火標語）
　３月１日㈯から７日㈮の間、春季全国火災予防運動が
実施されます。期間中は消防団による火災防御訓練や、
幼年消防クラブによる防火パレードが行われ、火の用心
を呼びかけます。
　これからの季節は空気が乾燥し、火災が発生しやすい
時期になります。火の取り扱いに十分注意をしてくださ
い。
　本市では、昨年31件の火災がありましたが、出火原
因の多くが、枯れ草の焼却中に火災になったものです。
枯れ草等を焼却する場合は、消防署への届出をお願いし
ます。
◎取り付けただけではダメ！住宅用火災警報器！
　警報が鳴った時は！
　　○火災のとき（「ピーピーピー火事です」）
　　　①大声で周りに知らせ、119番をする。
　　　②可能なら初期消火を行う。
　　　③消火が難しそうな場合は、速やかに避難をする。
　　○火災でないとき（「ピーピーピー火事です」）
　　　�　火災でないのに警報が鳴った時は、警報停止ボ

タンを押すか、ひも付きタイプはひもを引く。ま
たは、室内の換気をする。くん煙式殺虫剤使用時
はビニール等で包みましょう。

　　○�電池切れ、機器異常の時（「ピッ電池切れです。
ピッピッピッ、故障です」）

　　　�　電池を交換するか、10年を目安に本体を交換。
機器異常時は購入店に相談してください。

　 定期的に作動を確認しましょう！
　　・�ボタンを押す。または、ひもを引いて定期的に作

動確認音を聞く。
　　・�音が鳴らない場合は、電池のセット状況、電気切

れを確認の上、取扱い説明書を見る。
　　　�住宅用火災警報器を取り付けていないご家庭は、

早めに設置しましょう！
●お問い合せ　竹田市消防本部警防課　☎63-0119

人権擁護
人権擁護委員に白石京子さん　 
　平成25年９月議会において竹田
市人権擁護委員の推薦について適任
と決定された次の方に、平成26年
１月１日付けで法務大臣から委嘱状
が交付されました。

白石　京子 氏（新任）
竹田市荻町馬場497番地1

年　金
あなたの気になる年金記録、もう一度確認を！
　年金記録問題の解決に向けて、これまで「ねんきん定
期便」などをお送りし、ご確認をお願いしてまいりまし
たが、まだ確認できていない記録が残っています。

　ご自身の年金記録に「もれ」や「誤り」があるのでは
とご心配のある方は、年金事務所にご相談ください。
●お問い合せ　大分年金事務所　国民年金課
　　　　　　　☎097-552-1211

消費者行政
消費生活相談窓口からの注意喚起
オリンピックを悪用した詐欺に注意
　2020年の東京オリンピック開催に伴い、オリンピッ
クに関連した詐欺が出てきています。オリンピック関連
企業への投資話などでお金を振り込ませるものなどです
が、一旦お金を支払ってしまうと取り戻すのは非常に困
難です。うまい話を持ちかけられても安易に信用しない
ようにしましょう。
●お問い合せ
　竹田市市民課窓口（竹田市消費生活センター）
　☎63-4834　8:30 ～ 17:00（月～金／平日のみ）
　◎�大分県消費生活・男女共同参画プラザ（アイネス）

☎097-534-0999

福　祉
点訳・音訳奉仕員養成講習会受講者募集
　大分県点字図書館では、視覚障がい者の方々に提供す
る点字図書・録音図書の製作等に協力していただくボラ
ンティアを募集しています。活動に必要な専門的な知
識・技術を習得するため、養成講習会を開催します。
日　　程　�平成26年４月～平成27年３月
　　　　　10:00 ～ 12:00（各講習会延べ40回程度）
　　　　　�点訳奉仕員養成講習会：毎週金曜日（定員

15名程度）
　　　　　�音訳奉仕員養成講習会：毎週火曜日（定員

20名程度）
会　　場　大分県点字図書館
受 講 料　無 料
応募条件　�原則として毎回受講可能な方、パソコンをお

持ちで簡単な操作ができる方、講習会終了後
はボランティアとして、継続して点字図書館
における点字図書・録音図書の製作に協力で
きる方

お申込み　�往復ハガキに希望講習会名（点訳・音訳のい
ずれか）、住所、氏名、年齢、電話番号を明
記し、大分県点字図書館まで郵送してくださ
い。（２月15日㈯必着）

●お問い合せ　大分県点字図書館　☎097-538-0399
　〒870-0043　大分市中島東1-2-28

就学援助
就学援助制度をご存じですか
　就学援助制度とは、経済的な理由により児童・生徒の
竹田市立小・中学校への就学が困難なご家庭に対し、市
が学校給食費や学用品費等の費用の一部を援助する制度
です。
　対象者は、市内に住所を有する児童生徒の保護者で、
生活保護法に基づく保護の停止または廃止を受けた方、
市民税が非課税または減免を受けた方、児童扶養手当の
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支給を受けている方、保護者の世帯全員の収入総額が少
なく生活が経済的に厳しい等、認定基準に該当する方で
す。
　援助を希望される保護者の方は、２月18日㈫までに
就学を予定されている各小中学校へご相談ください。
●�お問い合せ　竹田市教育委員会　学校教育課　☎63-

4833

売　却
市が保有している土地を一般競争入札で売却
します！
番
号 物　件　名 所　在　地 地目 地積（㎡）

１ 上角市有地
（児童公園跡）

竹田市大字竹田
字魚住880番8 宅地 595.73

（実測面積）

２ 上角市有地
（住宅跡地）

竹田市大字竹田
字魚住880番9 宅地 388.54

（実測面積）
入札日時　２月28日㈮　10:00 ～
入札場所　竹田市本庁舎２階会議室
参加方法　事前に財政課管財係にお申し込みください。
受付期間　２月３日㈪～２月17日㈪
現地説明会　２月24日㈪　10:00
現地説明会場所　竹田市大字竹田字魚住880番8
※�市税を滞納している人等は入札に参加できない場合が

あります。
●お問い合せ　
　竹田市財政課 管財係　☎63-1111（内線234）

国民健康保険
交通事故等で国民健康保険を使うときには、
必ず届け出を
　交通事故など第三者（加害者）の行為によって受けた
ケガ・病気の治療費は、加害者が負担するのが原則です。
　このため、加害者がすぐに治療費を払えない場合など
に国民健康保険を使って治療を受けるときには届け出に
より、国民健康保険が一時的に医療費を立て替え、後で
加害者に請求することになります。必ず届け出を行って
ください。
　なお、加害者から治療費を受け取ったり、示談を済ま
せてしまうと、国民健康保険が使えなくなることがありま
すので、示談を結ぶ前に、必ず保険課へご相談ください。

◎届出に必要なもの
　①印かん　　　②保険証
　③事故証明書（交通事故の場合）
◎届出先　竹田市保険課、または各支所いきいき市民課
●お問い合せ　竹田市保険課　国保・高齢者医療係
　☎63-1111（内線135・136・137）

宝くじ助成
宝くじの助成金で「柚長コミュニティセン
ター」が整備されました！
　地域の拠点となる施設が整備されたことで、コミュニ
ティ活動の継続が図られ、これまで以上に、地域主体の
活動展開ができるようになりました。

住　宅
公営住宅３月入居募集の予定をお知らせします
一般住宅の募集

【竹田地域】�県営玉来住宅：１戸（単身可）／県営豊岡
住宅：３戸

【荻 地 域】県営桜1B-3：１戸
一般住宅の随時募集

【竹田地域】　県営豊岡住宅
特定公共賃貸住宅の随時募集

【竹田地域】　�七里団地（35歳以下の単身のみ）、七里
第２団地（35歳以下の単身のみ）を予定
しています。

※申込方法、募集住宅の詳細は「広報たけた」３月号に掲載します。
●�お問い合せ　竹田市営住宅管理センター（本庁建設課

内）☎63-4400



2014年2月発行4

㊐
　
　
　
　
SU
N
㊊
　
　
　
　
M
ON

㊋
　
　
　
　
TU
E
㊌
　
　
　
　
W
ED

㊍
　
　
　
　
TH
U

㊎
　
　
　
　
FR
I
㊏
　
　
　
　
SA
T

19
18

17
16

20
21

22

23
26

27
28

5
4

3
2

6
7

8

9
12

25

1

11

2410
13

14
15

２
月
行
政
相
談
員
に
よ
る
行
政
相
談
所
の
開
設
一
覧

・
農
地
に
係
る
各
種
申
請
受
付
の
締
め
切
り
は
、
毎
月
15
日
で
す
（
15
日
が
土
日
の
場
合
は
直
前
の
金
曜
が
締
切
日
と
な
り
ま
す
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 ●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
農
業
委
員
会
事
務
局
　
☎
63
-4
81
5

農業
委員
会事
務局
農地
係か
らの
お知
らせ

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
総
務
課
行
政
係
　
☎
63
-1
11
1（
内
線
21
1）

　
※
行
政
相
談
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
行
政
相
談
委
員
ま
で

　
　（
〔
竹
田
〕小
河
晴
義
☎
62
-3
66
2、〔
荻
〕太
田
正
一
☎
68
-2
48
0、〔
久
住
〕本
郷
俊
一
☎
76
-1
30
4、

　
　
 〔
直
入
〕斉
藤
義
昭
☎
75
-2
69
2）

地
　
域

相
談
日

開
催
時
間

開
催
場
所
 

２
月
19
日
㈬

２
月
20
日
㈭

２
月
19
日
㈬

２
月
19
日
㈬

10
:0
0
～
12
:0
0

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
相
談
室

荻
支
所
　
１
階
厚
生
室

久
住
公
民
館
　
健
康
相
談
室

直
入
支
所
　
小
会
議
室

竹
　
田
荻
久
　
住

直
　
入

竹
田
市
の
こ
よ
み

20
14
年（
平
成
26
年
）

月
２

※
1
竹
田
市
歩
こ
う
会
　
☎
62
-2
50
1（
山
本
）

※
2
竹
田
創
生
館
　
☎
62
-4
10
0

・第
56
回
県
内
一
周
大
分
合

同
駅
伝
競
走
大
会
竹
田
市

チ
ー
ム
結
団
式

9:
30
～（
市
本
庁
舎
３
階

会
議
室
）

・高
齢
者
の
た
め
の
レ
ク
財
講
習
会

9:3
0～
（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セン
タ
ー
）

・
美
味
し
い
は
幸
せ
～
国
際
料
理
教
室

「
フ
ラ
ン
ス
の
お
菓
子
」

10
:0
0-
15
:0
0（
竹
田
市
総
合
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室
）材
料
費
１
人

約
10
00
円・
要
予
約
2／
20
㈭
ま
で
 

※
参
加
者
先
着
10
名
限
定
 
問
竹
田

市
商
工
観
光
課
 ☎
63
-4
80
7

・2
01
4カ
ラ
オ
ケ
フ
ェ
ス
タ

10
:0
0～
※
入
場
無
料（
久
住
公
民

館
く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
）

・荻
の
里
温
泉
休
館
日

・平
成
26
年
度
入
園
説
明
会

及
び
面
接

15
:0
0～
（
竹
田
幼
稚
園
・

南
部
幼
稚
園
・
直
入
幼
稚

園
）

・荻
の
里
温
泉
休
館
日

・「
第
７
回
和
気
藹
音
コ
ン

サ
ー
ト
」

13
:0
0～
※
入
場
無
料（
久

住
公
民
館
く
じ
ゅ
う
サ
ン

ホ
ー
ル
）主
催
：
竹
田
市
文

化
連
盟
合
唱
部・
器
楽
部

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
:0
0（
竹
田
市

立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
:0
0（
竹
田
市

立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
:0
0（
竹
田
市

立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

（
竹
田
古
町
会
場
）

☎
63
-3
34
6

・第
56
回
大
分
合
同
県
内
一

周
駅
伝

（
竹
田
市
入
り
）1
4:
00
頃

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
:0
0（
竹
田
市

立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0（
竹
田
市

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）：

要
予
約（
☎
63
-3
34
6）

・竹
田
歩
こ
う
会

〔
メ
ン
ヒ
ル
〕サ
ン
リ
ブ
9:
00

集
合
※
１

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0（
直
入
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）：
要
予

約（
☎
63
-3
34
6）

・
豊
肥
子
牛
市
場
9:
30
～
せ
り
開

始（
豊
肥
家
畜
市
場
）

・3
・6
・1
2か
月
児
健
康
診
査

〔
３
か
月・
６
か
月
〕1
3:
00
-1
3:
20

受
付〔
12
か
月
〕1
3:
20
-1
3:
40

受
付（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
）※
15
時
終
了
予
定

・
R
ea
dy
2c
ha
t英
会
話（
英
語

中・
上
級
）1
9:
00
-2
1:
00
 
※
参

加
無
料（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
保
健
指
導
室
）問
竹
田

市
商
工
観
光
課
　
☎
63
-4
80
7

・温
泉
療
養
文
化
館「
御
前
湯
」休
館
日

・第
56
回
大
分
合
同
県
内
一
周
駅
伝

（
竹
田
市
発
）8
:0
0ス
タ
ー
ト

・
年
金
相
談
10
:0
0-
15
:0
0（
竹
田
市

高
齢
者
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
）

・１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

13
:0
0-
13
:2
0受
付（
竹
田
市
総
合

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・大
分
県
行
政
書
士
会
無
料
相
談
会

13
:0
0-
16
:0
0（
大
分
県
行
政
書
士

会〔
大
分
市
〕）
問
大
分
県
行
政
書
士

会
事
務
局
 ☎
09
7-
53
7-
70
89

・３
歳
児
健
康
診
査

13
:0
0-
13
:2
0受
付（
竹

田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
）※
15
:3
0終
了
予
定

・ 竹
田
温
泉「
花
水
月
」休
館
日

・竹
田
歩
こ
う
会

〔
荻
迫
方
面
・
花
水
月
前

9:
00
集
合
〕※
１

・平
成
25
年
度
竹
田
市
学
校

保
健
大
会

14
:3
0～
（
竹
田
市
総
合
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的

ホ
ー
ル
）

・ 竹
田
温
泉「
花
水
月
」休
館
日
・お
も
城
サ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

13
:0
0～
（
岡
城
跡
駐
車

場
）※
要
予
約
：
文
化
財
課
 

☎
63
-4
81
8

・
竹
田
市
男
女
共
同
参
画
推

進
大
会

19
:0
0～
（
竹
田
市
総
合
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的

ホ
ー
ル
）

・ 竹
田
温
泉「
花
水
月
」休
館
日

・豊
肥
成
牛
市
場

9:
30
～
せ
り
開
始（
豊
肥

家
畜
市
場
）

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0（
荻
福
祉

健
康
エ
リ
ア
）：
要
予
約（
☎

63
-3
34
6）

・ 竹
田
温
泉「
花
水
月
」休
館
日

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0（
久
住
保

健
セ
ン
タ
ー
）：
要
予
約（
☎

63
-3
34
6）

・水
琴
館『
雛
人
形
展
』

～
3／
9㈰
ま
で

・第
１
６
回
岡
藩
城
下
町
雛
ま
つ

り・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

10
:0
0～
（
竹
田
創
生
館
）

・
第
16
回
岡
藩
城
下
町
雛
ま
つ

り・
花
餅
づ
く
り
 1
0:
30
～（
本

町・
永
田
自
転
車
跡
地
）

・
災
害
時
一
時
避
難
所
協
定
締

結
式
 1
4:
00
～（
市
本
庁
舎
）

【
納
期
】国
民
健
康
保
険
税
８

期
、介
護
保
険
料
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
８
期

・
竹
田
市
立
竹
田
幼
稚
園
落

成
式
9:
00
～

・ お
も
城
サ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

13
:0
0～
（
岡
城
跡
駐
車

場
）※
要
予
約
：
文
化
財
課

☎
63
-4
81
8

・
歴
史
資
料
館
特
別
展『
生

誕
15
0年
　
田
近
竹
邨
』

～
3／
16
㈰
ま
で

・水
琴
館『
紙
人
形
展
』

～
2／
2㈰
ま
で

・
な
お
い
り
保
育
園
第
19
回
発

表
会
 
9:
00
～（
直
入
公
民
館

大
ホ
ー
ル
）

・
第
22
回
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
会
長
杯

争
奪
直
入
少
年
柔
道
大
会

9:
30
～（
竹
田
市
直
入
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
柔
道

場
）

・童
謡
と
絵
本
の
会

10
:0
0-
11
:3
0（
佐
藤
義
美
記

念
館〔
こ
の
こ
の
お
う
ち
〕）

・食
育
フ
ェ
ス
タ

12
:3
0-
16
:3
0〔
食
育
活

動
報
告
・
食
育
講
演
会
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
〕（
竹
田

市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
）（
☎
63
-4
81
0）

・第
61
回
語
り
部
と
竹
田
の

歴
史
を
調
べ
る
会

（
文
化
会
館
前
9:
50
集
合
）

第
１
回
朽
網
キ
リ
シ
タ
ン
研

究
会
を
開
催
し
ま
す
！

日
時
　
２
月
22
日
㈯

　
　
　
13
:0
0-
15
:0
0

場
所
　
直
入
公
民
館
 ホ
ー
ル

　
　
　
※
入
場
無
料

講
師
　
佐
藤
満
洋
先
生

（
N
H
K学
園
古
文
書
講
座
講

師
、
大
分
県
先
哲
史
料
館
記
録

史
料
調
査
委
員
）

●
お
問
い
合
せ
　
直
入
公
民
館

　
☎
09
74
-7
5-
22
40

建
国
記
念
の
日

月 間 ・ そ の 他

○
平
成
25
年
分
の
贈
与
税
の
申
告（
２
／
１
㈯
～
３
／
17
㈪
）

○
第
16
回
岡
藩
城
下
町
雛
ま
つ
り（
２
／
７
㈮
～
３
／
９
㈰
）

○
平
成
25
年
分
の
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告（
2／
17
㈪
～
3／
17
㈪
）

○「
は
た
ち
の
献
血
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
１
／
１
㈬
～
２
／
28
㈮
）

○
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告（
１
／
６
㈪
～
３
／
31
㈪
）

○
平
成
26
年
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動（
３
／
１
㈯
～
７
日
㈮
）　

○
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月
間
　
　
○
北
方
領
土
返
還
運
動
全
国
強
調
月
間

○
冬
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間

お
知
ら
せ
陽
目
の
里
「
名
水
茶
屋
」
平
成
25
年
12
月
２
日
㈪
か
ら
平
成
26
年
３
月
中
旬
ま
で
冬
季
休
業
期
間
中
で
す
。

 第
６
回
語
り
部
と
竹
田
の
歴
史
を
調
べ
る
会

〔
実
施
日
〕
２
月
22
日
㈯
 ９
:5
0（
文
化
会
館
前
集
合
）　
※
参
加
費
50
0円
（
申
込
み
2
／
15
ま
で
）

〔
テ
ー
マ
〕
城
　
郭
　
　
　〔
講
　
師
〕
中
西
　
義
昌
氏
（
北
九
州
市
）

  ●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
創
生
館
　
☎
62
-4
10
0

◇
20
14
年
３
月
上
旬
の
主
な
予
定

 
１
日
㈯
 
・
大
分
県
立
三
重
総
合
高
等
学
校
久
住
校
平
成
25
年
度
卒
業
証
書
授
与
式
　
10
:0
0
～

（
久
住
校
体
育
館
）

 
 
・
第
12
回
合
同
企
業
面
接
相
談
会
　
13
:3
0
～
16
:0
0（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
）

 
２
日
㈰
 
・
第
27
回
岡
の
里
名
水
マ
ラ
ソ
ン
大
会
　
9:
00
～
（
竹
田
市
総
合
運
動
公
園
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
）

 
７
日
㈮
 
・
第
16
回
岡
藩
城
下
町
雛
ま
つ
り
・
流
し
雛
　
10
:30
～（
JR
豊
後
竹
田
駅
前
稲
葉
川
河
川
敷
）

 
８
日
㈯
 
・
第
16
回
岡
藩
城
下
町
雛
ま
つ
り
・
ひ
い
な
あ
そ
び
　
10
:3
0
～
　
※
雨
天
中
止
（
い

こ
い
の
広
場
）

 
 
・
竹
田
市
生
涯
学
習
ま
つ
り
　
13
:00
 受
付
・
13
:30
 開
会（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
！

最
低
賃
金

大
分
県
最
低
賃
金
（
地
域
別
）

１
時
間
　
66
4円

効
力
発
生
日
平
成
25
年
10
月
20
日

　
最
低
賃
金
以
上
の
賃
金
が
支
払
わ

れ
て
い
ま
す
か
。

　
「
最
低
賃
金
制
度
」
は
、
す
べ
て

の
労
働
者
の
賃
金
の
最
低
限
を
保
障

す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
す
。

●
お
問
い
合
せ

　
大
分
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
☎
09
7-
53
6-
32
15

　
豊
後
大
野
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
09
74
-2
2-
01
53

竹
田
市
代
表
ラ
ン
ナ
ー
に
熱
い
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
!

第
56
回
大
分
合
同
県
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会

開
催
期
間
　
２
月
17
日
㈪
～
21
日
㈮
　
５
日
間

 竹
田
入
　
18
日
㈫
　
旧
緒
方
工
業
前
（
13
:3
4頃
）
～
竹
田
市
役
所
前
（
14
:0
7頃
）

 竹
田
出
　
19
日
㈬
　
竹
田
市
役
所
前
　
8:0
0ス
タ
ー
ト
～
久
住
郵
便
局
前
（
8:4
1頃
）

～
直
入
支
所
前
（
9:
21
頃
）

○
竹
田
市
選
手
団
の
み
な
さ
ん

　
監
督
・
志
賀
　
哲
哉
　
　
監
督
・
髙
橋
孝
一
郎

　
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
田
部
　
貴
之

　
選
手
・
志
賀
　
直
樹
　
　
熊
野
　
真
吉
　
　
後
藤
　
哲
美
　
　
甲
斐
　
勇
治

　
　
　
　
後
藤
　
雅
人
　
　
吉
良
　
　
進
　
　
添
田
　
宏
和
　
　
新
地
　
義
昭

　
　
　
　
渡
邊
　
一
義
　
　
三
辻
　
成
春
　
　
志
賀
　
祥
一
　
　
志
賀
　
太
一

　
　
　
　
志
賀
　
　
篤
　
　
古
賀
　
顕
典
　
　
佐
藤
　
志
鳳
　
　
高
司
　
悠
佑

　
　
　
　
志
賀
　
勇
輝
　
　
荒
巻
　
　
翼
　
　
堀
　
　
勇
進
　
　
髙
橋
孝
一
郎

　
　
　
　
山
口
　
浩
史
　
　
佐
田
　
修
一
　
　
姫
野
　
晃
司
　
　
阿
曽
生
友
美

　
　
　
　
下
藤
ひ
と
み
　
　
阿
部
　
里
菜
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SU
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M
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㊋
　
　
　
　
TU
E
㊌
　
　
　
　
W
ED

㊍
　
　
　
　
TH
U

㊎
　
　
　
　
FR
I
㊏
　
　
　
　
SA
T

19
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17
16

20
21

22

23
26

27
28

5
4

3
2

6
7

8

9
12

25

1

11

2410
13

14
15

２
月
行
政
相
談
員
に
よ
る
行
政
相
談
所
の
開
設
一
覧

・
農
地
に
係
る
各
種
申
請
受
付
の
締
め
切
り
は
、
毎
月
15
日
で
す
（
15
日
が
土
日
の
場
合
は
直
前
の
金
曜
が
締
切
日
と
な
り
ま
す
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 ●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
農
業
委
員
会
事
務
局
　
☎
63
-4
81
5

農業
委員
会事
務局
農地
係か
らの
お知
らせ

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
総
務
課
行
政
係
　
☎
63
-1
11
1（
内
線
21
1）

　
※
行
政
相
談
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
行
政
相
談
委
員
ま
で

　
　（
〔
竹
田
〕小
河
晴
義
☎
62
-3
66
2、〔
荻
〕太
田
正
一
☎
68
-2
48
0、〔
久
住
〕本
郷
俊
一
☎
76
-1
30
4、

　
　
 〔
直
入
〕斉
藤
義
昭
☎
75
-2
69
2）

地
　
域

相
談
日

開
催
時
間

開
催
場
所
 

２
月
19
日
㈬

２
月
20
日
㈭

２
月
19
日
㈬

２
月
19
日
㈬

10
:0
0
～
12
:0
0

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
相
談
室

荻
支
所
　
１
階
厚
生
室

久
住
公
民
館
　
健
康
相
談
室

直
入
支
所
　
小
会
議
室

竹
　
田
荻
久
　
住

直
　
入

竹
田
市
の
こ
よ
み

20
14
年（
平
成
26
年
）

月
２

※
1
竹
田
市
歩
こ
う
会
　
☎
62
-2
50
1（
山
本
）

※
2
竹
田
創
生
館
　
☎
62
-4
10
0

・第
56
回
県
内
一
周
大
分
合

同
駅
伝
競
走
大
会
竹
田
市

チ
ー
ム
結
団
式

9:
30
～（
市
本
庁
舎
３
階

会
議
室
）

・高
齢
者
の
た
め
の
レ
ク
財
講
習
会

9:3
0～
（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セン
タ
ー
）

・
美
味
し
い
は
幸
せ
～
国
際
料
理
教
室

「
フ
ラ
ン
ス
の
お
菓
子
」

10
:0
0-
15
:0
0（
竹
田
市
総
合
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室
）材
料
費
１
人

約
10
00
円・
要
予
約
2／
20
㈭
ま
で
 

※
参
加
者
先
着
10
名
限
定
 
問
竹
田

市
商
工
観
光
課
 ☎
63
-4
80
7

・2
01
4カ
ラ
オ
ケ
フ
ェ
ス
タ

10
:0
0～
※
入
場
無
料（
久
住
公
民

館
く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
）

・荻
の
里
温
泉
休
館
日

・平
成
26
年
度
入
園
説
明
会

及
び
面
接

15
:0
0～
（
竹
田
幼
稚
園
・

南
部
幼
稚
園
・
直
入
幼
稚

園
）

・荻
の
里
温
泉
休
館
日

・「
第
７
回
和
気
藹
音
コ
ン

サ
ー
ト
」

13
:0
0～
※
入
場
無
料（
久

住
公
民
館
く
じ
ゅ
う
サ
ン

ホ
ー
ル
）主
催
：
竹
田
市
文

化
連
盟
合
唱
部・
器
楽
部

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
:0
0（
竹
田
市

立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
:0
0（
竹
田
市

立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
:0
0（
竹
田
市

立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

（
竹
田
古
町
会
場
）

☎
63
-3
34
6

・第
56
回
大
分
合
同
県
内
一

周
駅
伝

（
竹
田
市
入
り
）1
4:
00
頃

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
:0
0（
竹
田
市

立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0（
竹
田
市

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）：

要
予
約（
☎
63
-3
34
6）

・竹
田
歩
こ
う
会

〔
メ
ン
ヒ
ル
〕サ
ン
リ
ブ
9:
00

集
合
※
１

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0（
直
入
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）：
要
予

約（
☎
63
-3
34
6）

・
豊
肥
子
牛
市
場
9:
30
～
せ
り
開

始（
豊
肥
家
畜
市
場
）

・3
・6
・1
2か
月
児
健
康
診
査

〔
３
か
月・
６
か
月
〕1
3:
00
-1
3:
20

受
付〔
12
か
月
〕1
3:
20
-1
3:
40

受
付（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
）※
15
時
終
了
予
定

・
R
ea
dy
2c
ha
t英
会
話（
英
語

中・
上
級
）1
9:
00
-2
1:
00
 
※
参

加
無
料（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
保
健
指
導
室
）問
竹
田

市
商
工
観
光
課
　
☎
63
-4
80
7

・温
泉
療
養
文
化
館「
御
前
湯
」休
館
日

・第
56
回
大
分
合
同
県
内
一
周
駅
伝

（
竹
田
市
発
）8
:0
0ス
タ
ー
ト

・
年
金
相
談
10
:0
0-
15
:0
0（
竹
田
市

高
齢
者
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
）

・１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

13
:0
0-
13
:2
0受
付（
竹
田
市
総
合

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・大
分
県
行
政
書
士
会
無
料
相
談
会

13
:0
0-
16
:0
0（
大
分
県
行
政
書
士

会〔
大
分
市
〕）
問
大
分
県
行
政
書
士

会
事
務
局
 ☎
09
7-
53
7-
70
89

・３
歳
児
健
康
診
査

13
:0
0-
13
:2
0受
付（
竹

田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
）※
15
:3
0終
了
予
定

・ 竹
田
温
泉「
花
水
月
」休
館
日

・竹
田
歩
こ
う
会

〔
荻
迫
方
面
・
花
水
月
前

9:
00
集
合
〕※
１

・平
成
25
年
度
竹
田
市
学
校

保
健
大
会

14
:3
0～
（
竹
田
市
総
合
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的

ホ
ー
ル
）

・ 竹
田
温
泉「
花
水
月
」休
館
日
・お
も
城
サ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

13
:0
0～
（
岡
城
跡
駐
車

場
）※
要
予
約
：
文
化
財
課
 

☎
63
-4
81
8

・
竹
田
市
男
女
共
同
参
画
推

進
大
会

19
:0
0～
（
竹
田
市
総
合
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的

ホ
ー
ル
）

・ 竹
田
温
泉「
花
水
月
」休
館
日

・豊
肥
成
牛
市
場

9:
30
～
せ
り
開
始（
豊
肥

家
畜
市
場
）

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0（
荻
福
祉

健
康
エ
リ
ア
）：
要
予
約（
☎

63
-3
34
6）

・ 竹
田
温
泉「
花
水
月
」休
館
日

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0（
久
住
保

健
セ
ン
タ
ー
）：
要
予
約（
☎

63
-3
34
6）

・水
琴
館『
雛
人
形
展
』

～
3／
9㈰
ま
で

・第
１
６
回
岡
藩
城
下
町
雛
ま
つ

り・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

10
:0
0～
（
竹
田
創
生
館
）

・
第
16
回
岡
藩
城
下
町
雛
ま
つ

り・
花
餅
づ
く
り
 1
0:
30
～（
本

町・
永
田
自
転
車
跡
地
）

・
災
害
時
一
時
避
難
所
協
定
締

結
式
 1
4:
00
～（
市
本
庁
舎
）

【
納
期
】国
民
健
康
保
険
税
８

期
、介
護
保
険
料
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
８
期

・
竹
田
市
立
竹
田
幼
稚
園
落

成
式
9:
00
～

・ お
も
城
サ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

13
:0
0～
（
岡
城
跡
駐
車

場
）※
要
予
約
：
文
化
財
課

☎
63
-4
81
8

・
歴
史
資
料
館
特
別
展『
生

誕
15
0年
　
田
近
竹
邨
』

～
3／
16
㈰
ま
で

・水
琴
館『
紙
人
形
展
』

～
2／
2㈰
ま
で

・
な
お
い
り
保
育
園
第
19
回
発

表
会
 
9:
00
～（
直
入
公
民
館

大
ホ
ー
ル
）

・
第
22
回
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
会
長
杯

争
奪
直
入
少
年
柔
道
大
会

9:
30
～（
竹
田
市
直
入
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
柔
道

場
）

・童
謡
と
絵
本
の
会

10
:0
0-
11
:3
0（
佐
藤
義
美
記

念
館〔
こ
の
こ
の
お
う
ち
〕）

・食
育
フ
ェ
ス
タ

12
:3
0-
16
:3
0〔
食
育
活

動
報
告
・
食
育
講
演
会
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
〕（
竹
田

市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
）（
☎
63
-4
81
0）

・第
61
回
語
り
部
と
竹
田
の

歴
史
を
調
べ
る
会

（
文
化
会
館
前
9:
50
集
合
）

第
１
回
朽
網
キ
リ
シ
タ
ン
研

究
会
を
開
催
し
ま
す
！

日
時
　
２
月
22
日
㈯

　
　
　
13
:0
0-
15
:0
0

場
所
　
直
入
公
民
館
 ホ
ー
ル

　
　
　
※
入
場
無
料

講
師
　
佐
藤
満
洋
先
生

（
N
H
K学
園
古
文
書
講
座
講

師
、
大
分
県
先
哲
史
料
館
記
録

史
料
調
査
委
員
）

●
お
問
い
合
せ
　
直
入
公
民
館

　
☎
09
74
-7
5-
22
40

建
国
記
念
の
日

月 間 ・ そ の 他

○
平
成
25
年
分
の
贈
与
税
の
申
告（
２
／
１
㈯
～
３
／
17
㈪
）

○
第
16
回
岡
藩
城
下
町
雛
ま
つ
り（
２
／
７
㈮
～
３
／
９
㈰
）

○
平
成
25
年
分
の
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告（
2／
17
㈪
～
3／
17
㈪
）

○「
は
た
ち
の
献
血
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
１
／
１
㈬
～
２
／
28
㈮
）

○
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告（
１
／
６
㈪
～
３
／
31
㈪
）

○
平
成
26
年
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動（
３
／
１
㈯
～
７
日
㈮
）　

○
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月
間
　
　
○
北
方
領
土
返
還
運
動
全
国
強
調
月
間

○
冬
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間

お
知
ら
せ
陽
目
の
里
「
名
水
茶
屋
」
平
成
25
年
12
月
２
日
㈪
か
ら
平
成
26
年
３
月
中
旬
ま
で
冬
季
休
業
期
間
中
で
す
。

 第
６
回
語
り
部
と
竹
田
の
歴
史
を
調
べ
る
会

〔
実
施
日
〕
２
月
22
日
㈯
 ９
:5
0（
文
化
会
館
前
集
合
）　
※
参
加
費
50
0円
（
申
込
み
2
／
15
ま
で
）

〔
テ
ー
マ
〕
城
　
郭
　
　
　〔
講
　
師
〕
中
西
　
義
昌
氏
（
北
九
州
市
）

  ●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
創
生
館
　
☎
62
-4
10
0

◇
20
14
年
３
月
上
旬
の
主
な
予
定

 
１
日
㈯
 
・
大
分
県
立
三
重
総
合
高
等
学
校
久
住
校
平
成
25
年
度
卒
業
証
書
授
与
式
　
10
:0
0
～

（
久
住
校
体
育
館
）

 
 
・
第
12
回
合
同
企
業
面
接
相
談
会
　
13
:3
0
～
16
:0
0（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
）

 
２
日
㈰
 
・
第
27
回
岡
の
里
名
水
マ
ラ
ソ
ン
大
会
　
9:
00
～
（
竹
田
市
総
合
運
動
公
園
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
）

 
７
日
㈮
 
・
第
16
回
岡
藩
城
下
町
雛
ま
つ
り
・
流
し
雛
　
10
:30
～（
JR
豊
後
竹
田
駅
前
稲
葉
川
河
川
敷
）

 
８
日
㈯
 
・
第
16
回
岡
藩
城
下
町
雛
ま
つ
り
・
ひ
い
な
あ
そ
び
　
10
:3
0
～
　
※
雨
天
中
止
（
い

こ
い
の
広
場
）

 
 
・
竹
田
市
生
涯
学
習
ま
つ
り
　
13
:00
 受
付
・
13
:30
 開
会（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
！

最
低
賃
金

大
分
県
最
低
賃
金
（
地
域
別
）

１
時
間
　
66
4円

効
力
発
生
日
平
成
25
年
10
月
20
日

　
最
低
賃
金
以
上
の
賃
金
が
支
払
わ

れ
て
い
ま
す
か
。

　
「
最
低
賃
金
制
度
」
は
、
す
べ
て

の
労
働
者
の
賃
金
の
最
低
限
を
保
障

す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
す
。

●
お
問
い
合
せ

　
大
分
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
☎
09
7-
53
6-
32
15

　
豊
後
大
野
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
09
74
-2
2-
01
53

竹
田
市
代
表
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募　集
平成26年度養護老人ホーム南山荘給食用
物資納入業者の募集をします
期　　間　２月10日㈪～ 28日㈮
場　　所　竹田市養護老人ホーム南山荘
　　　　　（竹田市大字吉田204番地）
納入物資　�米穀類、鮮魚、青果（野菜・果物等を含む）、

精肉及び加工品を含む食品全般
　　　　　※�納入条件の基準等がありますので、下記ま

でご連絡ください。
　　　　　　�また、申請書を準備していますので南山荘

にお越しください。
●�お問い合せ　竹田市養護老人ホーム南山荘　☎63-

1083

学校給食共同調理場の給食用物資納入業者を
募集します
　竹田中央、久住及び直入学校給食共同調理場では、平
成26年度学校給食用物資納入業者（野菜、果物、農産
物加工品、精肉、地場産物等）を募集します。
　納入を希望する業者は、指名願いを竹田中央学校給食
共同調理場に提出してください。指名願いの用紙は下記
の各調理場に用意してあります。
※�給食用物資の納入には、一定の基準・規格（納入時

間、市内産、国内産、生産地記載等）があります。
※�平成25年度に提出の業者は、２年間有効のため今回

は必要ありません。
提出期間　２月３日㈪～２月28日㈮
提出場所　�竹田中央学校給食共同調理場（竹田市大字飛

田川2239番地13）
●お問い合せ
　竹田中央学校給食共同調理場　☎63-1170
　久住学校給食共同調理場　　　☎76-1157
　直入学校給食共同調理場　　　☎75-2270

計　画
「竹田歴史的風致維持向上計画」（原案）策
定のお知らせ　―パブリックコメントの実施について―
　竹田市では、「竹田歴史的風致維持向上計画」（原案）
を作成しております。この原案について皆様のご意見を
伺います。
■竹田市歴史的風致維持向上計画について
　「竹田市歴史的風致維持向上計画」は、文部科学省（文
化庁）・農林水産省・国土交通省の３省が関係する「歴

史まちづくり法」に基づき、歴史的な資産を活用したま
ちづくりを展開していくための計画です。本計画によ
り、「まちづくり行政」と「文化財行政」が連携して地
域に残される良好な「歴史的風致」を後世に継承するま
ちづくりの取組を進めていきます。
　竹田市の保有する固有の歴史及び伝統を反映した歴史
的風致の維持及び向上を図るため、国が示す基本方針及
び運用方針に基づき、本計画を策定し、市内に残された
歴史的環境を維持・向上させ後世に継承していくまちづ
くりを進めます。計画はそうした方針を示し、また、国
の認定を得ることで、法律上の特例措置や各種事業によ
る支援措置等の活用が可能となります。竹田市における
文化行政・まちづくり行政を国の支援により一層高める
ことを狙いとしています。
公表資料
　竹田歴史的風致維持向上計画及び意見記入用紙（竹田
市ホームページ・教育委員会文化財課でも閲覧可能）
意見募集期間　２月21日㈮～３月２日㈰まで
提出方法　�持参（平日8:30 ～ 17:00）、郵送（３月２日

必着）
　　　　　�ＦＡＸ、またEメールのいずれかで提出して

ください。
提 出 先　竹田市教育委員会文化財課
【郵　送】〒878-8555（住所記載不要）
【ＦＡＸ】0974-63-2373
【Eメール】bunkazai@city.taketa.lg.jp
●�お問い合せ 竹田市教育委員会文化財課　☎63-1111

（内線321）

高齢者のためのレク財講習会
日　時　２月23日㈰ 9:30 ～ 15:00
場　所　竹田市総合社会福祉センター
受講料　1,000円／１人（材料費含む）
　　　　※昼食は各自でご用意してください
参加申込み　２月８日㈯までにお申し込みください
●お申込み先・お問い合せ
　〒878-0023　竹田市大字君ヶ園1419　後藤文子方
　�竹田市レクリエーション協会
　☎・FAX 0974-62-4861

休日及び夜間の在宅当番医院
大久保病院　☎ 64-7777
受付時間　平日夜間 18:00 ～ 21:00、土曜日 13:00 ～ 21:00、休日 8:30 ～ 21:00
竹田医師会病院　☎ 63-3241
受付時間　平日（月・水・金曜日）の夜間18:00 ～ 21:00
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　　　　　※但し、休日及びお盆は除く
　上記以外の曜日や時間帯でも電話相談の上、診察可能
と判断すれば可能な限り対応します。
注意事項　・�かかりつけの病院がある場合は、できるだ

けそこで診てもらうようお願いします。
　　　　　・�事前に症状、年齢、その他必要事項を病院

へ電話連絡したうえで受診をしてください。
　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

2 月 1 日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

2 月 2 日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

2 月 8 日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

2 月 9 日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
2 月11日（火・祝）豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

2 月15日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

2 月16日㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

2 月22日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

2 月23日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

3 月 1 日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

3 月 2 日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
受付時間 8:30 ～ 11:30（こども診療所は9:00 ～ 11:30）
診療時間 9:00 ～ 12:00（三重東クリニックは8:30 ～ 12:00）
※�土曜日については、上記以外にも診療を行っているところがあります。
○豊後大野市民病院（☎ 0974-42-3121） http://ogatahp.ddo.jp/
○みやわき小児科（☎ 0974-24-0230） http://www.miyawaki-kodomo.com/
○三重東クリニック（☎ 0974-22-6333） http://www.sekiaikai.jp/index.html
○竹田市立こども診療所（☎ 0974-63-3838） http://www.city.taketa.oita.jp/
○大分県豊肥保健所（☎ 0974-22-0162）
受診時の注意　当番医院は、やむを得ず変更になる場合
があります。あらかじめ当番医院または竹田市消防署
（☎63-0119）にお電話で確認されるようお願いします。
また、院外薬局が休みの場合は、あらかじめ用意されて
約束処方となることがありますので、ご了承ください。

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

2 月 2 日㈰ ふじさわ歯科医院（竹田） 0974-64-1118
2 月 9 日㈰ まつもと歯科クリニック（竹田） 0974-62-2400
2 月11日（火・祝）竹田市荻歯科診療所（荻） 0974-68-3263
2 月16日㈰ 久住加藤医院歯科診療部（久住） 0974-64-3232
2 月23日㈰ 長湯ごとう歯科（直入） 0974-75-3001
※診療時間 9:00 ～ 12:00（受付11:30まで）
※診療時間を確認のうえ、受診してください。
○大分県歯科医師会　☎ 097-545-3151
　http:www.oita-dental-a.or.jp/

 求　人	 竹田市ふるさとハローワーク　☎63-1101

①運転手及び修理１人13.7 ～ 23万円　②一般事務１人
11.5万円　③寮管理人１人9.8万円　④支援員２人15.4
～ 16.5万円　⑤介護職員１人12.3万円　⑥接客係１人
12.6 ～ 15.2万円　⑦清掃員１人11.5 ～ 13.2万円　
⑧菓子販売員１人12.3万円　⑨技術職１人14.1 ～ 18.1
万円　⑩給油所スタッフ１人13.2万円　⑪調理員２人
13 ～ 18万円　⑫接客係１人12.6 ～ 15.2万円
〔パート求人（時給）〕
⑬レジ係１人664 ～ 690円　⑭販売スタッフ１人700円
⑮清掃作業員２人687 ～ 737円　⑯接客員１人1000円
⑰シール作成オペレーター 1人680円　⑱調理全般２人
680円　⑲ホームヘルパー１人950 ～ 1460円　⑳精肉
担当者１人692円　㉑看護職員１人800 ～ 1500円　
㉒一般事務及び販売１人700円　㉓バス運転手１人952
円　㉔栽培作業員１人700 ～ 1000円

◇たけた市民チャンネル平成26年２月番組情報

【放送日】 2月8日、15日、22日、3月1日　土曜日　20:00～

※都合により放送時間を、変更する場合がありますのでご了承ください。

・総合地域学センター由学館  第７回 由学館セミナー

【放送日】 2月9日、16日、23日、3月2日　日曜日　20:00～

・第39回 ブルーフェニックスジャズ
　オーケストラコンサート
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平成26年度臨時職員・非常勤嘱託員を募集します

　竹田市及び竹田市教育委員会では、平成26年４月１日以降採用の臨時職員・非常勤嘱託員を次のとおり募集しま
す。採用方法は、応募者の中から面接等により選考し決定します。

１　募集内容
職　種 備　　　　　　　　考

一般事務 事務補助（パソコン使用業務有）

専 門 職 資格必要（保育士、幼稚園教諭、小学校教
諭、中学校教諭、司書、司書補）

労 務 員 学校主事、庁舎警備員（荻支所、直入支所）

２　勤務条件等
　給与・休暇：市の規定による
　勤 務 時 間：原則として正規職員に準ずる
　社 会 保 険：法定制度適用
　任 用 期 間：最長１年、職種及び配置先により異なる
　勤 務 場 所：�本庁、各支所及び市教育委員会の各施設

等
　※�詳細な条件は職種等により異なりますので面接時に

説明します。

３　募集要件
（１）平成８年４月１日までに生まれた人
（２）次のいずれかに該当する人は申し込みできません。
　　・成年被後見人、または被保佐人
　　・�禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで

の人、またはその執行を受けることがなくなるま
での人

　　・�日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法、
またはその下に成立した政府を暴力で破壊するこ

とを主張する政党その他の団体を結成し、または
これに加入した人

　　・�日本国籍を有しない人で、在留活動が制限されて
いる在留資格を有する人

４　応募方法
　�　随時募集します。竹田市指定の履歴書に写真を添付

し、総務課、各支所いきいき市民課、教育総務課のい
ずれかに提出してください。受付は、閉庁日を除く、
午前８時30分から午後５時までです。

　※�４月からの任用を希望する方は２月14日㈮までに
必着するよう提出をお願いします。

　※�履歴書は、総務課、各支所いきいき市民課、教育総
務課に用意しているほか、竹田市のホームページか
らもダウンロードできます。

　　http://www.city.taketa.oita.jp/

５　統一面接日
　�　平成26年２月23日㈰予定（面接時間等は、直接お

知らせします。）
　※�専門職及び警備員については、別に面接日を設定す

る場合があります。

６　お問い合せ
　竹田市総務課職員係　☎63-1111（内線216）
　竹田市教育委員会　教育総務課　☎63-4816

今月の

食育レシピ かぼちゃと根菜の和風豆乳シチュー
１．かぶ、れんこん、にんじんはそれぞれ皮をむき、一口大の乱切りにする。
２．かぼちゃは種を取り除き根菜同様一口大に切る。
３．ブロッコリーは小房に切り分けサッとゆでておく。
４．なべに材料を入れて水を加え、ふたをして強火で５分ほど煮る（すぐに柔らか
くなるカブ、かぼちゃは時間をおいて入れる。）

５．沸騰したら、アクを取り除き、コンソメを入れてふたをし、中火で 10 分程煮込む。
６．野菜が柔らかくなったら、豆乳と米粉を合わせたものを加え、ゆっくりかきまぜ
ながら、とろみがつくまで弱火で煮る。

７．みそを溶き入れ、塩、こしょうで味をととのえる。
８．仕上げにブロッコリーをのせる。

作り方

材　料〈４人分〉
かぼちゃ…………… 200ｇ
かぶ ……………… 200ｇ
れんこん…………… 100ｇ
にんじん……………… 60ｇ
ブロッコリー …………100g
水 ………………… 600ｍl
顆粒コンソメ………小さじ3
豆乳 ……………… 400ｍl

米粉 ………………大さじ2
みそ…………………小さじ2
塩、こしょう…………… 適量

　寒い冬は、地下でエネルギーを蓄えた根菜を中心に食べると体を温める効果があると言
われています。根菜類すべてが、そういう性質を持っているというわけではありませんが、
加熱をすることで体を温める食材になります。また、冬至の日に食べられるかぼちゃはビ
タミンＡやカロチンが多く含まれ、風邪予防に効果的です。本来かぼちゃの旬は夏ですが、
長期保存が効くことから冬に栄養をとるための古き時代の賢人の知恵なのかもしれません。
　食材は他にもごぼう、大根、またブロッコリーの代わりにほうれん草などいろいろとア
レンジできます。
　体の冷えは免疫力を低下させる要因のひとつとされています。体を芯から温め風邪など
ひかない体作りをしたいものです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（南山荘）
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水道課
　平成26年４月１日から消費税率が５％から８％に改
定されることに伴い、竹田市水道事業（上水道）並びに
竹田市簡易水道事業の水道料金及び新規加入金が次のよ
うに改定されますので、お知らせします。
　なお、今回の料金改定は、消費税率の改定に伴うもの
であり、水道料金自体の値上げではありませんので、ご
理解とご協力をお願い申し上げます。
　詳しくは、竹田市水道課（☎63-1046 ／ FAX63-
0730）までお問い合わせください。

竹田市水道事業（上水道）
（１）計量専用給水装置・１か月（１世帯につき）

料金用途別
基本料金 超過料金

水量（立方
メートル） 料　金 使用水量

（立方メートル）
金　額

（1立方メートルにつき）

一般家庭用 5 650円
6～ 10 150円
11 ～ 40 160円
41以上 190円

官公署・学
校・病院用 20 3,000円 21以上 190円

工場・
事業場 300 45,000円 301以上 190円

臨時用給水 20 4,500円 21以上 250円

学校プール 500 75,000円 501以上 190円

営業用 20 3,000円 21以上 190円

浴場営業用 100 15,000円 101以上 190円

（２）共用給水装置・１か月（１世帯につき）
基本料金 超過料金（１立方メートルにつき）

水量
（立方メートル） 料金

6立方メー
トル以上10
立方メート
ルまで

11立方メー
トル以上40
立方メート
ルまで

40立方メー
トルを超え
る部分

5 650円 150円 160円 190円

上水道メーター使用料（１か月につき）
口径（ミリメートル） 13 20 25 30 40 50 75 100

使用料 150円 200円 250円 300円 350円 1,900円 2,300円 3,200円

■�上水道の料金は、上記金額及びメーター使用料との合
計額に100分の108を乗じた額となります。
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新規加入金
給水管の内径 新規加入金

13ミリメートルまで 45,000円
20ミリメートルまで 90,000円
25ミリメートルまで 180,000円
30ミリメートルまで 270,000円
40ミリメートルまで 585,000円
50ミリメートルまで 900,000円
75ミリメートルまで 2,250,000円
100ミリメートルまで 3,825,000円

■�上水道の新規加入金は、上記金額に100分の108を乗
じた額となります。

竹田市簡易水道事業

料金用途別

基本料金 超過料金（1立方メートルにつき）

水量（立方
メートル）

料　金

基本料金の数
量を超えて100
立方メートル
以下の部分

100立方メート
ルを超える部
分

一般用（営業
用を含む）

5
改定前 525円 改定前 157.5円 改定前 147円

↓ ↓ ↓
改定後 540円 改定後 162円 改定後 151.2円

官公署・学
校・病院用

20
改定前 3,150円 改定前 157.5円 改定前 147円

↓ ↓ ↓
改定後 3,240円 改定後 162円 改定後 151.2円

臨時 20
改定前 4,725円 改定前 157.5円

↓ ↓
改定後 4,860円 改定後 162円

新規加入金
給水管の内径 新規加入金
13ミリメートルまで 改定前   　45,250円 → 改定後   　48,600円
20ミリメートルまで 改定前   　94,500円 → 改定後   　97,200円
25ミリメートルまで 改定前 　189,000円 → 改定後 　194,400円
30ミリメートルまで 改定前 　283,500円 → 改定後 　291,600円
40ミリメートルまで 改定前 　614,250円 → 改定後 　631,800円
50ミリメートルまで 改定前 　945,000円 → 改定後 　972,000円
51ミリメートル以上 改定前 2,362,500円 → 改定後 2,430,000円

【水道料金の経過措置】
　平成26年４月１日前（平成26年３月31日）から引き
続いて供給している水道の使用で、平成26年４月１日
から平成26年４月30日までの間に料金が確定するもの
についての消費税率は、従前の５％が適用されます。
　例：平成26年３月使用分（４月請求分のみ）
　　　～消費税率５％適用
　　　平成26年４月使用分（５月請求分以降）
　　　～消費税率８％適用

４月１日から消費税の引き上げに伴い

公共料金が改定されます
　４月１日から消費税率が５％から８％に引き上げられます。それに伴い、水道料金や学校給食費等をはじめ、消費
税がかかる公共料金が改定されます。市民の皆様のご理解をお願いします。
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竹田市総合社会福祉センター
　竹田市総合社会福祉センターの利用に係る利用料につ
いて、消費税法の一部改正に伴い下記のように見直しを
行いました。

時　間

利用室

午前９時か
ら正午まで

正午から午
後５時まで

午前９時か
ら午後５時
まで

左記以外の
時間１時間
につき

多目的ホール 5,240 円
（5,090 円）

5,240 円
（5,090 円）

11,540 円
（11,210円）

2,100 円
（2,030 円）

会議室 1,050 円
（1,010 円）

1,050 円
（1,010 円）

2,210 円
（2,140 円）

430 円
（400 円）

ボランティア
室（研修室）

530 円
（500 円）

530 円
（500 円）

1,160 円
（1,120 円）

220 円
（200 円）

障害者室
（工作室）

430 円
（400 円）

430 円
（400 円）

950 円
（910 円）

170 円
（150 円）

老人憩室 640 円
（610 円） 

640 円
（610 円） 

1,360 円
（1,320 円）

270 円
（250 円）

健康相談室  850 円
（810 円）

850 円
（810 円）

1,790 円
（1,730 円）

320 円
（300 円）

保健指導室 1,050 円
（1,010 円）

1,050 円
（1,010 円）

2,210 円
（2,140 円）

430 円
（400 円）

調理実習室 1,050 円
（1,010 円）

1,050 円
（1,010 円）

2,210 円
（2,140 円）

320 円
（300 円）

いきいき交流
センター

1,050 円
（1,010 円）

1,050 円
（1,010 円） 

2,210 円
（2,140 円）

320 円
（300 円）

（　）は旧利用料金
〔備考〕�調理実習室備付けのガス器具を利用するときは、１回につき

320円（300円）を定額に加算する。

●お問い合せ　竹田市総合社会センター　☎63-3360

竹田市福祉事務所
　竹田市福祉施設はくすいの利用に係る利用時間、利用
料金について、利用実態に即した見直し、及び消費税法
の一部改正に伴う見直しを下記のように行いました。

 ［新利用料金表］
時　間

利用室
午前８時から
午後５時まで

午後５時から
午後10時まで

デイサービスホー
ル、デイサービス
調理場、調理室、
支援ルーム（入所
外）、生きがいサロ
ンホール、その他
教室

１時間あたり
80円

１時間あたり
160円

浴室 １回　310円
シャワー １回　110円
支援ルーム １回　520円
〔備考〕１�　福祉支援入所・デイサービス・生きがいサロンの事業を

優先した上で文化活動等に有効活用する。
　　　　２�　冷暖房を利用するときは、各室の利用料金の５割に相当

する額を加算する。
　　　　３�　調理室備付けのガス器具を利用するときは、１回につき

320円を定額に加算する。ただし、支援ルーム入所者が使
用するときは１日110円とする。

　　　　４　入所者は、自炊を原則とする。

●お問い合せ　竹田市福祉事務所　☎63-4811

環境衛生課
　平成26年４月の消費税率引き上げに伴い、農業集落
排水処理施設使用料、コミュニティープラント使用料及
び合併浄化槽使用料が以下のとおり変更となります。

●農業集落排水処理施設使用料（月額）税込

種　別 用途／料金
基本料金（１月につき） 超過料金

（１㎥に
　つき）水　量 料　金

専　用
一般用 使用水量８㎥まで 1,555円 194円

官公署用 使用水量８㎥まで 1,555円 194円

共　用
一般用 使用水量８㎥まで 1,555円 194円

自治会公民館等 年間使用水量８㎥まで 1,555円 194円

●コミュニティープラント使用料（月額）税込
用途別区分 使用料

水道水使用の場合
基本料金水道水10㎥まで 1,170円

超過料金水道水１㎥につき 190円

水道水以外の水使
用の場合 １㎥につき 230円

●合併浄化槽使用料（月額）税込
人槽区分 金額（月額：円）
５～７人槽 4,006
８人槽 4,212

９～ 10人槽 4,622
15人槽まで 9,460
20人槽まで 10,800
25人槽まで 12,538
30人槽まで 13,878
35人槽まで 15,325
40人槽まで 16,858
45人槽まで 18,198
50人槽まで 19,645

＊�ただし、コミュニティープラント使用料・農業集落排水処理施設使
用料は、５月分の料金から改定となります。

●お問い合せ
　竹田市環境衛生課　☎63-1111（内線184）
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○し尿汲み取り代金・事業系廃棄物

現　行 改定後

し尿汲取り代金１
リットルにつき

１リットル
９円00銭

１リットル
９円26銭

事業系廃棄物
（可燃物）

【直接搬入ゴミ】

100kg以内
800円

100kg以内
820円

※し尿最低量100リットルから10リットル刻み（１円未満切捨て）

○狂犬病予防注射料金

現　行 改定後

狂犬病予防注射料金
（狂犬病予防注射済票
交付手数料含む）

3,000円 3,070円

●お問い合せ
　竹田市環境衛生課　☎63-1111（内線181）

竹田市学校給食共同調理場
　平成26年４月１日からの消費税率の引き上げに伴い学校給食用の食材も基本的に値上げされることから、十分な仕
入れ量を確保し円滑な学校給食を提供するために、学校給食費を平成26年４月１日から下記のとおり改正します。

学校等の名称
改正前 改正後 改正前と改正後

の差額
［ ］内は月額

調理場の別年  額
［ ］内は月額

年  額
［ ］内は月額

竹田小学校

45,600円
［3,800円］

46,800円
［3,900円］

1,200円
［100円］ 竹田中央学校給食共同調理場

豊岡小学校
南部小学校
祖峰小学校
菅生小学校
宮城台小学校
城原小学校
荻小学校
久住小学校

44,400円
［3,700円］

45,600円
［3,800円］

1,200円
［100円］ 久住学校給食共同調理場白丹小学校

都野小学校

直入小学校 42,000円
［3,500円］

43,200円
［3,600円］

1,200円
［100円］ 直入学校給食共同調理場

竹田中学校
52,800円
［4,400円］

54,000円
［4,500円］

1,200円
［100円］ 竹田中央学校給食共同調理場竹田南部中学校

緑ヶ丘中学校
久住中学校  54,000円

［4,500円］
55,200円
［4,600円］

1,200円
［100円］ 久住学校給食共同調理場

都野中学校

直入中学校 52,800円
［4,400円］

54,000円
［4,500円］

1,200円
［100円］ 直入学校給食共同調理場

竹田幼稚園 44,400円
［3,700円］

45,600円
［3,800円］

1,200円
［100円］ 竹田中央学校給食共同調理場

南部幼稚園

直入幼稚園 40,800円
［3,400円］

42,000円
［3,500円］

1,200円
［100円］ 直入学校給食共同調理場

大分県立竹田支援学校小学部 45,600円
［3,800円］

46,800円
［3,900円］

1,200円
［100円］

竹田中央学校給食共同調理場大分県立竹田支援学校中学部 52,800円
［4,400円］

54,000円
［4,500円］

1,200円
［100円］大分県立竹田支援学校高等部 

※中学校第３学年は、３月分を徴収しません。
※竹田支援学校中学部・高等部の第３学年は、３月分を給食日数に応じた日割りで徴収します。

●お問い合せ　竹田中央学校給食共同調理場　☎63-1170
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生涯学習課
　平成26年４月１日から消費税率改正の実施に伴い、
以下の竹田市社会体育施設・学校体育施設・公民館施設
の使用料を改正します。（各施設にお問い合わせください）

【竹田市社会体育・学校体育施設】
竹田市総合運動公園　☎63-4980
竹田市飛田川野球場・弓道場　☎63-4980
竹田市久住総合運動公園　☎76-0717
竹田市白丹体育館　☎76-0028
竹田市都野山村広場　☎76-2001
竹田市直入総合運動公園　☎75-2240
竹田市下竹田グラウンド　☎75-2240
竹田市Ｂ＆Ｇ直入海洋センター　☎75-2240
竹田市立竹田小学校　☎63-1062
　　　　豊岡小学校　☎63-1063
　　　　南部小学校　☎63-1064
　　　　祖峰小学校　☎62-2956
　　　　菅生小学校　☎65-2221
　　　　宮城台小学校　☎66-2053
　　　　城原小学校　☎66-2013
　　　　荻小学校　☎68-2006
　　　　久住小学校　☎76-0019
　　　　白丹小学校　☎76-1151
　　　　都野小学校　☎77-2003
　　　　直入小学校　☎75-2250
竹田市立竹田中学校　☎63-1070
　　　　竹田南部中学校　☎63-1072
　　　　緑ヶ丘中学校　☎68-2012
　　　　久住中学校　☎76-0049
　　　　都野中学校　☎77-2004
　　　　直入中学校　☎75-2260
【竹田市社会教育施設】
竹田市中央公民館　☎63-4817
竹田市荻公民館　☎68-2025
竹田市柏原公民館　☎68-2025
竹田市久住公民館・久住保健センター　☎76-0717
竹田市白丹公民館　☎76-0028
竹田市都野公民館　☎77-2001
竹田市直入公民館　☎75-2240
竹田市中央公民館　竹田分館・体育館　☎63-4190
竹田市中央公民館　岡本分館・体育館　☎62-3863
竹田市中央公民館　明治分館・体育館　☎62-3164
竹田市中央公民館　豊岡分館　☎62-4195
竹田市中央公民館　玉来分館・体育館　☎63-1067
竹田市中央公民館　松本分館　☎63-1068
竹田市中央公民館　入田分館　☎62-2955
竹田市中央公民館　嫗岳分館・体育館　☎67-2120
竹田市中央公民館　宮砥分館・体育館　☎67-2001
竹田市中央公民館　菅生分館　☎65-2222
竹田市中央公民館　宮城分館　☎66-2014
竹田市中央公民館　城原地区館　☎66-2001
竹田市山村交流センター　☎75-2240
竹田市ドイツ村簡易宿泊施設　☎75-2240
竹田市池ノ口住宅集会所　☎63-4817
竹田市佐藤義美記念館　☎63-2650
竹田市祖母山麓体験交流施設「あ祖母学舎」　☎67-2121

●お問い合せ
　竹田市教育委員会生涯学習課　☎63-4817

久住支所いきいき市民課
　平成26年４月１日から消費税率改正の実施に伴い、
以下の施設の使用料を改正します。

○竹田市久住スポーツ研修センター
（１）合宿棟

区　分 １泊２食 付　記
大学・一般 5,940円 １人

小学・中学・高校 4,320円 １人
１　３食の場合は、別途料金とする。
２　原則として、10人以上の団体利用とする。
（２）農村都市交流センター
区　分 宿泊料 朝食 夕食 合計 付記
大　人 4,320円 1,080円 1,620円 7,020円 １人
小学生 3,780円 1,080円 1,620円 6,480円 １人
幼　児 2,160円 実　　　費
１　合宿棟とともに合宿利用する場合は、合宿棟料金とする。
（３）スポーツ交流広場

区　分 利用料金 付　記
大　人 １日　220円 １人
子ども １日　110円 １人

●お問い合せ　久住支所いきいき市民課　☎76-1111

市民ギャラリー水琴館
　消費税の一部改正に伴い、歴史資料館別館市民ギャラ
リー水琴館の使用料を下表のとおり改定します。※カッ
コ内は改定前の金額。

○�竹田市立歴史資料館別館「市民ギャラリー水琴館」使
用料

利用時間及び使用料
備　考午前９時から

正午まで
正午～午後４
時30分まで

市民ギャ
ラリー水
琴館

110円
（100円）

110円
（100円）

入館料を徴収
しないとき。

5,150円
（5,000円）

5,150円
（5,000円）

入館料を徴収
するとき。

〔備考〕�冷暖房使用料は、入館料を徴収しないときの使用料の50パー
セントを加算する。

●お問い合せ　市民ギャラリー水琴館　☎63-2200

福祉関連施設
　平成26年４月１日から消費税率改正の実施に伴う使
用料の改正につきましては、各施設にお問い合わせくだ
さい。

　○福祉健康エリア　☎ 68-3050

　○直入保健福祉センター　☎75-2216

　○直入高齢者コミュニティーセンター　☎75-2960


